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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　クローバーに願いを







　靴くつを脱ぬぎ、川の冷たい水に足を浸ひたす。スカートの裾すそを濡ぬらさないように結んでいるので、蹴け立たてた水が膝ひざにかかって心地ここちいい。苔こけでぬめる石の上を慎しん重ちように歩きながら、ミモザは仕し掛かけた罠わなに近ちか寄よった。


　段だん差さになっている所で石を積み重ねて進路を作り、川下である段差の下に設せつ置ちした、木の柵さくの中へ魚を追い込こむ罠だ。


　柵の中を覗のぞきこむと、ウグイが三匹びき掛かっていた。尾おがぴしゃりと水みな面もを叩たたき、白い腹はらが夏の夕焼けを弾はじく。


　ミモザはため息をついた。ここ最近、ウグイしか掛からない。ウグイは生なま臭ぐさいし、骨ほねが硬かたくて調理するのも大変だ。ハーブで臭においをごまかし、よく煮にて食べるしかない。


　ウグイを柵の隅すみに追いやり、鷲わし摑づかみにして腰こしに下げた籠かごへ放ほうり込む。逃にげ回る魚を捕とらえようと必死になって、跳はねる水すい滴てきが顔にかかるのも気にならない。編あんで垂たらした亜あ麻ま色いろの髪かみからは雫しずくが滴したたっていた。


　三匹目を籠に入れ、ようやく額ひたいを拭ぬぐった。前髪を留とめていた髪留めに手の甲こうが触ふれ、四葉のクローバーを模もした布ぬの飾かざりが落ちて川の流れに攫さらわれる。


　慌あわててミモザはその後を追った。母の思い出と、あの飾りに込めた願いまで失ってしまうような気がして。


　踝くるぶしまでだった水位が脹ふくら脛はぎに、膝に、腰に。流れに背せ中なかを押おされながら水を搔かき分け、必死に手を伸のばした。


　もう少し。そう思った時だった。苔でぬめった石を踏ふんで滑すべり、仰あお向むけになって水中へ沈しずんだ。鼻に水が入り、刺さすような痛いたみが鼻の奥おくに走る。咳せき込み、今度は水を飲んだ。


　水底に足をつけようとするのに、流れがミモザの細い足を翻ほん弄ろうする。それどころか、どんどん深いところへ流されていた。


　水面に顔を出した時、言葉にならない声をあげる。それも気管に水が入って、咳き込んでしまうので弱々しい悲鳴だ。


　さらに悪いことに、ここは往おう来らいからも離はなれていて、人通りもめったにない。


　唯ゆい一いつ、自分を守ってくれる存そん在ざい──兄の顔が脳のう裏りを過よぎる。頭が沈まないようにもがきながら、何度も叫さけび声をあげた。


　ざぶん、と何かが川に飛び込む音を、ミモザは水中で聞いた。しばし間を置いて、またざぶんと音がする。ぎゅっと目を閉じているので、何が起きているのかわからない。


　ぐいっ、と襟えり首くびを摑まれて、腕うでに柔やわらかいものが触ふれた。呼こ吸きゆうができるようになったので目を開けてみれば、ミモザより大きな獣けものの背中が見えた。水面下でふわりと揺ゆれる、砂すな色いろの毛皮。どうやらこの獣が、ミモザの襟を銜くわえて泳いでいるらしい。


　苦しさから解かい放ほうされて呆ぼう然ぜんとしていると、今度は両りよう脇わきの下に人の腕が差し込まれ、一気に掬すくい上げられた。力強い、男の人の腕だ。


「大だい丈じよう夫ぶか？　しっかりしろ」


　金色の髪かみと翠みどりの瞳ひとみをした青年がミモザを担かつぎ、流れに逆さからって岸へと泳いでいく。青年を先せん導どうするように水を搔いているのは大きな犬だ。


「ケーナ、ジェイド！　こっちだ！」


　誰だれかの声がして岸辺に目をやってみると、もう一頭白い犬がいて、大きな声で何度も吠ほえていた。その隣となりには長い布包みを背負った赤毛の少女が立ち、手を振ふっている。


　岸に上がると、砂色の犬はぶるぶると身を揺すって水滴を撒まき散らした。


　青年の肩かたから砂利じやりの上に下ろされ、ミモザはへたり込む。駆かけ寄ってきた赤毛の少女に背中を摩さすられ、飲んでいた水を吐はき出した。


「間に合ってよかった。具合はどう？」


　少女の問いに、頷うなずくことで答える。少女は紅こう玉ぎよくのような瞳を細め、もう一度、よかったと呟つぶやいた。


「ケーナ、よくやった。ジェイドもご苦労さま」


　自身が濡ぬれるのも厭いとわず、少女は砂色の犬を抱だきしめた。青年は上着を脱ぬぎ、絞しぼって水気を払はらっている。金色の短い髪からは雫が滴り落ちていた。


　ミモザが頭を下げると、青年は微笑ほほえんだ。


「礼なら彼女たちに言ってくれ。君の声を聞きつけたのは、ルビーウルフと狼おおかみたちだ」


　言われて、ミモザは少女にも頭を下げた。それから、何かが頭に引っ掛かって首を傾かしげる。今、彼は狼と言わなかっただろうか。


　目をぱちくりさせていると、砂色の犬が寄って来てミモザの頰ほおを舐なめた。金色の目と、顔つきの鋭するどさにぎょっとする。犬はもっと緩ゆるんだような顔をして、表ひよう情じようだって愛あい嬌きようがあるのに、この獣には隙すきがない。


　舌したを出した時にちらっと見えた、鋭い牙きばに驚おどろいてミモザは悲鳴を上げた。手をついて這はい、転げるようにして青年の背はい後ごに隠かくれる。


　青年の服の裾すそをぎゅっと握にぎって、恐おそる恐る覗のぞいてみれば、砂色の獣は申し訳わけなさそうに耳を伏ふせ、ミモザと同じように赤毛の少女の背後に隠れている。その隣では、砂色のよりも大きな白い獣がミモザを睨にらんでいた。


「フロスト、子こ供ども相手に怖こわい顔しちゃだめだよ。──そこのおチビさんも、いつまで隠れてんだ。ケーナがいなけりゃ、お前は今いま頃ごろ水死体なんだよ。それなのにきゃあきゃあ喚わめいて逃にげられたんじゃ、ケーナがかわいそうだ」


「ルビーウルフ、少し言いすぎだ。普ふ通つう、狼を見たら誰だって驚く」


　青年の言葉に、ミモザはこくこくと頷いた。けれど少女は、青年がミモザを庇かばったのに機き嫌げんを損そこねたらしく、胸むな元もとまである葡ワ萄イ酒ン色の長い髪を鬱うつ陶とうしそうに払い、そっぽを向いてしまった。


「すまない、驚かせてしまって。だが、彼らはルビーウルフの仲間で、人によく馴なれている。君を咬かんだりしないから、怯おびえないでやってくれ」


　青年の大きな手に頭を撫なでられ、ようやくミモザは落ち着きを取り戻もどした。


「ところで、このあたりに人里はないか？　このままではお互たがい、風か邪ぜをひいてしまう」


　ミモザは川上を指差した。それから、人里という言葉を体の動きでどう表現すればいいのかわからず、首を傾げる。その様子を見た青年は、ここでようやくミモザの特とく殊しゆな事情に気づいてくれたようだった。


「君は……言葉がしゃべれないのか？」


　ミモザは頷く。青年は気の毒そうな顔で、しばらく言葉に迷まよっているようだった。


「そうか……。気がつかなくて、申し訳ない。──ええと、君の家は川上にあるんだな？」


　もう一度、ミモザは頷いた。


「それはよかった。できることなら、服が乾かわくまで泊とまれる場所があると嬉うれしいのだが」


　ミモザは困こまり顔になって、青年の服を摑つかんだ手をもじもじとさせた。


　この青年だけなら、泊めてやってもいい。だけど狼なんて家に入れたくないし、少女はまだ不機嫌そうにしている。それに、よそから来た人を兄に引き合わせるのも気乗りしなかった。


「宿代なら払うよ。まぁ、無理にとは言わないけどね。おチビちゃんの良心次し第だいさ」


　紅玉の瞳を意地悪そうに細め、少女が笑えみを含ふくんで言った。それが、なんだか見下された気分になって、かちんと来た。青年の背後に隠れたまま、少女を睨みつける。


　お金なんていらない、という意味を込め、何度も首を左右に振ふった。そして、さっと青年の陰かげに隠れる。


「ルビーウルフ、なんで俺おれを睨むんだ……？」


　不機嫌な女二人に挟はさまれた青年が、弱りきった声を上げた。





　　　　†




　青年に負ぶわれ、あっちこっちと指で示しめしながら家に戻ってきた。


　とんとととんっ、と特とく徴ちよう的なノックをして、兄に合図をする。客人が一いつ緒しよのときは、こうして知らせることにしていた。とはいえ、客人なんて滅めつ多たに来ないから、この合図を使うことなんてほとんどないのだけど。


　家の中では、がたがたと慌あわただしい音が響ひびいていた。兄も驚いているのだろう。鍵かぎを開ける音がして、ドアが軋きしみながら開いた。


「ミモザ！　何があったんだ」


　髪も服もずぶ濡れで、体が冷えて唇くちびるが青くなっているミモザの姿に兄──ラスティの顔も真っ青になった。体を預あずける松まつ葉ば杖づえを放ほうり出してしまいそうな勢いに、慌ててミモザはラスティに抱きついた。松葉杖を指差して、離はなしちゃだめ、という意思を伝える。


「え？……あぁ、そうだね。ごめんよ。それより、いったい何があったんだ？　怪け我がは？」


　ラスティは松葉杖に頼たよりながら腰こしを落としてミモザと目線を合わせる。


　はじめに、ミモザは両手で自身の体を叩たたき、異い状じようがないことを知らせた。それから手の動きを中心に、動作で経緯いきさつを伝える。


　川。髪かみ飾かざり。落ちて。追いかける。滑すべって。水の中。苦しい。


「溺おぼれたのか？」


　ミモザの動作一つ一つを声に出し、ラスティは確かく認にんをとった。そしてミモザは最後に掬すくい上げる動作をして、ドアの外で待っている青年を指差した。


「妹を助けてくださったんですか？　どうもありがとうございます。なんとお礼を言って良いか……」


「あ、いえ、当然のことをしたまでで……すいません、乾いた服を貸かしていただけると非ひ常じようにありがたいのですが……」


　夏とはいえ、濡れた服のままでは体が冷えてしまう。太陽はまだ橙だいだい色いろに空を染そめているが、日が完全に沈しずめば、風邪どころか肺はい炎えんになるかもしれない。


　ミモザも寒かったけれど、青年──ジェイドが負ぶって家まで連れ帰ってくれたので、体の前面が温められて凍こごえることはなかった。しかし、逆ぎやくにジェイドは胸むな元もとや腹ふく部ぶが冷えてしまって、ずいぶん寒そうだった。


「ええ、どうぞ。そのままでは風邪を引いてしまいますので……」


　そこまで言って、ラスティは青年の背はい後ごにもう一人、少女がいることに気づいたようだった。杖にすがって立ち上がりながら軽く会え釈しやくし──


「うわっ!?」


　少女のさらに後ろ、二頭の狼おおかみを目にして思いっきり尻しり餅もちをついた。


「ミ、ミモザ、逃にげなさい！」


　裏うら返がえった声を上げたラスティに、ミモザは両手をぱたぱた振って、大だい丈じよう夫ぶだよと伝えた。それから影かげ絵えの要よう領りようで、手で犬の顔を形作る。それをもう片かた方ほうの手で撫でてみせた。


「かわいい、犬……じゃないけど、飼かい馴ならされてるってことか？」


　ラスティの言葉にミモザは頷うなずく。


　それを見たルビーウルフは、また不ふ機き嫌げんになったようだった。


「誰が飼い馴らされてるって？」


「ルビーウルフ、どうか穏おん便びんに」


　ジェイドが窘たしなめると、ルビーウルフはまた彼を睨にらんだ。優やさしいジェイドが責せめられるのを見るのはかわいそうだ。


　二人の間に割わり込こんで、膨ふくれっ面つらになって抗こう議ぎする。


「ほら、ジェイド。かわいい親しん衛えい隊たいだよ。よかったねぇ、懐なつかれて」


　逆効果だった。


　へっ、と鼻で笑うルビーウルフに、ジェイドは心底困こまった顔になる。


「ルビーウルフ……俺は何か、気に障さわるようなことを言ったのか？」


「別にぃー」


　誰がどう見ても拗すねているような態たい度どだ。ミモザよりずっと年上であるはずなのに、まるっきり子こ供どもっぽい。


　くすっ、と笑いを漏もらす者がいた。ラスティだ。尻餅をついた体たい勢せいのまま、肩かたを震ふるわせて笑っている。


「あぁ、すいません。あんまり仲良さげだったので」


　どこが？　と仕草で言おうとしたら、くしゃみが出た。ミモザは慌てて洟はなをすする。客人の前で鼻水なんて垂たらして、恥はずかしい。


「ミモザ、早く着き替がえなさい。お二人も、どうぞ中へ。俺の服でよければお貸しします。狼は……」


　二頭を見み比くらべ、ラスティは困り顔になった。


「咬かんだり吠ほえたりしないのでしたら、かまいませんよ」





　　　　†




　右手を差し出すと、ケーナという砂すな色いろの狼はミモザの掌てのひらに前足を載のせる。左手を出せば、今度はもう片方の前足を載せた。


　ミモザが喜んで拍はく手しゆをすれば、その動作も真ま似ねする。体は大きくて刃やいばのような鋭するどい顔つきだけれど、よく見れば瞳ひとみはつぶらだし、ぱたぱた振る尻尾しつぽも可愛かわいらしい。ケーナもミモザと遊ぶことが気に入ったようで、飽あきることなく相手をしてくれている。


「大人しいんですね」


　妹の笑顔に、ラスティも嬉うれしそうに笑う。ミモザを助けたのがジェイドとケーナであることを知って、感かん謝しやしているほどだ。


「気が優やさしいからね、ケーナは」


　ラスティが出した温かいスープを飲みながらルビーウルフは言った。ミモザが狼を怖こわがらなくなったからか、彼女の機嫌は良くなってきたようだ。苦く笑しようして、テーブルの下で寝ねそべっている白い狼──フロストに目線を落としている。


　フロストはどうやらジェイドと不仲のようで、ジェイドがルビーウルフに近ちか寄よろうとすると、二人の間に割り込んで彼に睨みをきかせていた。


「それにしても、本当に奇き跡せきとしか言いようがありません。このあたりは往おう来らいから外れていて、滅めつ多たに人が通りませんから。もしかして、森で迷まよってらしたんですか？」


　馬車や旅人が使用する街かい道どうから、ここはずいぶんと遠い。それにこの辺りには民家が離れて点在するくらいで村や集落もなく、訪たずねてくる者は希き少しようだ。そんな中でミモザの悲鳴を聞きつけてくれた人がいたのは、運が良かったと言う他ほかにない。


「ええ、まぁ、そんなところです」


　答えたのは、ラスティの服を着たジェイドだ。彼が着ていた服はミモザの服と一いつ緒しよに、家の外に干ほしている。


「そうですか。じゃあ、お二人も運のいい方たちですね。最近、このあたりには盗とう賊ぞくが出るんですよ。旅人が殺されることもあるらしいので……」


　そこまで言って、ラスティはミモザを見た。兄が何を話そうとしているのか悟さとって、ミモザはすいっと目を逸そらす。


　ラスティはため息をついた。


「……俺たちの母さんも、盗賊に殺されました。こんな何もない家に押おし入って来たって、意味がないのに……。一年ほど前のことですよ。抵てい抗こうして怪け我がをして、俺は今でもこの様ですし、ミモザは……言葉を失いました」


　わずかな蓄たくわえを守ろうとした結果、失ったものはあまりに大きかった。ほんの少し声を出す程てい度どなら今のミモザにもできるのだが、意味の通じる言葉を話すことができなくなってしまったのだ。


　はじめ、ラスティはそれをミモザが塞ふさぎこんでいるせいだと思っていた。いつまでも言葉を話さないミモザに、そんなことをしていたって母は帰ってこないと叱しかりつけたこともある。


　だけど、決してわざと口を閉とざしているのではない。考えていることや思っていることを口にしようとすると、喉のどにつっかえたように声が出てこなくなる。呼こ吸きゆうもできなくなる。それはとても苦しくて、悲しいことだった。だからミモザはもう話すことを諦あきらめて、すべて仕草だけで意思を伝えることにした。その仕草の意味を兄が理り解かいしてくれるなら、それだけで生活が成り立つから何ら問題はなかった。


　ラスティの正面に座ざしたジェイドとルビーウルフは険けわしい表情になっていた。ラスティは苦笑し、声の調子を明るくする。


「暗い話をして、すいません。気にしないでください。よろしければ、安全な道に案内しますよ。獣けもの道みちで、多少歩きにくいんですけど。どちらに向かわれるんですか？」


「それは……」


　ジェイドは口ごもった。困ったように、傍かたわらのルビーウルフへ目線を投げている。どうも、行き先を知られたくないらしい。


　そういえば、どこから来たのか、というラスティの質しつ問もんも適てき当とうにはぐらかしていた。


　ケーナとじゃれながら、ミモザは二人の様子を窺うかがう。


　兄妹というには似にていないし、従い兄と妹こというのも微び妙みようだ。ジェイドにはどこか育ちの良さを感じるのに対し、ルビーウルフにはなんだか野生動物のような印象を受ける。二人とも動きやすそうな旅りよ装そうということを除のぞき、共通点なんて少しも見当たらない。


　けれどラスティは何かを悟ったらしく、なぜか照れたように頭を搔かいた。


「すいません、野や暮ぼなことを聞いてしまったみたいで。いいですねぇ、駆かけ落ちなんて。逃とう避ひ行こう、がんばってください」


　ははは、と笑うラスティに、ジェイドは慌あわてふためいて立ち上がった。顔は真っ赤だ。


「いや、そんな！　何かとんでもない勘かん違ちがいをしていませんか!?」


　ジェイドの裏うら返がえった声にルビーウルフは豪ごう快かいに笑い出した。そして少し笑いが収おさまると、からかうような目つきでジェイドを見る。


「とりあえず座すわりなよ。そんなに否ひ定ていするなんて、あたしへの愛が冷めちゃったのかなって心配しちゃうよ？」


「……悪乗りしてないで、ルビーウルフも一いつ緒しよに弁べん明めいを……」


　弱りきったジェイドの顔に、ルビーウルフは再ふたたび爆ばく笑しようする。
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「勘弁してくれ、このままでは……」


　ルビーウルフの足元から、フロストがのっそりと立ち上がった。金色の鋭い眼まな差ざしには、尋じん常じようじゃない殺気がこもっている。


　ジェイドに飛び掛かかろうとしたフロストの尻尾しつぽを、ルビーウルフが摑つかんで止めた。白い巨きよ体たいを抱だき寄よせてなだめ、ごめんごめんと笑いながら謝あやまる。


「まぁ、そういうことだから。詮せん索さく無用ってことで、よろしく頼たのむよ。お互たがい、話したくないことには触ふれないでおこう。──たとえ相手のお粗そ末まつな噓うそに気づいていようと、ね」


　どこか含ふくみのあるルビーウルフの言葉に、ミモザはびくりと身を震ふるわせた。同じく動どう揺ようしているラスティの元へ駆け寄り、彼の服にしがみつく。そんなミモザの頭を優やさしく撫なで、ラスティは松まつ葉ば杖づえにすがって立ち上がった。


「そうですね、失礼しました。──お茶でもいかがですか？　ハーブがお嫌きらいでなければ」


　棚たなの上に手を伸のばし、ラスティは茶器を取り出す。火にかけていた鍋なべの湯で茶を淹いれた。杖をついたまま、器用に片手での作業だ。並ならべられたカップからは、清せい涼りよう感あるミントの香かおりが立ち上のぼる。


「他には大したものは出せませんけど、ハーブならそこら中で採とり放題ですから。事欠きませんよ」


　席に着き、ラスティは苦笑する。この家で、お茶の時間に茶ちや菓が子しが出るなんてことはなかった。そんな贅ぜい沢たくができるのは、ミモザの誕たん生じよう日びくらいだ。それに、今日は夕食にするはずだった魚を溺おぼれた時に流してしまったので、保ほ存ぞん食しよくを引っ張ぱり出さなければいけない。


　家の裏には畑があって、少ないながら野菜を育てている。収しゆう穫かくしたものを近くに住む老夫ふう婦ふの家へ持ち込んで、替かわりに鶏けい卵らんを貰もらってくることもあった。そうやってラスティとミモザは食いつないでいるのだ。


「事情は深く追つい及きゆうしませんが、一つだけ心に留とめておいてください。もしトライアンへ向かうのでしたら、あまり人目につかないように進むべきです。軍人にでも見つかれば、若い男は徴ちよう兵へいの対象にされてしまいますから。──俺おれの、父さんのように」


　カップの中を見つめ、ラスティは苦々しく言った。ラスティの隣となりに腰こし掛かけたミモザも、きゅっと下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむく。


　ここはグラディウス領りよう土ど。その南に接せつする国がトライアンだ。グラディウスはここ最近、働き盛ざかりの男を国中から徴兵し、トライアンとの国こつ境きよう付近に駐ちゆう留りゆうさせている。戦争でも始めるのではないかと、鶏卵を貰いに行った際に老夫婦がそんなことを話しているのをミモザも聞いたことがある。


　ラスティとミモザの父親も、兵士として軍人に連れていかれた。母の死から、わずか二か月後のことだ。幼おさないミモザの心の傷きずに、それは追い討うちとなってしまった。


　茶を飲み干ほしたミモザは戸棚の奥おくから裁さい縫ほう箱ばこを引っ張り出してきた。どうせ自分は話せないから、世間話に参加することもできない。嫌いやなことをたくさん思い出したせいで、ケーナと遊ぶ気にもなれなかった。


　ラスティはジェイドと気が合ったらしく、しばらく談だん話わを続けていた。話しているうちに年ねん齢れいが同じ十八歳さいであることがわかって、互いに親近感を覚えたようだ。


　部屋の隅すみに寄よって、ミモザは裁縫を始めた。端は切ぎれの中から緑色の布ぬのを選び、適てき度どな大きさに切り刻きざむ。


　外はもう薄うす暗ぐらくて、天てん井じようから吊つり下げたランプが唯ゆい一いつの光こう源げんだ。そのせいか、少しばかり手元が危あやうい。


「何やってんの？」


　ひょいっと上から覗のぞき込こんできたのはルビーウルフだ。どうやら彼女は世間話に飽あきて、ちょろちょろ動き回るミモザの行動に興きよう味みを持ったらしい。ミモザの隣、床ゆかにそのまま座り込んで、ミモザの手元をじっと見つめる。


　切り刻んだ布きれを四枚まい、掌てのひらの上で放ほう射しや状じように並ならべてみせた。それから、前まえ髪がみを摘つまむ。


「髪飾かざりを作りたいのか？　緑が四枚……クローバー？」


　ミモザは頷うなずき、布きれをリボンに縫ぬいつけはじめた。しかし、どうも上う手まくいかない。母が作ってくれたのを思い出し、手順を真ま似ねてみるのだけど、布の端はしがほつれて形が崩くずれてしまう。だんだん苛いら々いらして──指を刺さした。


　人差し指の先に紅あかい珠たまがぷっくりと盛もり上がってきた。痛いたいのと血が出たのとで動どう揺ようし、涙なみだが滲にじむ。


　怪け我がをした手を摑つかまれ、びくりと身を震わせた。ミモザの血をルビーウルフが舐なめ取る。


「慣なれないことはするもんじゃないよ。貸かしてみな」


　道具一式をミモザの手から攫さらい、ルビーウルフは器用に針はりを進めた。ほつれないように布端の処しよ理りもして、葉っぱらしい曲線を作ってリボンに縫い付けていく。あっという間に、布きれがクローバーに変身した。


「これでいいか？」


　差し出された飾りを受け取り、ミモザは何度も頷いた。流されてしまったものと、まったく同じではないが、よく似ている。飾りをぎゅっと両手で握にぎり、新たに願いを込めた。


「四葉のクローバーにお願い事なんて、女の子だなぁ」


　ルビーウルフは笑ったけれど、嫌な印象は受けなかった。優やさしくて、温かみのある笑え顔がおだった。


「何をお願いしたんだ？」


　訊たずねられて、困こまってしまった。こんな時ほど、話せないことをもどかしく感じることはない。それでもミモザは懸けん命めいに、身み振ぶり手振りで思いを伝えた。ルビーウルフは無言のまま、じっとミモザの動作を眺ながめていた。理解してくれているのだろうかと不安になって動きを止めると、彼女はゆったりと微笑ほほえむ。


「なるほど。つまり、葉っぱの一枚一枚に願掛けしてるわけだ。声が出るように、親父おやじさんが無事でありますように、戦争なんて起きませんように、兄さんとずっと一いつ緒しよにいられますように……。どう？」


　ミモザは驚おどろき、同時に興こう奮ふんした。全部正解だ。ラスティにだって読み取れないことがあるのに、ルビーウルフはあっさりとミモザの意思を解読したのだ。


　ぽかんと口を開けていたら、ルビーウルフは吹ふき出した。


「ミモザが一生懸命だから、わかりやすかったよ」


　言って、頭を撫でてくれた。手つきは少し乱らん暴ぼうだったけれど、嬉うれしかった。言葉を話せないことに対する慰なぐさめとか哀あわれみとか、そういう感情が一いつ切さいない、まっすぐで純じゆん粋すいな紅こう玉ぎよくの瞳ひとみがミモザを捉とらえる。ルビーウルフはミモザを対等に扱あつかってくれるのだ。


　気持ちが浮うき立って、喜びをラスティにも分けたくて、髪飾りを持って駆け寄った。ジェイドと話し込んでいるのもかまわず割り込んで、ルビーウルフを指差しながらクローバーを見せる。


「作ってもらったのか？　よかったな。お礼は言ったのか？」


　言われて気がつき、ルビーウルフに向き直ってお辞じ儀ぎをする。ジェイドも物もの珍めずらしそうに、ミモザが握っている髪飾りを見つめていた。


「意外と器用なんだな」


「まぁね。お前にも作ってやろうか？　コサージュとかどうよ」


「謹つつしんでご遠えん慮りよ申しあげる」


　なんでーかわいいのにー、とか文もん句くを言いながらも、ルビーウルフは楽しそうだった。ジェイドにちょっかいを出す時の彼女は生き生きとして、なんだか可愛かわいらしい。まるで子犬が飼かい主の気を引きたくて、悪戯いたずらをしているみたいだ。


　さっそくクローバーを髪に飾ってみる。母の手作りのものを失ったのは悲しいけれど、同じクローバーだ。あのクローバーがルビーウルフたちを呼よび寄せて、本当のお願いを叶かなえてくれるクローバーを与あたえてくれたのかも。


　そう考えると、体の中がじわじわと温かくなってくる。こんなに楽しい気分になるのは、しばらくぶりだ。ラスティも笑って──


　唐とう突とつに、大人しく伏ふせていた狼おおかみたちが勢いきおいよく立ち上がった。ルビーウルフも同じく、険けわしい顔つきでジェイドに駆け寄る。


「追っ手か……？」


「いいや、どうも外が生なま臭ぐさいね。雑ざ魚こだ」


　小声で、そんなことを囁ささやきあう。二人と狼たちの様子に異い変へんを感じ、ミモザはラスティにしがみついた。


「何かあったんですか？」


　ミモザを片かた腕うでで抱だき寄せながら、ラスティが不安げに問う。それをルビーウルフは自身の唇に人差し指を当てることで黙だまらせた。


　姿し勢せいを低くした狼たちが、ドアの左右に配する。ジェイドはラスティとミモザを庇かばうように構かまえを取り、ルビーウルフはずっと背せ負おったままだった布ぬの包づつみを解といた。


　ミモザとラスティは同時に息を呑のんだ。ルビーウルフの手中にあるもの──金の細工で飾り立てられた、馬ば鹿かみたいに派は手でな長ちよう剣けんを見て。


　鞘さやを払はらうこともなく、ルビーウルフは剣を構える。彼女の目つきがいっそう険しくなった、その時。


　ドアが外から蹴けり破やぶられ、錆さびて弱っていた蝶ちよう番つがいが弾はじけ跳とぶ。倒たおれたドアを乱暴に踏ふみつけながら若わかい男が押おし入ってきた。男が握にぎっている刃やいばがランプの光を弾き、鋭するどく輝かがやいている。しかし。


　男が得物を振ふり上げる間もなく、左右から狼たちが飛び掛かかって彼をねじ伏ふせた。腕と脚あしに食らいつかれ、男は悲鳴を上げる。


　ミモザも叫さけび声をあげた。猛もう獣じゆう本来の姿すがたを現あらわした、フロストとケーナが恐おそろしくて。さっきまで一緒に遊んでいたはずなのに、優やさしいケーナはどこにもいない。


　なおも暴あばれる男を、ルビーウルフは蹴りで気き絶ぜつさせる。それでようやく、狼たちは男を解放した。


「盗とう賊ぞく……」


　ラスティが掠かすれた声をあげる。松葉杖を握る手が震ふるえていた。一年前の悪あく夢むが脳のう裏りに甦よみがえっているのだ。


　ルビーウルフとジェイドは目配せをし、外の様子を窺うかがっている。怯おびえて動けないミモザたちの元へ、心配げに駆け寄ってきたのはケーナだ。ふんふんと鼻を鳴らし、震えるミモザの手を舐なめようとする。口を開けて、ちらりと見えたのは血に染そまった鋭い牙きば。


　思わずミモザは手を振り上げてしまった。ミモザの手に顔を打たれ、ケーナはきゃひんっ！　と悲鳴をあげる。


　悲しげな金色の眼まな差ざしがミモザを射い抜ぬく。それがなんだか恨うらめしそうに見えて、いたたまれなくなった。逃にげるように、その場から駆け出す。


「ミモザ！」


　ラスティの制せい止しを振り切り、ミモザは外へ飛び出した。警けい戒かいを巡めぐらせているルビーウルフとジェイドの脇わきをすり抜け、目的もなく走る。外はとうに日が落ちて、森の枝えだ葉はの隙すき間まからは星空が覗のぞいていた。


　頰ほおに涙なみだが伝う。しゃくり上げ、脇腹が痛いたくなって足を止めた。うずくまって涙を拭ぬぐう。


　怖こわかったから逃げたんじゃない。助けてくれたケーナに怯え、傷きずつけてしまった自分が許ゆるせなかったのだ。


　水の匂においとせせらぎの音がした。川が近い。


　顔を洗あらって、帰ろうと思った。ケーナに謝あやまらなければ。


　脇腹の痛みをこらえ、立ち上がる。鳩尾みぞおちのあたりが震えて、しゃっくりは止まらないままだ。


　突とつ然ぜん、背はい後ごで茂しげみを揺ゆらす音がした。細い枝を折って搔かき分け、現れたのは狐きつねのように鋭い目つきをした男。


　その顔に、ミモザは見覚えがあった。一年前、ミモザから母と言葉を奪うばった男。


　腰こしが抜け、尻しり餅もちをついた。恐きよう怖ふで、足に力が入らない。それでも震える腕で這はいずって、懸けん命めいに逃げようとした。しかし。


「──っ！」


　襟えり首くびを摑つかまれ、抱かかえ上げられる。苦しくて、蚊かの鳴くような声しか出せない。


「お前の家に、客人がいるだろう？　いい生き地じの服だ。金持ちか？」


　外に干ほしていたジェイドの服。素材そのものは高級品ではないものの、この辺りでは見かけない、丁てい寧ねいな織おり物ものだった。盗賊はそれに目をつけたらしい。


　泣き喚わめき、ミモザは男の腕に爪つめを立てた。本当なら酷ひどい言葉で罵ののしってやりたい。それすらできない自分が情なさけなくてたまらなかった。


「仲間が捕つかまっちまったみたいでな。お前に協力してもらう」


　ミモザの抵てい抗こうを気にも留とめず、男は低く笑う。


「ミモザ！」


　声がして、振り向けばラスティが立っていた。ジェイドに支えられながら、震える体を松まつ葉ば杖づえに預あずけて。


「妹を放せ！　頼たのむから、これ以上俺から家族を奪わないでくれ……！」


　ラスティの懇こん願がんを、盗賊は鼻で笑う。


「一年前の、死に損ぞこないか。その気になれば、お前ら兄妹なんざいつだって殺せるんだ。それを、なんで生かしてやってると思う？　殺したところで一文の得にもならないからさ」


　母を殺された挙あげ句く、貧まずしさまで嘲あざけられる。何も悪いことをしていないのに、どうしてこんな目に遭あわなければいけないのか、ミモザにはわからなかった。


「生かしてやってる、だって？　ずいぶん偉えらそうなことを言うじゃないか」


　遅おくれて現あらわれたルビーウルフが、勝気な笑えみを湛たたえて言った。肩かたには金細工の剣けんを担かついでいる。それを見た男が歓かん喜きの声をあげた。


「大当たりだ。金持ちのお嬢じようさんか？　なりは貧びん乏ぼうくさいが……。ともかく、そいつをよこせ」


　男はナイフを抜ぬき、ミモザの喉のど元もとに当てた。ラスティが悲ひ痛つうな声でミモザの名を呼よぶ。


　ルビーウルフは笑みを浮かべたまま、剣を投げ捨すてた。がしゃん、と重い音が夜の闇やみに響ひびく。地面に転がった剣を手で示しめし、笑みを深めた。


「どうぞ」


　躊躇ためらいはなく、あまりにあっさりとした態たい度ど。それを不ふ審しんに思ったのか、男はミモザを抱えたまま動かない。剣とルビーウルフを交こう互ごに見つめ──にたりと笑った。


「俺のところまで持って来い。チビとお嬢さんを交こう換かんだ。人ひと質じちは手放したくないからな」


　その言葉に、ジェイドは表情を険けわしくさせた。ルビーウルフを庇かばうように立ち、構かまえを取る。しかし本人にはまるで緊きん張ちよう感がない。


「あたしが欲ほしいの？　やらしいねぇ」


　余よ裕ゆうぶった態度で歩み出る。ジェイドの制せい止しも聞き入れず、剣を拾い上げた。


「悪いけど、お前はあたしの好みじゃないよ。人質なんて卑ひ怯きような手を使う小こ悪あく党とうが盗とう賊ぞくを名乗るのだって許ゆるせない」


　鞘さやに収おさまったままの剣を構え、ルビーウルフは言い放つ。


「欲しけりゃくれてやるよ。盗賊なら自力で奪ってみな」


　彼女の言葉が終わると同時、茂みから獣けものが飛び出してきた。フロストとケーナだ。牙きばを剝むいて唸うなり、吠ほえ立てる。しかしミモザを盾たてにされているせいか、飛び掛かってくることはない。


　それでも男は怯ひるみ、ミモザを抱えたまま踵きびすを返して走り出した。けれど、進行方向に回り込こんだ狼たちに阻はばまれて足を止める。忌いま々いましげに舌した打うちし、男はミモザを放ほうり投げた。


「ミモザ！」


　ぎゅっと目を閉とじ、身を強こわ張ばらせたミモザの耳にラスティの声が届とどいた。気のせいか、すぐ近くで名を呼ばれたように思った。地面に叩たたきつけられるはずだった体を、温ぬくもりが包み込む。


「ミモザ！　怪け我がはないか」


　目を開けて、ミモザは甲かん高だかい叫さけび声をあげた。松葉杖を捨て、走り寄って自分を受け止めてくれた兄の胸むねや顔を叩たたいて抗こう議ぎする。決して人に見られてはいけないことだったのに。


「ごめんよ。だけど、お前を失いたくなかったんだ」


　ラスティに抱だきしめられ、ミモザは叩く手を止めた。ミモザのために守り続けた噓うそを、ミモザを守るために捨てた兄の頰ほおには、涙が伝っていた。


　身軽になった盗賊は木に登り、枝えだから枝へと飛び移うつる。これでは狼たちの牙は届かない。しかしこのまま逃げられれば、いずれ兄妹は報ほう復ふくを受けることだろう。


　樹じゆ上じようの盗賊に、ジェイドは手を翳かざした。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは奔ほん流りゆうの水みず蛇へび！」


　青白い光を帯びた指先で虚こ空くうに円を描えがく。薄うす闇やみに青い光の波は紋もんが浮うかび、そこから水の大だい蛇じやが現れた。大口を開けた大蛇は盗賊の胴どう体たいに齧かじりつき、身をよじって獲え物ものを地面に叩きつける。その衝しよう撃げきで大蛇の体は砕くだけ、辺りに雨を降ふらせた。


　盗賊が落下した地点へ、ルビーウルフが駆けた。盗賊はよろけながらも立ち上がり、ナイフを構えて迎むかえ撃うつ。


　ナイフの一いつ閃せんを避よけ、ルビーウルフは身を翻ひるがえして長剣を使った殴おう打だを叩き込む。鞘に収まったままの一撃が盗賊の体を宙ちゆうに舞まわせ、それきり動かなくなった。


「ルビーウルフ、無事か」


「見ての通りだよ」


　ジェイドの問いに、ルビーウルフはへらへら笑って答える。ジェイドは安あん堵どのため息を零こぼし、そして目め尻じりを吊つり上げた。


「どうしていつも無茶ばかりするんだ。それに、欲しけりゃくれてやる、だって？　冗じよう談だんでも、そういうことは言うものじゃない。もっと自分を大切にしろ」


「何さ。あたしがこんな雑ざ魚こに負けるとでも思ってたの？」


「そうじゃない。だが、だめなものはだめだ」


　むすっと膨ふくれっ面つらになったルビーウルフはジェイドに背せを向けた。ジェイドはそれに困こまって、今度は懸けん命めいになだめ始める。そこへフロストが割わり込み、唸うなり声をあげた。


　その様子を眺ながめ、ラスティは笑う。


「ジェイドさんたちにお礼を言わなければね。それに、噓うそをついていたことも謝あやまらないと」


　ミモザは首を横に振ふった。まだ言い逃のがれはできるかもしれない。諦あきらめたくなかった。


　駄だ々だをこねるミモザの元へ、ケーナがラスティの松葉杖を銜くわえ、引きずりながら駆け寄ってきた。


「ありがとう。でも、それはもういいんだ」


　ケーナの頭を撫なでて、ラスティは立ち上がる。杖を使うことなく、両足でしっかりと。


「そっちも無む傷きずみたいだね」


「ええ、おかげさまで」


　ルビーウルフに頭を下げ、ラスティは苦く笑しようした。


「気づいてらしたんですか？」


　ラスティが杖なしで立っているのに、ルビーウルフには驚おどろいた様子がない。ジェイドもだ。


「ちょっと考えればわかることさ。ろくに歩けない奴やつが、道案内を申し出たり獣道を多少歩きにくいなんて言ったり、変だろ」


「それに、日にち常じよう的に使うもの──たとえば茶器を棚たなの上にしまっていた。脚あしの悪い兄がいて、それでは言葉を話せないミモザは困こまるでしょう。普ふ通つうなら、そういったものはミモザの手が届とどく範はん囲いに置いているはずです」


「なるほど、たしかにお粗そ末まつな噓でしたね。申し訳わけないです」


　参った、と言わんばかりにラスティは頭を搔かいて笑った。


「できれば、このことは秘ひ密みつにしておいて欲ほしいんです。俺おれの脚が治っていると知れたら、父さんのように徴ちよう兵へいされるかもしれない……。そうしたら、ミモザは生きていけません。他に身み寄よりがないんです。だから、どうか……」


　深々と頭を下げるラスティにしがみつき、ミモザは不安げな眼まな差ざしを二人に向けた。


「大だい丈じよう夫ぶ。俺たちも逃とう亡ぼう中の身ですから。同どう罪ざいです」


　言って、ジェイドは笑った。ラスティもつられたように笑う。それから、倒たおれたまま動かない盗とう賊ぞくを指差した。


「ところで、あれはどうしましょう？　家にも、もう一人いますけど……」


「そうだねぇ」


　ルビーウルフは思案顔でつぶやきを漏もらす。


「雑魚は雑魚らしく、優ゆう雅がに川で泳いでもらおうかな。もちろん簀す巻まきで」


　可愛かわいらしい笑顔で、鬼おにのような言葉を吐はいた。


　そして彼女は有言実行の人だった。
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　その晩ばん、ラスティはジェイドが使った魔ま法ほうを珍めずらしがっていろいろ訊たずねていたけれど、説明はまったく理り解かいできないものだった。


　ケーナはミモザが叩たたいたことなど一いつ切さい気にしていないようで、また一いつ緒しよに遊んでくれて。フロストは相変わらず、ジェイドがルビーウルフに近寄ると威い嚇かくをしていた。


　翌よく朝あさ、ジェイドの服が乾かわいて二人と狼おおかみたちが出立の時を迎むかえ、ミモザは泣いた。


　呼こ吸きゆうが、妙みように苦しかった。悲しいからじゃない。何かが喉のどにつっかえているような気がして、それを吐はき出したくて試し行こう錯さく誤ごする。そして。


「あり、がと……」


　一年ぶりに話したのは、感かん謝しやの言葉だった。ラスティはミモザを抱だきしめ、歓かん喜きの涙なみだを流した。
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　それから数か月後。冷たい北風と共に父が帰ってきた。土産みやげ話は、徴兵された国民を解放したというグラディウスの新王の話だ。


　新王は『暁あかつきの女じよ傑けつ』と呼よばれる女王で、彼女の傍そばには金きん髪ぱつの騎き士しと二頭の狼が、常つねに付き従したがっているのだとか。


　すべての願いを叶かなえたクローバーは、今もミモザの髪かみを飾かざっている。


　兄妹は顔を見み交かわし、笑った。




　２　名残なごり雪ゆきは蒼そう穹きゆうに舞まう







　ヴィアンカが死んだ。


　冬を越こし、春を迎むかえてすぐに。咲さき乱みだれる花の香かに包まれて、彼女は遠くへ旅立った。
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　モルダの部屋に入るなり、ルビーウルフは手にしていた木の匙さじをモルダに向かって投げつけた。匙はモルダの頭に当たり、かこんと軽い音を立てる。


「何やってんのさ、昼間っから」


　鹿しかの皮を積み上げて拵こしらえたベッドの上で、のそりと起き上がったモルダの顔は、酒に赤く染そめられていた。


「うるせぇな。お前、今日の飯当番だろ？　こんなとこでサボってねぇで、さっさと昼飯作れや」


「ああ、そうだね。今日の当番はあたしとモルダ、二人のはずだったけど？　サボってんのはどっちだよ」


　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみをすっと細め、ルビーウルフはモルダを睨にらみつけた。


「ほんとに、何やってんだ。お前、あれから……」


　ヴィアンカが死んでから。


「……ずっと、そんな調子じゃないか」


　昔からよく飲む奴やつだったけれど、ここ最近はあまりにひどい。朝から晩まで、ずっとだ。


　ヴィアンカがいた頃ころは、こんなことはなかった。モルダが飲みすぎると、彼女はまだ開けていない酒さか瓶びんをことごとく持ち去り、森のどこかに埋うめてしまったから。


　それなのに今のモルダときたら。これではまるで、ヴィアンカの監かん視しがなくなったのをいいことに、飲んだくれているみたいだ。


　鼻の奥おくがツンとして、喉に熱い痛いたみが走る。涙なみだが出そうになるのを、唇くちびるを嚙かんで堪こらえた。ヴィアンカの死を悲しんでいないような、モルダの姿すがたを見るのは耐たえられない。


　狼おおかみでありながら、人間の子こ供どもであるルビーウルフを育ててくれた養母がヴィアンカだった。純じゆん白ぱくの毛け並なみと空色の瞳を持ち、優ゆう雅がでしなやかな狩かりを見せてくれる。ルビーウルフにとって、彼女は母であり、憧あこがれだった。


　盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングの団員たちも、ヴィアンカには頭が上がらなかった。ブラッディ・ファングは頭とう領りようであるモルダと、その傍そばに寄より添そうヴィアンカを中心に回っていたのだ。つい、半月前までは。


　ヴィアンカを失ったブラッディ・ファングからは、生気がごっそりと抜ぬけてしまっている。皆みな、仕事を怠おこたりがちで、日々の生活を送るだけで精せい一いつ杯ぱいだ。もともと往おう来らいの少ない地ち域いきであるし、自給自足と狩しゆ猟りようを怠れば食料が尽つきてしまう。


　盗賊団といっても、村や一いつ般ぱんの旅人に手を出すのは御ご法はつ度と。それがブラッディ・ファングだ。獲え物ものにするのは貧ひん困こん層そうを食い物にして収しゆう益えきを得ている、ぼったくりの医者や薬屋、地方を監かん督とくする立場を利用して、国の許きよ可かなく増ぞう税ぜいをする貴き族ぞくなど。そのような連中は大たい概がい、徴ちよう税ぜいを免まぬがれようと財ざい産さんを金きん塊かいや宝ほう石せき類に換かえ、どこかに隠かくそうとする。


　そういった情じよう報ほうを細かに仕入れなければ、盗賊本来の狩りなどできはしない。だというのに、頭領であるモルダからしてこんな調子だ。士気が落ちっぱなしなのも仕方がない。


「あぁ、そうだ。ルビー」


　再び大きな体を横たえ、モルダはルビーウルフに指し示じを下す。


「酒がもうないんだ。ヴィアンカが隠したやつ、お前なら見つけられるだろ。探さがして持って来い」


「いいかげんにしろっ、この酔よいどれ！」


　ルビーウルフは足元に転がっていた空の酒瓶を拾い上げ、モルダに向かって投げつけた。岩がむき出しになった壁かべにぶつかり、酒瓶は粉々に砕くだける。それでもモルダは微び動どうだにせず、ルビーウルフに背を向けたままだ。


　ふんっ、と鼻を鳴らし、部屋の出入り口に張られた幕まくを腕うでで押おしのけ、ルビーウルフはモルダの部屋を辞した。


　廃はい鉱こうをそのまま住じゆう居きよとして使用しているため、付近の横穴はここと同じように幕が張られている。外へ出たルビーウルフを呼び止めたのは、飼かっている鶏にわとり用ようの飼し料りよう保ほ管かん庫こから出てきたディーゴだった。


「ルビーウルフ？　どこ行くんだ。飯は？」


「知らないっ！」


　飼料の入った麻あさ袋ぶくろを抱かかえたまま、きょとんとしているディーゴを無む視しし、ルビーウルフは森へと分け入っていく。彼女の姿を見つけた狼の群むれが、わらわらと駆かけ寄って来た。


「ついて来るな！」


　苛いら立だった声に、狼たちはびくりと身を震ふるわせ、その場に留とどまった。耳を伏ふせ、困こん惑わくの表情でディーゴを見やる。


「どうも機き嫌げんが悪いみたいだな。飯は俺が作るか……。どうせ夕方になれば帰ってくるだろうから、お前らも大人しく待っとけ」


　ディーゴの苦く笑しように、狼たちは渋しぶ々しぶだが納なつ得とくしたようだ。それぞれ、思い思いの場所へ散っていく。


　そうこうする間に、ルビーウルフの姿は森の中へと吸すい込こまれていった。


　ディーゴはつぶやく。


「あいつだって、たまには独ひとりになりたいさ」
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　山の斜しや面めんを転がるように駆け下りる。上に行くと、まだ雪が溶とけずに残っている場所も多く、危き険けんだ。足元を注意して、目的もなく下へ下へと駆けていく。


　ブーツの底を通して感じる土の感かん触しよく。芽を出し始めた草木の匂におい。雪ゆき解どけ水が作る小川のせせらぎ。毎年変わらない、いつもの春。


　なのにヴィアンカがいない。ヴィアンカだけが欠けている。暖かな春の陽気には、彼女の優やさしい声がよく似に合あうのに。


　最さい期ごの時、ヴィアンカはルビーウルフの腕の中にいた。年老い、瘦やせた体はあまりに軽く、むなしくて。ルビーウルフは涙なみだで咽むせびながら、無む意い識しきにつぶやいていた。


　もう、いいよ。もう頑がん張ばらなくていいんだよ、と。


　ブラッディ・ファングのため、子供たちのため、モルダのため、ぎりぎりまで不調を隠かくし、狩りをしていたヴィアンカ。彼女の体調の変化に気づいてやれなかった自分が情なさけなくてたまらない。


　それでも、ヴィアンカは微笑ほほえんでいた。小さな子供みたいに泣きじゃくるルビーウルフをなだめるように、蒼そう穹きゆうの色をした瞳をゆったりと細めて。ありがとう、泣かせてしまってごめんなさいね、と。最期の言葉をくれた。


　仲間たちも泣いていて、ヴィアンカの血を引く狼たちは慟どう哭こくのような遠とお吠ぼえで彼女を見送り、モルダは──


　斜面を駆けるルビーウルフの目前に、大木が迫せまっていた。雄お叫たけびを上げ、幹みきの中心に拳こぶしを叩たたきつける。痛みで思考が吹ふき飛んだ。


　木の幹に背を預あずけ、息をついた。がむしゃらに走ってきたから、足も心しん臓ぞうも悲鳴をあげている。いつもなら自分の体力を考え、こんな無茶な走り方はしないのに。


　荒あらい呼吸で上下するルビーウルフの胸に、白い小さな花が一輪、ふわりと落ちてきた。林檎りんごの花だ。気がつけば、彼女の周りにはいくつもの花が落ち、地面を白く彩いろどっていた。背にした林檎の木からは、風が吹くたびに花びらが舞まい降おりてくる。


　ひらりしゃらり。まるで名残なごり雪ゆきのように。


　風と踊おどりながら落ちてくる花びらをひとひら、手で受け止めてみた。当たり前だけれど、溶けはしない。留まっていたのも一いつ瞬しゆんのことで、また風の誘さそいに乗り、晴れ渡わたった空に舞い上がってしまった。腕をいっぱいに伸のばしても届かないところまで、高く遠ざかる──純じゆん白ぱく。


　今は何を見ても聞いても、ヴィアンカのことを思い出してしまう。彼女の微笑みを思い描えがいて、心はとても温かだ。このまま、ここで眠ねむってしまいたい。


　目を閉とじて、春の音を聞く。風に揺ゆれる林檎の葉と花。そのさざめきは、まるで春に浮うかれて林檎の木が笑っているようだ。そこら中で花笑みの音がする。


　まだ少し冷たい風と、穏おだやかな日差し。すぐに眠気は襲おそってきた。抗あらがうことなく、睡すい魔まの誘いに応おうじ──


　跳はね上がるように、ルビーウルフは立ち上がった。葉ずれの音に紛まぎれて、何か聞こえた気がした。耳を澄すまし、音の正体を探さぐる。


　聞こえたのは悲鳴だった。涙で濁にごったような叫さけび声。


　花びらを蹴け立たて、ルビーウルフは駆け出した。
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　地面に穴あなが開いていた。ぽっかりと正方形に。明らかに人の手が拵こしらえた穴。悲鳴の主はその中にいた。子こ熊ぐまだ。猟りよう師しが仕し掛かけた落とし穴に掛かってしまったらしい。


　この冬に生まれたばかりなのだろう、まだ犬くらいの大きさで、体たい格かくも貧ひん弱じゃくだ。


　穴は深く、落ちたらルビーウルフでも出られそうにない。成せい獣じゆうの熊を捕ほ獲かくするために掘ほられたようだ。春先の熊は冬とう眠みんから覚めたばかりで飢うえているので、誤あやまって人里に出てきてしまうことがあるから。


　落とし穴の上に被かぶせていた土や草がクッションになって、子熊に怪け我がをした様子はない。垂すい直ちよくに削けずられた落とし穴の壁へき面めんに前まえ脚あしをつき、ルビーウルフを見上げてぎゃおぅぎゃおぅと鳴き喚わめいている。警けい戒かい心しんより先に、穴から出たいという感情のほうが強いのだろう。


「ちょっと待ってな。今、出してやるから」


　言い置き、その場を離はなれて目的のものを探す。


　見つけたのは山やま葡萄ぶどうの木だった。周辺の木に絡からみつく蔓つるの中から長くて丈じよう夫ぶそうなものをむしり取り、子熊の元へ駆け戻もどる。


　しなやかな蔓を穴から一番近い木の枝えだに引っ掛ける。試ためしにぐいぐいと引っ張って外れないのを確たしかめた。蔓の先を穴の中に垂たらし、それに縋すがってするすると降りていく。


　すぐさま子熊は駆け寄ってきた。鋭するどい爪つめを立て、ルビーウルフの体によじ登ろうとする。


「こらこら。あたしを踏ふみ台にする気か？」


　苦く笑しようし、ルビーウルフは子熊を抱だき上げた。子供とはいえ、ずっしりと重い。彼女の細い腕には、かなりの負ふ担たんだ。


　左腕に子熊を抱かかえ、右腕を蔓に絡める。穴の壁面に足をつき、蔓を巻き取るようにして脱だつ出しゆつを図はかり──唐とう突とつに子熊が暴あばれだした。ルビーウルフの腕に腹ふく部ぶが圧あつ迫ぱくされて苦しかったのか、単に早く穴から出たかっただけなのか、服に爪を立てて胸むねに頭にとよじ登ってくる。


「ちょっと、痛いたいって！　やーめーろってば！　顔に乗らないでよ、苦しい！」


　無理に引き剝はがそうとすると爪が食い込み、皮ひ膚ふが裂さけてしまう。かといって、このままでは窒ちつ息そくだ。蔓を握にぎった手にも、必要以上に力が入る。──それが災わざわいの元だった。


　みしり、と嫌いやな音がルビーウルフの耳に届とどいた。まさかと思った瞬間、木の枝が折れる音を聞く。そして浮ふ遊ゆう感の直後、穴底へ背中から着地した。


　土と草のクッションで怪我はしなかったが、頭は真っ白だ。体の上に降ってきた蔓の感かん触しよくが、むなしさを誘う。


　落下の拍ひよう子しに放ほうり出された子熊は敷しき詰つめられた草に埋うもれ、じたばたともがいている。


　ぬいぐるみのような愛らしい仕草が、今はとても憎にくらしかった。
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　どこか遠くでカラスが鳴いている。その声を聞くと、どうしてこんなにも馬ば鹿かにされたような気分になってしまうのだろう。


　いや、本当はわかっている。ミイラ取りがミイラになったという自覚があるから、そんなふうに感じるのだ。カラスは悪くない。


　穴に落ちてから今まで、ルビーウルフは懸けん命めいに脱出を試みていた。単たん純じゆんによじ登ろうとしたり、飛び跳はねて穴の外に手を掛けようとしたり。どれも無む駄だな努力に終わったが。


　土がむき出しの壁面はぼろぼろ崩くずれて登れないし、狭せまい空間では助走をつけて跳とぶこともできない。垂直跳びだけでは足場が柔やわらかすぎて、うまく力が入らなかった。


　最後の手しゆ段だんで、愛用の長ちよう剣けんを壁面に突つき立て、足場にもしてみた。けれど、いつもなら重ちよう宝ほうしている切れ味が仇あだとなってしまった。柄つかに足をかけた途と端たん、ずり落ちる。危あやうく足をざっくり斬きってしまうところだ。


　このように、けっこうな時間粘ねばっていろいろやってみたものの成果はなく。小さく切り取られた空が夕焼け色に染そまる頃ころにはルビーウルフも諦あきらめを覚えていた。


　壁に背を預あずけ、だらりと両足を投げ出した体勢で座すわる。狭いといっても、ルビーウルフが横になっても充じゆう分ぶんなだけの余よ裕ゆうはあるので閉へい塞そく感はあまりない。


　このような事じ態たいに陥おちいった元げん凶きようである子熊は、ルビーウルフのすぐ脇わきにいて、蔓で遊んでころころ転がっている。罠わなに掛かった仲間ができたことで安心してしまったのか、すっかりくつろいだ様子だ。まったくもって腹立たしい。


　服も顔も土で汚よごれているけれど、それを払はらう気も起きなくなっていた。出るのはため息ばかりだ。お腹なかも空すいたし、だんだん寒くなってきた。夜はさらに冷えるだろう。


　体温を逃にがさないよう、膝ひざを抱かかえた時だった。子熊が寄よって来て、またルビーウルフの体によじ登ろうとする。


「何すんのさ。お前の爪、痛いんだからやめてよね」


　少しばかり乱暴に払いのけると、子熊は唸うなって反はん抗こう的な目をルビーウルフに向けた。それでも諦めず、周囲をうろうろと歩き回る。何かを欲ほしがっているようだ。


　子熊の視し線せんを辿たどり、ルビーウルフは服を叩たたいてみる。すると、襟えり元もとから林檎りんごの花が一輪、転がり出てきた。林檎の木の根元に座っていた時、入り込んだのだろう。他にもあるかもしれないと、はたはた叩く。葡ワ萄イ酒ン色の髪かみにも花びらが数枚くっついていた。


　それらすべてを手に取り、子こ熊ぐまに与あたえた。熊は雑ざつ食しよくだから、花も食べるのだ。一口で平らげてしまった子熊は、物足りないような顔でルビーウルフを見上げた。鼻をひくつかせて、食べ物をねだる。仕方ないので、ルビーウルフは両手のひらを子熊に見せて、何も持っていないことを証しよう明めいした。


　差し出されたルビーウルフの手に鼻を寄せ、子熊は匂においを嗅かぐ。そしておもむろに右手の親指に齧かじりついた──いや、歯は立てていない。柔らかで温かい舌したが親指を包み、吸い付いている。乳ちちを吸っているつもりなのだろう。


「赤ちゃんだなぁ」


　苦笑し、ルビーウルフはつぶやいた。こんな子こ供どもらしい仕草を見せられたら、振ふり払うこともできない。大人しく指を提てい供きようすることにした。


　胡坐あぐらをかいたルビーウルフの脚あしの上にすっぽりと収まり、指を銜くわえたまま子熊はうとうとし始めた。頭が左右にふらふらしたかと思ったら、突つっ張ぱっていた前脚から力が抜ぬけ、ルビーウルフの膝ひざに顎あごをぶつける。


　それで一気に目が覚めたのか、ルビーウルフの指を放し、不安そうな声で鳴き始めた。


　きっと、夢ゆめの中で母親に甘あまえていたのだろう。それなのに、目覚めてみればどこにもいない。ぎゃおぅと叫さけんで何度も何度も母親を呼び、歩き回る。


　ルビーウルフも遠とお吠ぼえで仲間の狼おおかみたちに現げん状じようを知らせれば、助けはやってくるはずだ。けれど、今はモルダの顔を見たくない。一晩ばんくらい、ここにいたっていいだろう。


　鳴き疲つかれたのか、子熊の声はどんどん小さくなっていく。それでも微かすかな声で、ぎゃおぅと鳴く。うつむいて、まるで涙なみだ声ごえだ。


　母親がいなくて、不安で、悲しくて。


「お前はまだ小さいから、母親がいなきゃ生きていけないけど……」


　泣き喚わめいて、母の名を呼んで、モルダと喧けん嘩かして家まで飛び出して。


「あたしがやると、みっともないな」


　苦笑まじりにつぶやいた。


　明日には帰ろう。遠吠えで仲間を呼んで。子熊の母親が見つからなければ、連れ帰る。仲間たちには、モルダの拾い癖ぐせが感う染つったと言われそうだけれど。


　もう一度、大きな声で子熊が鳴いた。掠かすれた声だ。本当の泣き声のようだった。


　なだめるように、ルビーウルフは子熊を抱だいてやった。小さくて、でも温かい。


「迎むかえが来るといいね」


　子熊の黒い被ひ毛もうを撫なでながら、穏おだやかな声でつぶやく。


　助けを呼ばないのは、モルダの顔を見たくないから。そう思ったけれど、本当は違ちがうと今になって気づいた。


　モルダもあの時、泣いていた。嗚お咽えつするでもなく、表情を歪ゆがめるでもなく、ただ静かに、涙を一ひと筋すじ流して。


　仕事を怠おこたる彼に怒ど鳴なりつけてしまったけれど、本当は感づいていた。ルビーウルフの獣けものじみた勘かんは、人の感情の変化を敏びん感かんに嗅かぎ取るのだから。


　モルダから感じていたのは失意の匂いだった。いつだって陽気で、馬ば鹿かみたいに明るくて、実じつ際さいに馬鹿で、だけど寛かん容ようで。夏の太陽みたいに、からっとした匂いがする。それがモルダなのに、今はすっかり雨の匂い。それが嫌いやで、認みとめたくなかったのだ。


　自分がこうして生きているのは、モルダが拾ってくれたから。


　ヴィアンカに育てられ、狼の言葉を理り解かいするようになったルビーウルフ。それを気味悪がらずに受け入れてくれた仲間たちに会えたのも、すべてはモルダのおかげだ。何があったって、彼を嫌きらいになることなんてない。だから、助けを呼ぶのを躊躇ためらう理由はモルダではないのだ。わかっている。


　いつもなら真っ先に駆かけつけてくれるはずの母は、もういないのだと。


　その事実を目まの当たりにするのが怖こわかった。
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「あたしはね、ずっとみんなと一いつ緒しよにいたいんだ。盗とう賊ぞくじゃない自分なんて、想そう像ぞうできないよ。──聞いてる？」


　寝ねている子熊の頭を突つついて無理やり起こす。子熊は鬱うつ陶とうしそうに頭を振って欠伸あくびをした。


　夜になって山の気温はぐんと低くなり、子熊は胡坐をかいたルビーウルフの足の上でうずくまっていた。お互たがいの体温で温められているわけだが、ルビーウルフは上半身が冷えてしまって寒い。身動きが取れなくて足は痺しびれるし、静かな寝息を立てる子熊が恨うらめしくて、こうして一方的に話しかけながら定期的に眠ねむりの邪じや魔まをしているのだった。


「なのにさ、みんなはあたしのこと、いつかは出て行くもんだと思ってるみたいなんだよ。刺青いれずみを彫ほってくれないの、まだ早いなんて言うけど、本当は知ってる。隠かくしたってわかっちゃうんだ」


　仲間たちの右手の甲こうには、狼を模もした揃そろいの紋もん章しようが彫られている。しかし、ルビーウルフはそれを持たない。十三歳さいで成長期の彼女にはまだ早いというのが彼らの言い分だが、本当の理由にルビーウルフは気づいていた。


　彼らはルビーウルフを仲間ではなく、娘むすめや孫のように思っているのだ。ほぼ自給自足に近い生活の中で、少しでも栄養のあるものを食べさせてくれたり、服だって古着だけど、小こ奇ぎ麗れいなものを用意してくれる。自分たちはつぎはぎの、ぼろ服を着ているのに。


　大切に思われているのは、正直に嬉うれしい。だけど、ルビーウルフは同等に扱あつかってほしいのだ。だから刺青だって、いつかは彫ってほしい。


　女の子だから、なんて思われるのは嫌だ。ルビーウルフが年とし頃ごろになって恋こいをした時、刺青が足あし枷かせにならないように彫らないでいるのだろうけど、そんな気き遣づかいは不要だ。ブラッディ・ファングを離はなれる気なんて、ルビーウルフにはないのだから。


　そもそも、自分に恋れん愛あい感かん情じようがあるかどうかも疑ぎ問もんだ。仲間たちはみんな祖そ父ふや父のように思っているから対象外だし、かといって同じ年頃の男の子なんて言葉を交かわしたこともない。そんな自分に、まともな恋ができるとも思えなかった。


　なのに仲間たちは、いつかルビーウルフは伴はん侶りよを見つけて出て行くものと思っている。それがルビーウルフにとって、一番幸せなことなのだと。


「あたしも男だったら良かったのにね」


　男なら、そんな心配をすることもなかったはずだ。男は恋をしたって、いつでも身軽になれるけど、女は子供を産む生き物だから、そうはいかない。女は不利で、不便だ。


　二年前の秋頃だったか、ルビーウルフが初しよ潮ちようを迎むかえた時など彼らは対たい応おうに困こまり果て、狩かりで得た宝ほう石せき類を換かん金きんしてくれる質しち店てんに彼女を預あずけてしまったのだ。


　質店の店主である老ろう婆ばは優やさしかったけれど、下っ腹ぱらは痛いたいし不安だし、あの時ほど女である自分を呪のろったことはない。今だって月に一度の腹ふく痛つうに襲おそわれるたび、男になりたいと本気で思う。


　女であることを理由に、仲間たちがルビーウルフを差別することはないけれど、その一件けん以来、彼らの中でルビーウルフはいずれ盗とう賊ぞく団だんから離り脱だつするもの、という意い識しきが強まってしまったらしいのだ。それどころか、自分たちのせいでルビーウルフの婚こん期きが遅おくれたら、と悩なやんでいる節もある。


　たとえ仮かりに、いつかルビーウルフにも特別な誰だれかが現あらわれるにしても、今はそんなこと考えたくないし、仲間たちにも考えてほしくない。今は今、未来は未来だ。明日のことは明日になってみないとわからないのと同じで、二年も三年も、それよりずっと先のことなんか心配したって意味がない。少なくとも、ルビーウルフはそう思っている。


「まぁ、たとえよそで相手を見つけたって、そいつをブラッディ・ファングに引き込こんじゃえばいいんだよね。──起きろ、このっ」


　くぃくぃと子こ熊ぐまの耳を引っ張ってみたけれど、子熊は嫌がらせに慣なれてしまったのか、もう目を覚ますことはなかった。


「もぅ、つまんないなぁ」


　諦あきらめ、ルビーウルフも眠ねむろうと目を閉とじる。


　森の中では、完全な静せい寂じやくなどない。虫の声や小動物の足音、風で擦こすれ合う枝えだ葉はのざわめき、廃はい鉱こうでも毎晩聞いて慣れている音が響ひびいている。


　だけど足りないのは──


「モルダのうるさい鼾いびきが聞こえないや」


　目を閉じたまま、ルビーウルフは笑った。
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　背せ筋すじが粟あわ立だつような殺気。


　己おのれに向けられた剝むき出しの敵意に、ルビーウルフは飛び起きた。


　周囲はすでに薄うす明るく、穴の底に敷しき詰つめられた草には朝あさ露つゆがついていた。湿しめった匂においが肺はいを潤うるおす。


　子熊は土の壁かべに前まえ脚あしをついて、けたたましい声で鳴いていた。子熊が見上げるその先、落とし穴の外からこちらを見下ろしている黒い影かげがあった。巨きよ大だいな熊だ。牙きばを剝き、雷かみなりのような大だい音おん声じようで吠ほえる。


　おそらく、この子熊の母親なのだろう。ルビーウルフに子熊を盗とられたものと思い込み、気が立っている。今にも穴の中に飛び込んで、ルビーウルフに食らいつきそうな勢いきおいだ。


　とっさにルビーウルフは背せ負おった剣けんの柄つかに手を掛かけ──抜ぬけなかった。


　母熊は、ただ子こ供どもを守りたいだけだ。ヴィアンカがそうであったように。それを斬きるなんて、今のルビーウルフにはできない。


　かといって、外に出ることもできない状態では八方塞ふさがりだ。子熊を返せば母熊も落ち着きを取り戻もどすだろうけれど……。


　思案する間に、母熊の苛いら立だちは増ましていく。子熊の呼び声に吸い寄せられるように、母熊は飛び降りようと体勢を整えた。


　殺やるか殺られるかだ。情に流されて大人しく食われてやるほど、ルビーウルフは聖者でもないし馬ば鹿かでもない。自然の中で生きている以上、避さけられない命の奪うばい合いがあるのだ。たとえ負けても、それは悲ひ劇げきなんかじゃなくて、とても当たり前なこと。勝者を非ひ難なんすることは、単なる利り己こ主しゆ義ぎだ。


　自身の身長には不ふ釣つり合あいの長剣を抜き放つ。いつもなら感じないはずの重みが、両手にずっしりと掛かったような気がした。


　母熊が、ぐっと身を低めた。──来る。


　ルビーウルフが覚かく悟ごを決めた時だった。聞き慣れた声がして、母熊の巨体が弾はじき飛ばされた。


「ルビー、無事か!?」


　モルダの声。周囲には狼おおかみたちもいるようだ。威い嚇かくの唸うなり声が聞こえる。


　モルダは腰こしに下げた大おお振ぶりのナイフを抜き、身み構がまえた。普ふ段だんは滅めつ多たに抜かない武ぶ器きだ。彼の目から見ても、楽らく観かん視しできない状じよう況きようということか。しかし。


「子熊がいるんだ！　子供を助けたいだけなんだよ！　できるなら、殺さずに済すましたい！」


「よし、わかった！」


　無茶だと思えるルビーウルフの訴うつたえに、モルダは頼たのもしい返事をくれた。ナイフを鞘さやに納おさめる。


　第三者の介かい入にゆうに、母熊はさらに興こう奮ふんした。もともと、野生動物は臆おく病びようだ。凶きよう暴ぼうになるのは怯おびえているから。母熊は、恐きよう怖ふを押おし殺して子供のために戦っている。


　下か肢しのみで立ち上がった母熊が、覆おおいかぶさるようにモルダに飛び掛かった。それをモルダは正面から迎むかえ撃うち、組み付く。鋭するどい牙きばに食くらいつかれないよう、片かた手てで顎あごを押さえた。そしてもう片方の手で熊の喉のど元もとを摑つかみ、足あし払ばらいをかけて投げ飛ばす。


　母はは熊ぐまが地面に叩たたきつけられる音は、ずいぶん遠い所から聞こえた。いくらモルダが大おお柄がらで豪ごう腕わん自じ慢まんだからといっても、なかなかできることではない。


　母熊を遠ざけたモルダがすかさず穴の中へ飛び込んできて、ずしん、と地面が震ふるえる。怯えた子熊がルビーウルフに駆かけ寄った。


「元気そうだな、馬ば鹿か娘むすめ」


　一日ぶりに見たモルダの顔は、久ひさしく見ていなかった豪ごう快かいな笑え顔がお。硬かたくて分ぶ厚あつい大きな手が、ルビーウルフの頭を乱らん暴ぼうに撫なでる。しかしルビーウルフは剣を鞘に納めつつ、彼を睨にらみつけた。


「予告なしで降ってこないでよ、踏ふみ潰つぶす気？　だいたい、道具も持たずに入ってきて、どうやって出るんだ？　馬鹿はそっちだろ」


「なんだとコラ。可愛かわいくねぇガキだな。『会いたかったよぅ、モルダ大好き！』とか言えんのか」


「嫌いやだよ、そんな全身に湿しつ疹しん出そうな台詞せりふ」


「うわ、傷きずつく。──ともかく、子供を返せば、あの母ちゃんは許ゆるしてくれるんだな？」


「たぶんね。だけど、どうやって……」


　外に出るんだ？　ルビーウルフがそう言うより先にモルダが動いた。


「よし、それなら子熊をしっかり抱だいてろ」


　彼は子熊の首根っこを摘つまみ上げ、ルビーウルフの腕うでに押し付ける。


　きょとんと目を丸くしていたら、いきなり担かつぎ上げられて、抗こう議ぎする暇ひまもなく穴の外へ放ほうり投げられた。


　宙ちゆうで身を捻ひねり、ルビーウルフはしっかりと両足で着地する。抱いた子熊は驚おどろきのあまり、目を白黒させていた。


　狼たちが駆け寄り、ルビーウルフを取り囲んだ。こちらへ戻ってくる母熊に牙きばを剝いて唸り、吠えて威い嚇かくしている。


「ほら、行きな」


　手を離はなしてやると、子熊は一目散に母熊の元へ駆けていった。母熊は子熊を背はい後ごに庇かばい、それでも警けい戒かいを解とこうとしない。──いや。


　少しずつだが、熊の親子は後こう退たいをはじめた。ルビーウルフと狼たちを睨みながら、じりじりと後あと退ずさっていく。


　頭のいい、経けい験けん豊ほう富ふな母熊のようだ。背せ中なかを見せて逃にげれば、狼は本ほん能のうで追ってくることを知っている。そして、複ふく数すうの狼を相手にして子供を危き険けんに晒さらすような真ま似ねもしない。あの母熊の元で育てば、子熊も立りつ派ぱに成長することだろう。


　長い間睨み合ったのち、狼たちが威嚇をやめた。熊もようやく背中を向けて、ゆっくりと立ち去っていく。互たがいの警戒範はん囲いから外れたのだ。


　ルビーウルフに群むらがり、狼たちは尻尾しつぽを振る。遠吠えで呼ぶまでもなく、彼らはルビーウルフの匂においと気配を追って、モルダを連れてきてくれたのだ。この中にヴィアンカがいないことは寂さびしいけれど──


「ありがとう、助かったよ」


　狼たちを順々に抱き、撫でる。ヴィアンカの影かげばかり追っていては、自分を慕したってくれている彼らに失礼だ。ヴィアンカの思い出を糧かてに、これからは互いを支ささえ合わなければ。


「さ、帰ろう。お腹なかが空すいたし、みんな心配してるよ」


　立ち上がって狼たちを促うながすと、どこかから弱々しい声が聞こえてきた。


「おぉい、ルビー。助けてくれ」


「んん？　空耳？　それともオバケ？　わぁ、怖こわい。逃げろー」


　わざとらしく言ってみる。


「うぉぉい！　逃げんな戻ってこい！　オバケじゃないから！　妖よう精せいさんだから！」


　かなり本気にされた。しかたなく戻って穴の中を覗のぞき込こんでみれば、モルダは必死の形相でこちらを見上げている。
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「ごつい妖精さんだね。埋うめていい？」


「ふざけんなクソガキ」


　怒いかり心頭のモルダに、ルビーウルフはため息をついた。


「外に出してくれたのはいいんだけどさ、もし熊が襲おそってきたらどうするつもりだったんだ？　もっと別の方法なかったの？　まったく、考えなしなんだから」


　文字通りルビーウルフに見下され、モルダはむっとしたらしい。眉み間けんに皺しわを寄せ、ルビーウルフを見上げて睨にらむ。


「考えなしだと？　馬ば鹿かにすんな。よじ登れると思ったんだが、入ってみたら意外に深かったんだよ」


「威い張ばって言わないでよ、そんなこと。むしろ大いに馬鹿にするよ。──で、どうやって出るつもり？」


「そりゃあ、お前が引っ張りあげて……」


　もう一度、ルビーウルフはため息をついた。


「自分の体重考えなよ。そんなの無理に決まってるだろ」


　呆あきれ返って、それ以上何も言えない。モルダもさすがに無理があると悟さとったらしく、眉まゆ尻じりを下げて情なさけない表情を浮うかべた。


「この際さいなんでもいいから、出してくれ」


「……みんなを呼んでくるよ」


　三度目のため息をついて、ルビーウルフは駆け出した。





　　　　†




　仲間たちの助力でモルダが廃はい鉱こうに戻れたのは、太陽が傾かたむきかけた夕方近く。


　モルダの巨きよ体たいを引き上げるのは重労働で、みんな疲つかれきっていたのに、ルビーウルフが無事だったことを喜んでくれた。怪け我がはないかと心配したり、腹は減へってないかと気き遣づかったり、果ては無事だったことを祝って宴えん会かいしようと言い出したり。それは単に飲みたいだけだろ、とルビーウルフが言うと、みんなして愛あい想そ笑いを返してきた。能天気で陽気な、いつものブラッディ・ファングだ。


　そういえば、飲んで騒さわぐのは久ひさしぶりのことだ。ヴィアンカが死んでから、誰も言い出さなかった。それもルビーウルフを気遣ってのことだろう。知らず知らずのうちに、彼らに甘あまえてしまっている自分に気がついて、ルビーウルフは苦く笑しようした。やっぱり自分はまだまだ子こ供どもなのだ。


　夜半近くになり、モルダ以外の連中は酔よいつぶれて寝ねていた。焚たき火を囲んでごろごろ転がり、酒さけ臭くさい鼾いびきで大合唱を奏かなでている。狼おおかみたちも久々のご馳ち走そうに満足したようで、すっかり寝入っていた。


　一人一人に毛もう布ふを掛かけて回り、ルビーウルフはモルダの横に腰掛けた。彼女は香かおり付けに酒を数すう滴てき垂たらした茶や蜂はち蜜みつ湯ゆしか飲むのを許ゆるされていないから、酔うことはない。それに、心配をかけた罰ばつとして、酌しやくをしろとモルダに言いつけられたのだった。


　モルダの愚ぐ痴ちは延えん々えんと続いた。なんでも、ルビーウルフを捜さがしに出たのは昨晩の夕飯前のことで、夕飯食いっぱぐれたじゃねぇかお前のせいでとか、閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しようになったらどうすんだもっと早く戻って来いよとか、いろいろ言われた。最初のころは素す直なおに聞いて謝あやまっていたルビーウルフだったけれど、だんだん飽あきてきて、あぁそーなの？　ごめんごめん、へぇ、ふぅん、くらいしか言わなくなった。いいかげん眠ねむいし、さっさと酔いつぶれてくれないかな、とか思った。


「そんでよー」


　まだ喋しやべるのかよ、とルビーウルフは内心で舌した打うちする。


「そんな嫌そうな顔しないで、聞け」


　モルダが苦笑した。彼がそんな曖あい昧まいな表情を浮かべることなんて滅めつ多たにないので、ルビーウルフは驚いて彼を見上げる。目が合うと、モルダはどこか懐なつかしむような笑え顔がおをルビーウルフに向けた。


「実はな、少しばかり驚いてたんだ」


「何が？」


　ルビーウルフが聞く姿し勢せいになったので、モルダは目線を焚き火に移うつした。髭ひげが伸のび放題の顔に、黒と橙だいだいの陰いん影えいがくっきりと浮かび上がる。


「お前が子熊と一いつ緒しよにいた場所、たしかあの近くだったな。林檎りんごの木の下だ。──お前を拾ったのは」


　偶ぐう然ぜんってのは面おも白しろいな、とモルダは笑う。


　モルダが赤ん坊ぼうだったルビーウルフを拾った場所で、ルビーウルフも幼おさない命を助けた。その奇き妙みような偶然が、モルダに過か去この出来事を鮮せん明めいに思い出させているようだった。


「お前を抱だいて死にかけてた男、けっきょく何者だったんだろうな。しばらくして様子を見に行ったら、死体なんてなかったし。もしかしたら、今もどこかで生き延のびて……」


「どうだっていいよ」


　モルダの言葉を遮さえぎり、ルビーウルフは強い口調で言った。しかしモルダは話を続ける。


「あの男が首から下げてたロケットに、子供の絵が入ってた。お前以外のな。もしかしたら、お前の兄弟かも……」


「興きよう味みない。聞きたくない」


　とうとうルビーウルフは耳を塞ふさいでしまった。お前はここにいるべきではない、と言われるような気がして怖こわかった。


「どうしてそんな話をするんだ。あたしはここで育ったんだよ。ヴィアンカの娘むすめで、ブラッディ・ファングのルビーウルフだ。たとえ本当の親兄弟がいたって、そんなのもう他人だよ。迎むかえが来たって帰るもんか」


　駄だ々だをこねる子供のような態度に、モルダは笑った。大きな手が優やさしくルビーウルフの頭を撫なでる。


「そりゃあ良かった。やっと安心できたよ。ずっと、怖かったんだ。いつかお前の本当の家族が現あらわれて、返せって言うんじゃないかってな」


「そんなもん、返り討うちだ。あたしはずっとここにいる。だって、あたしのこと普ふ通つうに扱あつかってくれるのはここの連中だけだし。狼の言葉がわかるなんて、普通の人から見れば変な奴やつだよ。あたしにだって、そのくらいの常じよう識しきはある。別に気にしやしないけどね」


　買出しや換かん金きんのために町へ出て、狼を従したがえているルビーウルフが奇き異いの目で見られたことは何度もあった。その度たびにモルダは気にするな堂々としてろ、と言ってくれた。ヴィアンカの娘であることに誇ほこりを持て、と。


「あぁ、まったく羨うらやましいことだ」


　モルダは笑みを深める。焚き火にくべた薪たきぎが爆はぜて火の粉が舞まい上がった。その揺ゆらめく光に照らされた横顔は、なんだか寂さびしげで、ルビーウルフは目を奪うばわれる。


　ルビーウルフの視し線せんに気づいていないのか、モルダはそのままヴィアンカのことを懐なつかしむように思い出を語りはじめた。





　　　　†




　モルダが赤ん坊だったルビーウルフを拾う少し前のこと。彼は罠わなに掛かった狼をみつけた。


　鋭するどい鉄の歯がいくつも生えた罠に右の前まえ脚あしを挟はさまれ、逃のがれようとして暴あばれたのか白い脚は血に染そまっていた。


　さらに悪いことに、その狼は子を身み籠ごもっているらしかった。大きな腹はらを抱かかえ、怪け我がをし、すっかり衰すい弱じやくして瘦やせた体。しかし蒼そう穹きゆうを思わせる真っ青な瞳ひとみだけは死んでいなかった。無ぶ遠えん慮りよに近寄ってきたモルダを睨にらみ、牙きばを剝むいて唸うなる。


「群むれの頭の嫁よめさんか。旦那だんなはどうした。置き去りにされたのか？　ひどい奴だな」


　狼の群れで子供を産むのは、群れを率いる頭の妻つまだけだ。よく見れば、周囲に複ふく数すうの狼の足あし跡あとが残っていた。罠に掛かってからしばらくは仲間も傍そばについていたようだが、やがて諦あきらめてしまったのだろう。それもまた、群れを生かすための決けつ断だんだ。


　狼のすぐ傍に腰こし掛かけ、モルダは荷を降おろした。ちょうど、麓ふもとの里で酒や食料を買って帰る途と中ちゆうだったのだ。荷に袋ぶくろの中から干ほし肉を取り出し、狼の前に差し出す。


　しかし、狼はモルダに威い嚇かくの態たい度どを示しめすだけで干し肉には見向きもしない。近寄れば余よ計けいに暴れ、傷きず口ぐちに罠が食い込こむのでモルダは一定の距きよ離りを保たもったままそれ以上は近寄らないようにした。むしろ野生の動物の生き死にには、手を出してはいけないのだ。


　しかし、この狼はモルダを拒こばみつつも、どこか悲しげな目をしていた。仲間に置いていかれたことを理り解かいしながら、もしかしたら迎むかえに来てくれるかもしれないという期待。だから死にきれず、他者に命を委ゆだねない。しかし、彼女が縋すがりつこうとしている救いは、きっともう訪おとずれないだろう。


　そう思うと、離はなれることができなかった。モルダの生来の拾い癖ぐせを、生きることを諦めていない狼の目が刺し激げきしたのかもしれない。


　日が昇のぼり、沈しずむ。それが何度繰くり返された頃ころだろう。モルダと狼の間に置かれた干し肉は手付かずのまま風に晒さらされ、土つち埃ぼこりにまみれていた。その間、モルダが口にしたのは酒だけで、食事はしていない。


「なぁ、そろそろ何か食わないか。俺おれはもう腹減へって眩暈めまいがしそうだ」


　モルダの訴うつたえを、狼は無む視しする。瘦せた体は更さらに細り、今にも呼こ吸きゆうが止まってしまいそうだった。


　モルダも食事を絶たっていたのは、単なる意地だ。狼が空くう腹ふくを堪こらえて目の前の食事を無視しているのに、自分だけ何かを食べるのはなんだか悔くやしかった。──しかし。


「もう、限げん界かいだ」


　つぶやき、モルダは立ち上がる。狼はぴくりと耳を動かしたが、目を伏ふせて知らぬふりをしている。


　モルダはその場から離れた。狼はそれでも無視を決め込む。置かれたままの干し肉にも口をつけない。


　立ち止まり、モルダは深く深しん呼こ吸きゆうした。そして空腹の体に鞭むちを打ち、狼に駆かけ寄って羽は交がい絞じめにする。


　モルダが諦めて去るものと思い込んでいたのか、狼はすっかり油断していたようだ。驚おどろいて暴れ、モルダの腕うでに牙きばを立てる。


　その痛いたみに耐たえ、モルダは狼の脚あしに食い込む罠を摑つかんだ。両手の指を隙すき間まに差し込み、力ちから任まかせにこじ開ける。留とめ金が弾はじけ跳とぶ音がして、罠の口が開いた。


　しかし、それだけでは狼を放はなしてやらない。放置されたままの干し肉を拾い、無理やり口にねじ込んだ。嫌いやがって暴れるのを押おさえ込み、両手で口を閉とじさせる。喉のどが動いて肉を飲み込んだのを確かく認にんしてから、ようやく解放してやった。狼は負ふ傷しようした脚を引きずり、逃にげ去っていく。


「参ったか！　俺の勝ちだ！」


　両の拳こぶしを天に突つき上げ、モルダは鬨ときの声を上げた。たとえ力ちから尽ずくであっても我が慢まん比くらべに勝利して、爽そう快かいな気分だった。しかし空腹のせいか、それ以上立っていられなかった。両手を上げたまま、仰あお向むけに倒たおれる。


「やばいな……本当に眩暈が……」


　そうつぶやいてから、しばし記き憶おくが途と切ぎれる。倒れてすぐに気を失ってしまったようだ。意識を失う前には赤い夕ゆう暮ぐれが見えていたのに、気がつくと再び日が昇って、明るい朝になっていた。蒼穹が眩まぶしい。


　朝を告げる鳥の声に交まじって、妙な音が聞こえてきた。何か重いものを引きずるような音。


　頭だけを動かして、そちらに目を向けてみる。空腹で霞かすんだ目に、純じゆん白ぱくの姿すがたが映うつった。解とけ残った雪のような、美しい白。


　あの狼だった。ほとんど骨ほねと皮だけになった鹿しかの死体を銜くわえて引きずってくる。他の狼や狐きつねたちが食い荒あらした後の食べ残しを見つけ、拾ってきたようだ。それをモルダの前に置き、早く食べろと言うように見つめている。すっかり立場が逆ぎやく転てんしてしまった。


「ありがたいが、さすがにそれは食えねぇな。腹下して、とどめ刺さされちまう」


　倒れたまま、モルダは笑った。


　そしてどうにか空腹に耐えて仲間たちのもとへ戻ったモルダは、連れ帰った狼の傷を治ち療りようして、彼女を仲間に加えた。


　それがヴィアンカとの出会いだった。





　　　　†




「お前はあいつの──ヴィアンカの言葉も何もかも、わかってたんだからな。本当に羨うらやましいよ。俺はいつだって、あいつに頼たよるばかりで何もしてやれなかった。俺を見上げて、何か言いたそうな顔してるのに、理解してやれなかった。あいつは優やさしいから、こんな飲んだくれの頼りない男のことを見み捨すてられなかったんだろうよ。人間の群むれの中に引き止めて、あいつを野生から引き離して、自分のわがままのために手放さないでいた。申し訳わけないことだ」


　空になった酒さか瓶びんを手の中で弄もてあそび、モルダはうな垂だれる。ルビーウルフは無言で立ち上がった。


「ルビー？」


　モルダの呼びかけに振ふり返ることなく、ルビーウルフは小走りにその場を離れた。木立の隙間を縫ぬって進み、目的の場所で土を掘ほり返す。


　モルダの元へ戻もどったルビーウルフは、探さがし当てたものを彼に差し出した。──ヴィアンカが隠かくした酒瓶を。


「これは……」


「飲んで楽しそうにしている彼が好きよ。だけど、飲みすぎると体に悪いでしょう？　こうして私が制せい限げんしてあげなければ、あの人は倒れるまで飲むもの。だから隠すの。お役目があるって、楽しくて素す晴ばらしいことね」


　いつもと違ちがうルビーウルフの口調に、モルダは驚いたように彼女を見た。口をあんぐりと開けた顔がまぬけで可お笑かしくて、ルビーウルフは吹ふき出す。


「酒を隠す時に、ヴィアンカがそう言ってた」


「……そうか」


　瓶についた土を指で拭ぬぐいながら、モルダはつぶやく。まだ栓せんを抜ぬいていない、中身のたっぷり入った瓶だ。
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「ヴィアンカは自分の意思で、モルダの傍にいることを決めた。傍に置いてくれるだけで充じゆう分ぶん幸せなんだ、って。だから、何もしてやれなかったとか申し訳ないとか、そんなこと言ったらヴィアンカに失礼だ。酒だって、今回だけ特別だからね。他のはあたしとヴィアンカだけの秘ひ密みつ」


　モルダはしばらく無言だった。肩かたを震ふるわせ、俯うつむいて──豪ごう快かいに笑った。


「ガキのくせに、生意気な」


「モルダに似にたんだ」


　俺はそんなに性せい格かく悪くねぇよ、と言いながら、モルダはルビーウルフの頭をぐりぐりと乱暴に撫なでた。それから立ち上がり、自室へと向かう。


「そろそろ寝ねるかな。こいつはありがたく貰もらっておくよ」


　酒瓶を高く掲かかげて振り、背中を向けたままモルダは言う。その広い背中に、ルビーウルフは言葉を投げた。


「誰だれにも言わないから、安心していいよ」


「……ありがとよ」


　彼が座すわっていた場所には、涙なみだの雫しずくが花のように散っていた。


　焚たき火の揺ゆらめきを見つめ、ルビーウルフは微笑ほほえむ。きっと彼は、あの酒は飲まない。ヴィアンカが隠した時のままの姿で、ひっそりと部屋の隅すみに置いておくことだろう。


　ヴィアンカのようになりたいと、心の底から思った。モルダのような人に、あんなふうに想おもわれるのなら、女の身も捨すてたものじゃない。


「モルダに似た人なら、好きになってもいいかもね」


　ルビーウルフのつぶやきは、薪たきぎの爆はぜる音に搔かき消された。火の粉は螺ら旋せんに渦うず巻まいて、高く高く夜空へ昇のぼる──




　３　秘密の円舞曲シークレツト・ワルツ







「今、一番欲ほしいものを言ってみろ」


　朝っぱらから執しつ務む室しつに押おしかけてくるなり、ルビーウルフはジェイドに言った。


　着古した男物の服を好んで着る、小間使いのような少女。神しん国こくグラディウスを背せ負おって立つ、十五歳さいの若わかき女王が彼女だ。


　十五年ほど前に起こった権けん力りよく闘とう争そうの折、王おう城じようより連れ出され、盗とう賊ぞく団だんに身を置いていたという変わり種の女王。おまけに狼おおかみの養母に育てられたことにより、狼の言葉も理り解かいする。


　つい先ごろ王城に戻もどり、即そく位いしたものの、いまだに自分は盗賊だと主しゆ張ちようしている女王だ。普ふ通つうなら王位から引きずり降ろされてもおかしくないのだが、権力闘争に終しゆう止し符ふを打った功こう績せきには誰だれもが畏い敬けいの念を抱いだき、彼女の豪ごう快かいでさばさばした気き質しつに惹ひかれる者も少なくない。


　机つくえの上で山積みになっている書類を整理しながら、ジェイドは振ふり返ることなく答えた。


「せめて読み書きくらいはできる女王が欲しいところだが……今すぐは無理だな」


　決して文化的とは呼よべない環かん境きようで育った少女だ。女王とはいえ、今はまだお飾かざり的な存そん在ざいに過すぎない。度ど胸きようと威い厳げんと人望は溢あふれんばかりに備そなわっているが、教養はからっきしなのだ。そのしわ寄せのほとんどが騎き士し兼けん側近のジェイドに押し寄せてくるわけで、このところは彼女とゆっくり話をする機会も少なくなっている。


　ジェイドとしては、常つねにルビーウルフの傍そばについていたい。なにせ騎士なのだから。


　しかし彼女が優ゆう先せんすべきは勉強で、自分は仕事。もどかしい日々の中、能のう天てん気きに笑っている彼女がなんとなく恨うらめしかった。だからつい、皮肉を言ってしまったのだが……。


「じゃあ、食べたいものとかは？」


　まったく気にする様子のない彼女に、かちんと来てしまった。


「ルビーウルフ、暇ひまなのか？　俺おれは見ての通り仕事中なのだが。今は欲しいものなんてないし、偏へん食しよくも少ないほうだからわりと何でも食べる。この他ほかに話したいことがあるなら、あとにしてくれ」


　彼女の顔から笑えみが消えた。一いつ瞬しゆん、きょとんと丸くなった目が、きりきりと鋭するどくつりあがっていく。


「なにさ、つまんない奴やつ。せっかく……」


　そこで、なぜかルビーウルフは言葉を詰つまらせた。それから悔くやしげに唇くちびるを尖とがらせ、ぼそりと呟つぶやく。


「デコは広いのに心は狭せまい」


「なっ……！」


　思わず、過か敏びんに反はん応のうしてしまった。


　金色の前まえ髪がみに隠かくされたジェイドの額ひたいは、同年代の若者に比べて広めだ。それは子こ供どもの頃ころからで、別段気にするほどのものではない。だが、面と向かって言われると、やはり腹はらが立つ。しかも心が狭いとまで言われた。


「……邪じや魔まをしたいのなら、出て行ってくれ。遊び相手ならケーナとフロストがいるだろう？」


「言われなくたって、出て行くよ」


　ふんっ、と鼻から息を吐はき、ブーツの底を鳴らしてルビーウルフは出て行った。ばたんっ、と乱らん暴ぼうに閉しめられた扉とびらの向こうで遠ざかっていく、不ふ機き嫌げんそうな足音が耳に痛いたい。


　わけがわからないまま怒おこって、怒らせて。


「いったい、何をしに来たんだ？」


　ジェイドは独ひとり言をため息に乗せた。





　　　　†




　廊ろう下かの向こうから、仏ぶつ頂ちよう面づらでルビーウルフが戻ってきた。部屋を出て行った時は勢いきおいよく、それも楽しそうに走っていっただけに、その変へん貌ぼうぶりに一同は揃そろって絶ぜつ句くした。


「あの……どうでした？」


「何もいらないって言われた」


　躊躇ためらいがちなアーリアの問いに、ルビーウルフは不機嫌な声こわ音ねで答えた。そして彼女の言葉に、三人の女官たちは困こまり顔になる。


「欲のない方ですのね、せっかくのお誕たん生じよう日びなのに」


　ぽっちゃりした頰ほおに片かた手てを当て、アーリアはため息をついた。


　すべては、女官たちがジェイドの十九歳の誕生日を祝おうと計画したことから始まった。


　謀む反ほん人にんという虚きよ偽ぎの罪つみを着せられた父の無念を晴らすため、魔ま導どう騎士にまで上り詰めたジェイド・コルコット。彼の尽じん力りよくがあったからこそルビーウルフはこうして生きているし、今現げん在ざい、政せい務むを執とり行っているのも彼だ。ジェイドなしに、グラディウスは成り立たない。


　今までは公に祝うことができなかったぶん、感かん謝しやを込こめて何かをしたかった。なので、どうせなら驚おどろかせてやろうと本人には秘ひ密みつにしたまま宴を企き画かくしたわけだ。そして女王であるルビーウルフにも何か贈おくり物を用意するようにお願いしたのだが、こともあろうに『じゃあ本人に何が欲しいか訊きいてみるよ』とか言って部屋を飛び出して行ったのだ。


　大だい胆たんというか、何も考えてないというか。『秘密だ』と言っているのに。戻ってきた彼女の様子から、ばれなかったことは推すい察さつできたのでとりあえず一安心だけれど。


「というよりも、きっとご自分のお誕生日を忘わすれていらっしゃるのね」


　苦く笑しようしたエルミナの目め尻じりに皺しわが寄る。変なところで抜ぬけてらっしゃる方ですから、と彼女は呟くように付け足した。


　女官たちにくっついてルビーウルフを追いかけてきたケーナとフロストは、不機嫌な彼女をなだめるように足元に寄り添そった。砂すな色いろと白の狼おおかみが、ふわりとルビーウルフを取り囲む。


「でもさ、ジェイドの奴、あたしの顔を見ようともしないんだ。忙いそがしいのはわかるけど、少しくらい話を聞いてくれたっていいじゃないか」


　それでも気持ちが治まらないのか、ルビーウルフは文もん句くを垂たれる。その言葉に同意するようにフロストは尻尾しつぽを振って、うぉんと一声吠ほえた。


　フロストはジェイドに対し、激はげしい敵てき愾がい心しんを持っている。狼は群むれの中での順位に何よりも重きを置くもの。そしてフロストから見れば、ジェイドは新参者だ。その彼が、頭かしらであるルビーウルフに失礼な態たい度どで接せつするのは、生まれた頃ころよりルビーウルフと共にいるフロストにとって許ゆるせないことなのだ。


　とはいえ、フロストの気き難むずかしい性せい格かくにも問題がある。ケーナは王おう城じようの者たちにすっかり懐なついて、評ひよう判ばんがいい。控ひかえめで謙けん虚きよだが、甘あまえたがりの一面もあり、遊んでもらうと無む邪じや気きに喜ぶのだ。最近は仲良くなった兵士たちに円えん盤ばん投げで遊んでもらうのが好きらしい。そしてもちろん、ケーナはジェイドのことも仲間として認みとめている。


　それに対し、フロストはルビーウルフとケーナ以外にはなかなか心を開かない。ルビーウルフ以外の者が名前を呼んでも無む視しすることがほとんどだ。それが一部の女官には、本物の一いつ匹ぴき狼だわ、かっこいい、と受けているのだけど。


　すっかり機嫌を損そこねてしまったルビーウルフをおろおろと見守っていた栗くり色いろ巻まき毛のそばかす娘むすめ、キャスが場を取り繕つくろうように声を上げた。


「で、でも、ジェイド様がお誕生日を忘れていらっしゃるからこそ、ルビーウルフ様の贈り物で驚かせて差し上げればいいんです。中庭ではもう準じゆん備びが始まっていますし、ルビーウルフ様の贈り物さえ決まれば、あとは完かん璧ぺきなんですから。なので、協力してください！お願いします！」


　十指を胸むねの前できつく組み、胡桃くるみ色いろの瞳ひとみを潤うるませて懇こん願がんする。


　むぅ、と唸うなってルビーウルフは思案顔になった。葡ワ萄イ酒ン色の短い髪に指を突つっ込み、頭を搔かきながら困ったように呟つぶやく。


「そんなこと言われたって、何も思いつかないよ」


　そもそもルビーウルフに、若わかい男だん性せいが欲ほしがるものを考えてみろというのが無理な話だ。彼女が身を置いていた盗とう賊ぞく団だんを構成していたのは、父や祖そ父ふ代わりといった、倍以上も歳としの離はなれた男たちだったのだから。


「胡ご麻まを使った料理とか考えたんだけど。髪に効きくっていうし」


「それは嫌いやがらせですわね。おやめになったほうがよろしいかと」


「男の子って、そういうことに関してはとても繊せん細さいですからねぇ」


　的外れなルビーウルフの提てい案あんは、間かん髪はつを入れずエルミナとアーリアが却きやつ下かした。


　腕うで組ぐみをし、眉み間けんに皺しわを寄せてルビーウルフは考え込んだ。しかし良案はなかなか出てこないらしい。


「難しいもんだな。こういうの、やったことないからなぁ」


「だったら、わたしに良い考えがあります！」


　元気よく挙手し、声を上げたのはキャスだ。


　ルビーウルフが考えあぐねるのを待っていたかのように、キャスは自信満々に計画を提示してみせた。





　　　　†




　ペンを筆立てに戻もどし、ジェイドは机つくえの上で組んだ手の甲こうに額ひたいを乗せた。目を閉とじて、深いため息をつく。


　少し、きつく言い過すぎたかもしれない。豪ごう胆たんな振ふる舞まいで『暁あかつきの女じよ傑けつ』と呼ばれるルビーウルフだが、十五歳さいらしく……いや、場合によってはもっと幼おさない顔さえ見せる。


　山育ちの奔ほん放ぽうな少女だ。王城の暮くらしに閉へい塞そく感を覚え、わがままを言いたくなることだってあるかもしれない。それを無下に追い払はらうなんて、ひどいことをしてしまった。


　顔を上げたジェイドの視界に、書類の山が入ってきた。その一番上に積んである、一冊さつにまとめた分ぶ厚あつい書類を手に取る。軍に入隊希望の、新兵の名めい簿ぼだ。


　そのほとんどが若者だった。みな、女王の元で働くことを望んでいる。中には彼女に心しん酔すいするあまり、彼女が身を置いていた盗賊団の紋もん章しようを右手に刻きざんだ者までいるほど。


　ルビーウルフは民心を惹ひきつける、信しん仰こうの対象となったのだ。ジェイドが望んだ通りに。


　彼女はよくやってくれている。血ち筋すじのために、女王などという望まない役を無理やりやらされて、それでも平気な顔で笑っているのだ。自分が堂々とした態たい度どをとることで少しでも民たみが喜んでくれるなら、と彼女なりの配はい慮りよだろう。ルビーウルフは決して人前で弱音を吐はかない。


　名簿を持ったまま、ジェイドは立ち上がった。彼女はまだ字は読めないけれど、入隊を希望する人数の多さだけでも見せてやりたくて……いや、それは口実だ。ルビーウルフの部屋を訪たずねて、謝しや罪ざいするための。


　もうすぐ昼時でもあるし、たまには二人で昼食を摂とるのもいいかもしれない。──それをフロストが許してくれるかはわからないけれど。


　部屋から出て、ジェイドは目を丸くした。ドアの横にケーナがちょこんと座すわっていたのだ。金色の凜り々りしい眼まな差ざしが、じっとジェイドを見上げている。


「どうした？　ルビーウルフと一いつ緒しよじゃないなんて、珍めずらしいな」


　尋たずねたところで、ルビーウルフがいなければ会話は成立しない。独ひとり言になってしまうのを承しよう知ちで、それでもつい言葉をかけてしまうのは、ケーナに対する親しみからだ。


「これからルビーウルフの部屋へ行くんだ。ケーナも一緒に行くか？」


　きゅぉん、と鼻声を出してケーナは首を傾かしげた。あまり乗り気ではないと見える。


「ルビーウルフと喧けん嘩かでもしたのか？　だったら、俺おれと一緒だな。俺は謝りに行くが、嫌なら無理に付き合わなくていい」


　それだけ言って、ジェイドはケーナに背せを向けた。するとケーナは腰こしを上げ、躊躇ためらいがちについてくる。やはり一人では部屋に戻りづらかったのだろうか。何にしろ、連れ合いがいるのは心強い。


　ルビーウルフの部屋は、この執しつ務む室しつがある棟とうから二つ隣となりの棟にある。しかも最上階だ。距きよ離りから言えば、一度外に出て出入り口を利用したほうが近いが、階段の上り下りを考えると中庭の上を迂う回かいする渡わたり廊ろう下かを使ったほうが遥はるかに楽だ。


　そんなことを考えながら、ジェイドは名簿の冊子を握にぎる手に力を込めた。
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　これは、何事だ。


　ジェイドは我わが目を疑うたがった。眼がん下かの光景に、眩暈めまいさえ覚える。渡り廊下の窓まどから見えたものは、それほど信じがたいものだった。


　中庭の一いつ郭かくで、ルビーウルフが笑っている。普ふ段だんは嫌がって着ようともしないドレスを纏まとい、ジェイドの見知らぬ少年と手を取り合って楽しそうに。


　ジェイドを窓から遠ざけようと、ケーナは必死になって彼の上着の裾すそを銜くわえて引っ張る。まるで、はじめからルビーウルフがここにいることを知っていたかのように。


　震ふるえる足を引き、踵きびすを返す。ケーナはジェイドの服を離し、後ろに引き下がった。


　ルビーウルフは少年との語らいに夢む中ちゆうなのか、こちらに気づく様子はない。中庭までの距離的なものもあるのだろう。ここからだと、ルビーウルフの姿すがたは一いつ寸すん程てい度どの大きさにしか見えない。いくら勘かんが鋭するどいとはいえ、人間である以上、彼女にも限げん界かいは存そん在ざいする。しかし──


　一いつ瞬しゆんだが、ルビーウルフと少年の傍そばで寝ねそべっていたフロストと目が合った。ジェイドを斜ななめに見上げる金色の瞳ひとみが嘲あざ笑わらっていた……ように見えた。


　ケーナは気弱そうな眼差しで、おずおずとジェイドの顔を覗のぞき込んでくる。


　座すわり込みたい衝しよう動どうを抑おさえ、ジェイドは足早にその場を離れた。
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　王おう城じように仕える者が使用する食堂に人ひと影かげは少なかった。昼食には、まだ少し早い時間だからだろうか。夜や勤きん明あけの兵士や女官の幾いく人にんかが、遅おそい朝食代わりの軽食を摂りながら談だん笑しようしている程度だ。厨ちゆう房ぼうの賄まかない人も、暇ひまそうに皿を磨みがいている。


　広い食堂に並ならべられた長テーブルの片かた隅すみにジェイドは腰こし掛かけた。俯うつむいた拍ひよう子しに、金色の髪かみが目に掛かる。洗あらい晒ざらしの服を着ているせいか、くたびれた感が全身から滲にじみ出ていた。


　ため息をつくと、ケーナが心配げに、くぉんと鼻声を出した。


「大だい丈じよう夫ぶ。少し疲つかれただけだから」


　苦く笑しようし、ケーナの頭を撫なでてやる。


　そう。疲れただけ。そして、少し驚おどろいたのだ。普段とは違ちがうルビーウルフの様子に。


　今朝の口論が原げん因いんか。それとも、連日の忙いそがしさにかまけて彼女と会話をすることが少なかったせいか……。いや、何も悲ひ嘆たんにくれることなどないではないか。彼女には世よ継つぎが必要なのだから、積極的に相手探さがしをしてくれるのなら、むしろ喜ばしいことだ。


　しかし、なんだろう。この釈しやく然ぜんとしない感じは。なんというか、むかっ腹ぱらが立つ。


　そもそも、あれは誰だれだ。後ろ姿だけだったが、見たことのない少年だった。しかもルビーウルフとはずいぶん親しそうに見えた。普段は男物の服を無む造ぞう作さに着ているルビーウルフが、めかし込こんで会うほどの人物。鶯うぐいす色いろの上着に黒いズボン。リボンで束ねた栗色の髪。


　その姿を思い出すだけで胃がむかむかした。握にぎり締しめた名簿に皺しわが寄る。


　それに、腑ふに落ちない点ならまだある。フロストだ。ルビーウルフに近寄る男は徹てつ底てい的に排はい除じよしようとするフロストが、のんびり昼寝をしながら二人の逢おう瀬せに付き合っていたのだから信じられない。本当に、あの少年は何者なのだ。


「ケーナは全部知っているのか？」


　ジェイドが渡り廊下へ差し掛かったとたん、ケーナは焦あせりだした。今思えば、執務室の前でジェイドを待っていたのだって不自然だ。


「俺を見み張はっていたんだな。ルビーウルフの指し示じか？」


　言うと、ケーナは申し訳わけなさそうに俯いた。噓うそをつけない、損そんな性せい格かくだ。ジェイドは苦笑し、再ふたたびケーナの頭を撫でてやる。


「怒おこってなどいないから、安心していい。ルビーウルフが話してくれるまで野や暮ぼなことは聞かないし、知らないふりをするよ。──彼女にそれが通用するかどうか、わからないが」


　噓や黙もく秘ひは、ルビーウルフの勘かんに敵かなわない。けれど、ここは黙だまっておくのが礼れい儀ぎというもの。フロストが容よう認にんするような相手なら、きっと悪い人ではないはずだ。いつか、ルビーウルフから良き伴はん侶りよとして紹しよう介かいされても……。


　その光景を思い描えがいた途と端たん、胃がきりきり痛いたんだ。激しい拒きよ絶ぜつ反はん応のうだ。精せい神しん的に、かなり参っているらしい。


　厨房で水でも貰もらおうと立ち上がる。そして異い変へんに気づいた。誰もいない。


　さっきまで食事をしていた者たちも、そして厨房の賄い人もだ。まるでジェイドを避さけるように、忽こつ然ぜんと姿を消している。


「一体、なんなんだ……？」


　すとん、と再び椅い子すに腰を下ろし、ジェイドは頭を抱かかえた。


「俺は、何か悪いことでもしたのか？」


　今までの自分の行動を振ふり返ってみるものの、心当たりは──


　あれだ。たぶんあれだ。他にもあるのかもしれないけれど、一番可か能のう性せいが高いのはあれしか考えられない。


　今朝の口論。ルビーウルフを慕したう王城の者たちが知れば、ジェイドに反感を抱いだいても仕方がない。


　鬱うつ々うつとして、しばらく動く気力も持てなかった。何か、大切なことを忘わすれているような気がしたけれども、どうでもいい気分だ。渡り廊下から見たルビーウルフの笑え顔がおがふいに思い出され、深く溜ため息をつく。


　きゅぅう、と気弱な鼻声でケーナが鳴いた。
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　顔なじみの女官にすれ違ちがいざま挨あい拶さつをしたら、彼女は軽く会え釈しやくをするだけで小走りに立ち去った。昨日までは巡じゆん回かいの報ほう告こくを冗じよう談だん交まじりにしていた若い兵士は、目を合わせようともしなかった。


　丸一日、こんな調子だ。


　気のせいや、自意識過か剰じようという範はん疇ちゆうを明らかに超こえている。間違いなく避けられていた。


　自分が王城中の不ふ興きようを買うような真ま似ねをしたのなら、素す直なおに謝らなければいけない。しかし、そういう話題になると話をはぐらかされたり、逃にげられたりするのだからどうしようもない。


　伸のし掛かかる疲ひ労ろう感を肩かたに乗せたまま、ジェイドは執しつ務む室しつで仕事を続けた。外はすでに日が落ち、時じ刻こくは夕食時だが、昼食も結局食べなかったのに食しよく欲よくなんて湧わいてこない。


　ケーナは相変わらずジェイドにくっついていた。ルビーウルフの命令に、忠ちゆう実じつに従したがう姿は健けな気げで、その信しん頼らい関係を羨うらやましく感じることさえある。


　部屋にいても置物のように静かで、ちっとも邪じや魔まにならないし、むしろケーナがいることでジェイドの心は幾いく分ぶんか穏おだやかさを保たもっていた。もしかしたら、彼女がこの部屋に留とどまっているのはルビーウルフの指し示じの他に、ジェイドを気き遣づかう気持ちがあるからなのかもしれない。それを確たしかめる術すべは、ジェイドにはないけれど。


　ペンを置き、ジェイドは立ち上がった。床ゆかに寝ねそべっていたケーナが首をもたげてジェイドを見上げる。


「疲れが溜たまっているみたいだから、今日は早めに寝ることにするよ。ケーナも一日お疲れ様。早くルビーウルフの部屋にお戻もどり」


　しゃがんで、ケーナの頭を撫なでる。すっかり手に馴な染じんだ感かん触しよくだ。上じよう質しつな絹きぬ織おり物もののような、砂すな色いろの毛皮。


　いつもなら、撫でてやると控ひかえめに尻尾しつぽを振るケーナだが、今回は違った。すっと立ち上がってドアのほうに目を向ける。


　それから一いつ拍ぱく置き、ジェイドの耳に慌あわただしい足音が聞こえてきた。足音は執務室の前で止まり、とんとんっ、とドアが二回ノックされる。


　その慌てた様子に、ジェイドも素す早ばやく対応した。小走りにドアへ駆かけ寄ってノブを回す。そしてドアの外に立っていた人物の出いで立ちに、ジェイドは思わず身み構がまえた。──鶯うぐいす色いろの上着と、リボンで束ねた栗くり色いろの巻まき毛。


「……って、キャス？」


　どういうわけか男だん装そうをしたキャスは、ジェイドの反はん応のうを訝いぶかるように眉まゆ根ねを寄せた。しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、すぐさま明るい笑顔に変わる。


「今、お時間よろしいですか？」


「かまわないが……」


　ずいぶん慌てて走ってきたようなのに、どうしてこんなに楽しそうなのか。それより気になるのは……。


「その服、どうしたんだ？」


　今日一日、脳のう裏りにちらついて離はなれなかった少年と同じ格かつ好こうだ。あの少年はキャスの男装だったということか。しかし、その理由も目的もわからない。


「兄さんのお古を引っ張り出してきたんです。たとえ練習でも、雰ふん囲い気きが出たほうがいいと思って。それより、早く中庭にいらしてください」


　混こん乱らんする頭をどうにか整理しようとするジェイドの手を取り、キャスはぐいぐいと引っ張った。背はい後ごではケーナが嬉うれしそうに尻尾を振ふり、うぉんうぉんと吠ほえている。


　わけがわからないまま、導みちびかれるまま、ジェイドは中庭へと向かった。





　　　　†




　北から吹ふく夜風は冷たく、しかし空気は暖かかった。中庭の中心を取り囲むように焚たかれた篝かがり火びの熱気だ。木々の合間に張られた細いロープには色硝子ガラスのランプが下げられていて、赤や青や緑の光がぼんやりと浮うかび上がっている。


　光の下には白いクロスを掛けられた丸テーブルが円を描えがくようにいくつも並び、その上には色とりどりの料理や酒さか瓶びんが載のっている。そして、それらを取り囲んでいるのは、大勢の見知った顔だった。


「あら、主役がいらしたわ」


　アーリアの声に、全員がジェイドを振り返る。どの顔も満面の笑みだ。


「これは……なんの騒さわぎだ？」


「嫌いやですわ。やっぱりご自分のお誕たん生じよう日び、お忘わすれだったんですね」


　ほほほ、と笑ってアーリアはジェイドの背中を叩たたいた。力強い一撃げきに、堪こらえきれず踏鞴たたらを踏ふむ。ジェイドをここまで連れてきたキャスも、可お笑かしそうにくすくす笑っていた。


　誕生日……。そういえば、すっかり忘れていた。誕生日なんて、両親が生きていた頃ころにはちゃんと祝ってもらったけれど、育ての親である老ろう師しはそういったことに無関心だったから……というより、年ねん齢れいに関係する行事は意識的に避さけていたように思う。


　王城に上がってからは誕生日なんて構かまっていられるような状じよう況きようではなかったし、そう考えると、こうして祝ってもらうのは十数年ぶりだ。


「わたし、ついポロッとばらしちゃうんじゃないかって気が気じゃなかったわぁ」


「あなたおしゃべりだものねぇ」


　片かた隅すみでそんなことを話しているのは、ジェイドと目が合った途と端たんにそそくさと逃にげていった女官たちだ。今は皆みな、悪戯いたずらが成功した子こ供どものように、楽しそうに笑っている。兵士や食堂の賄まかない人も勢せいぞろいだ。しかし、足りない顔が──


「みんな揃そろったね」


　中庭を区切る垣かき根ねの向こうから、耳に馴な染じんだ声。振り返ると、薔ば薇らの蔓つるが絡からみついたガーデンアーチを潜くぐってルビーウルフがやってきた。昼間に見た、あのドレス姿で。


　黒いベルベットの生き地じは光の加か減げんで赤い薔薇の模も様ようが浮かび上がり、少し大人びた意い匠しようだ。しかし袖そでや裾すそにはフリルがたっぷり使われていて、少女らしい遊び心も忘れていない。葡ワ萄イ酒ン色の短い髪には、赤い輝かがやきを孕はらむ黒いオパールが飾かざられている。


　踵かかとの高い靴くつで芝生しばふは歩きにくいのか、どこか頼たよりない足取りだ。そんな彼女を支ささえるように、寄より添そっているのは白はく狼ろうのフロスト。彼はジェイドの姿を見るや否いなや、ついっとあからさまに目線を逸そらした。


　それまで、ずっとジェイドの傍そばを離はなれなかったケーナがルビーウルフに駆け寄った。飛びつき、千切れんばかりに尻尾を振っている。ルビーウルフはそんなケーナの頭を抱だき、ご苦労様、ありがとうね、と言いながらぐりぐりと乱らん暴ぼうな手つきで撫でた。それから目線をジェイドに向け、思いっきり吹ふき出した。


「なんだお前、すごいまぬけ面づらだな。そんなに驚おどろいたのか？」


　人の顔を指差して大爆ばく笑しようという、失礼なことを平気でするのがルビーウルフだ。そんなことはすでに承しよう知ちだから、怒おこる気にもなれない。自身の膝ひざをばしばし叩いて笑っている彼女に対し、降こう参さんの意を込こめてジェイドは両手を上げた。


「あぁ、誕生日なんてすっかり忘れていたし、完全に騙だまされた」


　ジェイドが苦く笑しようすると、ルビーウルフはいっそう嬉うれしそうに笑った。今朝の喧けん嘩かのことなんて、もう忘れているようだ。


「よかった。驚いてくれなきゃ、こんな動きにくい服着せられた意味ないもんね」


「俺おれを驚かすためだけにそんな格かつ好こうで待っていたのか？」


　もしそうなら、呆あきれてしまって何も言えない。他に何か案はなかったのだろうか──


　そこまで考えて、ようやくジェイドは気がついた。今朝、ルビーウルフが執務室に押おしかけて来た理由。欲ほしいものや食べたいものを彼女が訊たずねたのは、このためだったのだ。それを追い返したのだから、やはり申し訳わけないことをしてしまった。


　ルビーウルフは肩をすくめ、苦笑した。


「まさか。あたしも、ちょっとばかし騙されてね」


　言って、彼女はちらりとキャスを見た。するとキャスは憤ふん慨がいしたように頰ほおを膨ふくらませる。


「そんな人聞きの悪いこと言わないでくださいよぅ。ルビーウルフ様だって乗り気だったじゃないですか」


「だってこんな格好しなきゃいけないなんて思わなかったんだ。てか、これは絶対キャスの趣しゆ味みだろ」


「いいえ、このような催もよおしではドレスを着るのが常じよう識しきです」


　何やら揉もめ始めたが、ジェイドには何のことやらさっぱりわからない。まだ何か隠かくしていることがあるらしい、ということは推すい察さつできるのだが。


「まぁ、いいじゃありませんか。せっかくのお祝いなのに、ジェイド様が困こまってらっしゃいますわ」


　各テーブルに花飾りを置いて回っていたエルミナがやってきて、二人をなだめる。ルビーウルフとキャスも本気の言い合いをしていたわけではないので、互たがいにすんなり引き下がった。


　微笑ほほえましそうに様子を見守っていたアーリアが空気を入れ替かえるように声を張り上げた。


「さぁ、皆様揃ったことですし、宴うたげを始めましょうか。お料理もたくさんありますよ」


「そうですね、せっかく頑がん張ばってダンスの練習をしたんですもの！　ルビーウルフ様、がんばってください！」


　キャスの瞳ひとみがきらりと輝かがやく。まかしとけ、とルビーウルフは勇ましい返答を彼女に返した。


　正装をした楽がく団だんが音楽を奏かなで始める。円えん舞ぶ曲きよく──ワルツだ。ルビーウルフはジェイドの手を引き、中庭の中心へと導いていく。


「ダンスって……。踊おどれるのか？」


「今日、キャスに習ったんだ。フロストを説得したり、大変だったよ。特訓の成果を見ろ」


　紅こう玉ぎよくの瞳が勝気に煌きらめく。


　そこでようやく、ジェイドは合が点てんがいった。渡わたり廊ろう下かから見えた光景は、ルビーウルフがキャスにダンスを習っていたのだ。──ジェイドの誕生日を祝うために。


　相手がキャスなら、フロストが黙だまって見守っていたのも頷うなずける。そのフロストは今、中庭の片かた隅すみに寄って、そっぽを向いていた。視し界かいに入らないようにして耐たえているらしい。しかし耳だけはしっかりこちらに向いているのが、なんだか可お笑かしかった。


　中庭の中央に立ち、ジェイドはルビーウルフに一礼した。そして苦笑する。


「せっかくの催しに私し服ふくで出席して申し訳ない。今朝のことも、すまなかった」


　かっちりした騎き士しの制せい服ふくをルビーウルフが嫌きらうから、ジェイドはいつでも小ざっぱりした私服を着ている。見ようによっては、ただの一いつ般ぱん市民だ。


　ルビーウルフは小さくため息をこぼし、困ったように笑った。


「ほんと、お前は謝あやまり癖ぐせがついてるな。そういうとこは直さなきゃね。──それに、あたしは今のお前が一番好きだよ。変にかっこつけてる奴やつは、逆ぎやくにかっこ悪いからね。ちょっと地味なくらいが丁ちよう度どいいんだ」


　ランプの鮮あざやかな光と、優ゆう美びな音楽。その中で、ジェイドの出いで立ちは場ば違ちがいなほどに素そ朴ぼくだったけれど、それでもルビーウルフと並ならべば、間違いなく女王と騎士の威い厳げんがあった。


　ルビーウルフはジェイドの片手を取り、もう片方の手を彼の二の腕うでに添そえる。ジェイドも彼女の腰こしを引き寄せ……違い和わ感を覚えた。


　腕に触ふれている手は、添えるというよりも『服を摑つかんでいる』という感じだ。しかも、がっちりと。そして組み合わせたほうの手には、ぎりぎりと力がこもっている。


「ルビーウルフ、もう少し力を抜ぬいたほうが……」


「話しかけないで。音楽に合わせるの、ぶっつけ本番なんだから」


　とても今からダンスをする、といった雰ふん囲い気きではない。むしろその気き迫はくは、格かく闘とう技ぎの試合に臨のぞむ戦士のようだ。油ゆ断だんしたら投げ飛ばされるのではなかろうか。


　それでもどうにか、ステップを踏ふみ出した。ルビーウルフのたどたどしい足運びに気を配りつつ、慎しん重ちようにリードする。しかし。


　気のせいだろうか。どんどん彼女の機き嫌げんが悪くなっていくような気がする。ルビーウルフのステップの間違いを訂てい正せいして補おぎなうほどに、どういうわけか彼女は動どう揺ようを深めるようだ。


　足元を見ながらなのに、ルビーウルフは何度もステップを踏み間違える。音楽ともずれているし、とてもワルツと呼べたものではない。それをルビーウルフも自覚しているのだろう。負けず嫌いの彼女だから、上う手まくいかないもどかしさに苛いら立だっているらしい。


「大だい丈じよう夫ぶ。落ち着いて」


　ジェイドの足を踏み、動きを止めてしまったルビーウルフを励はげます。組み合わせた手に、さらに力が込められた。


「……なんでそんなに余よ裕ゆうなんだよ」


　ルビーウルフが戸と惑まどったように小さくつぶやく。そこで一曲目が終わり、ルビーウルフはジェイドから身を離した。二人の間を北風が通り抜け、温ぬくもりを攫さらう。


　つぃ、と視線を横に逸そらし、ルビーウルフは目を細めた。彼女には珍めずらしく、どこか自信なさげな眼まな差ざしでちらりとジェイドの顔色を窺うかがっている。


「で、出で来き栄ばえはともかく、踊れたぞ。どうだ、参ったか」


「あぁ、ありがとう。がんばって練習してくれたんだな」


　ジェイドが笑ってみせると、ルビーウルフは安心したように表情を緩ゆるめた。そして再びジェイドの手を取り、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。


「じゃあ、ここからは自由演えん技ぎだ」


　二曲目が始まると同時、ルビーウルフはジェイドの手を強く引いた。両手を取り合い、くるくると回る。音楽になど合わせる気はまったくない、はちゃめちゃな動きだ。


「みんなも一いつ緒しよに！」


　ルビーウルフの呼びかけに、女官や兵士たちは顔を見み交かわす。


　ケーナが一声吠ほえ、駆かけ出した。それにつられて、みんな周囲の者と手を取り合って踊りに加わる。ただし、フロストだけは輪の外で寝ねそべったまま、呆あきれ顔で騒さわぎを眺ながめていたけれど。


　楽団は気を利きかせ、明るく楽しい旋せん律りつを奏でた。ルビーウルフはテーブルの花はな飾かざりを取ってきて頭に載のせてはしゃいでいる。かと思えば姿が見えなくなり、探さがそうとした瞬しゆん間かん、背はい後ごから酒を浴びせられた。振ふり返ってみれば、ルビーウルフが酒さか瓶びんを抱かかえてきゃらきゃら笑っている。


　アルコールのせいか、この悪ふざけにジェイドも珍しく乗った。酒瓶の栓せんを抜いて振り撒まくものの、人並み外れた敏びん捷しようさを持つルビーウルフにはなかなか当たらない。しかも、いつの間にか靴くつを脱ぬいで裸足はだしになっている。


　彼女が動きを止めた一瞬を狙ねらい、大きく振りかぶって中身をぶち撒け──ルビーウルフはしゃがんで避よけた。そして彼女の背後に立っていたアーリアに、酒が頭から降り注ぎ──


「食べ物で遊んじゃいけません！」


　二人揃そろって怒おこられた。
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　料理と酒がなくなったのを機に、宴はお開きとなった。テーブルやランプの撤てつ収しゆうは明日に残し、火の始末だけをして、みんな自室に退ひき戻もどった。女官や兵士たちの朝は早いのだ。静せい寂じやくに包まれる中庭には、ルビーウルフとジェイドだけが残っていた。


　ルビーウルフの手には、ジェイドが執しつ務む室しつから持ってきたあの名めい簿ぼがあった。取り残されたテーブルに腰こし掛かけて名簿をぱらぱらと捲めくりながら、ルビーウルフは苦く笑しようする。


「よくまぁ、こんなに集まったもんだな。入隊したって土木工事させられるだけなのに」


　山脈に囲まれたグラディウスのため、開かい拓たくを提てい案あんしたのはルビーウルフだ。山を切り開いて海へ繫つなげるための準じゆん備びは、着々と進んでいる。


「たしかに落らく胆たんする者もいるかもしれないな。志し願がん者しやのほとんどが、ルビーウルフの近衛このえ兵を希望しているのだから。だが、開拓のために人員は不ふ可か欠けつだ」


「まぁね」


　ジェイドの言葉に、ルビーウルフは頷うなずいた。そして小さくため息をつき、自身が座すわっているテーブルの端はしに名簿を置きつつ、言う。


「いつも、ご苦労様。今日は楽しめた？」


「あぁ。いろいろ驚おどろくこともあったが」


　ジェイドは曖あい昧まいに笑う。キャスを少年と間違えて、勝手に落ち込んでいたことは秘ひ密みつにしておくことにした。


「そう、そりゃあよかった。どうも、ああいうちまちました踊りは苦手みたいだ。やっぱり宴えん会かいは馬ば鹿か騒ぎじゃないと、盛もり上がらないからね。──ところでさ」


　足元に目線を落とし、ルビーウルフはつぶやくように言った。両手を膝ひざの上で組み、親指をもじもじさせながら。


「お前、誰だれかと踊ったことあるの？」


　突とつ然ぜんの問いに、ジェイドはきょとんと目を丸くした。どうして彼女がそんなことを気にするのか、わからない。


「いいや、一度もないが」


「だったら、なんであんなに余裕なのさ」


　膨ふくれっ面つらで、ルビーウルフはジェイドを睨にらんだ。理り不ふ尽じんな怒いかりを向けられて困こん惑わくしながらも、ジェイドは事実を述のべる。


「男はなんでも完かん璧ぺきにこなさなければいけないと、老ろう師しに叩たたき込こまれたんだ」


　厳きびしい訓練を思い出し、身み震ぶるいする。けれども、それが真実味を感じさせたのだろう。ルビーウルフは破は顔がんし、ぽつりと呟つぶやいた。


「そっか……。よかった」


　何が『よかった』なのだろう。しかも、なんだか嬉うれしそうだ。老師の性せい格かくはルビーウルフも知っているはずなのに。ジェイドは首を傾かしげる。


　ルビーウルフは立ち上がり、ジェイドの手を取った。紅こう玉ぎよくの色をした瞳ひとみが月の仄ほの白じろい光を浴び、柔やわらかな輝かがやきを帯びている。


「じゃあさ、教えてよ。中ちゆう途と半はん端ぱに覚えただけじゃ、やっぱり悔くやしいし」


　音楽はないけどね、とルビーウルフが笑った。そしてジェイドの背中に手を回し──顔をしかめる。


「お前、酒さけ臭くさいな」


「誰のせいだ」


「あたしのせいだとでも？　油断してぼけっと立ってるほうが悪いんだよ」


　下から見上げてくる、勝ち誇ほこったような微笑ほほえみ。その笑顔に抗あらがうことができず、ジェイドは彼女の細い腰こしを引き寄せ──


「フロスト様、邪じや魔ましちゃだめですよぅ！」


　中庭の一いつ郭かくを仕切る垣かき根ねの向こうから、フロストが憎にく々にくしげな目つきで現あらわれた。尻尾しつぽにしがみついたキャスをずるずると引きずっている。その後ろからも見知った顔がわらわら出てきた。アーリアにエルミナ、ケーナまで勢ぞろいだ。


「見つかっちゃいましたわね」


　エルミナが残念そうに言う。しかしジェイドはそれどころではない。なんだか、とても恥はずかしい現場を見られたような気がする。


　ルビーウルフはすぐさまジェイドから身を離はなした。つまらなそうに溜ため息をこぼし、聞き逃のがしてしまいそうなほど小さく舌した打うちした。それから余よ裕ゆうの笑顔を見せ、ひょいっと肩かたをすくめる。


「残念。また今度ね」


　観客がいることをルビーウルフは知っていたのだろうか。彼女の勘かんならあり得る。すべて知ったうえで、単たん純じゆんに踊りを楽しみたかっただけなのかもしれない。
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　けれど、もし気づいていなかったのなら。邪魔が入らなければどうなっていたのだろう。訊きいたら答えてくれるだろうか。しかし──


　ルビーウルフはフロストやキャスたちのもとへ駆かけていき、小こ突づき合いながら笑っている。彼女が女王となる以前には、考えられなかった光景だ。


　この明るさがグラディウス全体に広がっていけばいいのに。──いや、ルビーウルフならきっと可能だ。無む条じよう件けんに、そう信じてしまう。


　冷たい北風がジェイドの頰ほおを撫なでた。近々、雪も降ふり始めるだろう。厳きびしい季節が始まる。


　それでもグラディウスは、寒さになど負けない。春の雪ゆき解どけを歓かん喜きで迎むかえるため、耐たえ忍しのぶことを知っている国なのだから。




　４　恋こいするうさぎ







　お人形が落ちてる。


　その少女を見た第一印象がそれだった。蜜み柑かん色いろの明るい髪かみをきつく巻まいてレースのリボンで二つに結ゆい、桃もも色いろのドレスがよく似に合あう。廊ろう下かの片かた隅すみにちょこんと座すわり込んだ女の子は、ルビーウルフの知らない少女だった。


「どちら様？　迷まい子ご？」


　呼よび掛かけに、少女は伏ふせていた顔を上げた。涙なみだぐんだ双そう眸ぼうは鮮あざやかな青玉サフアイヤ、頰ほおは薔薇ばら色いろ、抱だきしめたうさぎのぬいぐるみの耳にも造ぞう花かとリボンの飾かざりがついている。


　よそから勝手に入ってきたわけではないはずだ。だってここは王おう城じようなのだから。だとすれば、誰だれか高官の娘むすめか親類か。なんにしろ、このまま放ほうっておくわけにはいかない。


「お父様の所に行こうと思ったのです……。でも、アンジュ迷まよってしまいました……」


「親父おやじさんの名前は？」


「アンジュのお父様はロベールという名です。女王陛へい下かにお仕えしているのです」


　涙ぐみながら、そう言ったアンジュは少し誇ほこらしそうだった。そしてルビーウルフも、この少女の身元が判はん明めいして安あん堵どする。


　ロベール・エルカインド。グラディウスの元魔ま導どう騎き士しで、つい先さき頃ごろ、宰さい相しようとなった人だ。彼の家族にはルビーウルフも会ったことがあるけれど、末っ子の娘は当時十歳さいで、自じ宅たくにこもっていた。


　怖こわがりだから、とアンジュの兄たちが庇かばっていたのもわかる。抱いているぬいぐるみのせいでそう思うのかもしれないが、子うさぎのような印象だ。人前に出したくない兄たちの気持ちも納なつ得とくできるほどアンジュは愛らしい少女だった。


　ロベールが宰相となったことで、その家族が近々王城に移うつり住んでくることは知っていた。いくつもの棟とうを渡わたり廊下で繫つないだ構こう造ぞうをしているグラディウス王城だから、慣なれていないとすぐ迷ってしまう。けれど、ルビーウルフもアンジュの家族が暮らす部屋を把は握あくしていないから送っていくこともできない。


　ルビーウルフは狼おおかみのフロストとケーナを引き連れ、自室に戻もどる途と中ちゆうだった。体が鈍なまらないよう、新兵訓練に連日参加しているのだ。だから今は愛用の〈導みちびきの剣けん〉ではなく、模も造ぞう刀とうを携たずさえている。〈導きの剣〉は見た目が派は手でだから、もし帯刀していたらアンジュを怯おびえさせていたかもしれないと思ってルビーウルフはほっとした。


　アンジュは大きな瞳ひとみで物もの珍めずらしそうに狼たちを見つめていた。フロストは見知らぬ少女を警けい戒かいして距きよ離りを取っているけれど、ケーナはおとなしく視線を受け止めている。


　狼なんて見たことがないのだろう。きっと犬だと思っている。そうでなければ普ふ通つうは怖こわがるものだ。王城に仕える者たちも慣れてしまって、今ではすっかり犬扱あつかいだし。きゃあきゃあ喚わめかれても面めん倒どうだから、わざわざ狼だと教える気もない。


「とりあえず親父さんの所に行こうか。連れて行ってあげる」


「お父様のこと、知ってるのですか？」


「まぁね。世話になってるよ」


　ルビーウルフはアンジュの手を取り、立ち上がらせる。


「ありがとうございます。ええっと、あの……お名前は？」


「ルビーウルフ」


　端たん的に答えると、アンジュはその名前を反はん芻すうしてルビーウルフの手を強く握にぎり返した。そして恥はずかしそうに、うさぎのぬいぐるみをぎゅっと抱かかえ込んで俯うつむく。しかし、歩くたびに跳はねて揺ゆれる巻き髪のお下げが、まるで浮うかれたウサギみたいだなと思ってルビーウルフはこっそり笑いを漏もらした。
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　父親の所に連れていくと言ったものの、ルビーウルフもロベールの居い場ば所しよを知らなかった。だから向かった先は、ロベールの居場所を知っていそうな人の所。


「あぁ、お父様！」


　ジェイドの執しつ務む室しつに通したとたん、アンジュはそこにいた壮そう年ねんの男に駆かけ寄って抱きついた。鉛なまり色いろの髪と鉄てつ紺こんの瞳ひとみが落ち着いた印象を与あたえるその人こそ、ロベール・エルカインド。アンジュの父だ。ロベールはソファに座ざしたままアンジュを抱きとめて目を丸くし、それから立ち上がってルビーウルフに敬けい礼れいを寄よ越こした。


「なんだロベール、ここにいたのか。探さがす手間が省けてよかったよ。落とし物を届とどけにいこうと思ってたんだ」


「ルビーウルフ、人の家の子を物か荷物みたいに言うものではないよ」


　ロベールと対たい座ざしていた金きん髪ぱつの騎士──ジェイドが呆あきれたように言う。しかしロベールは首を横に振ふり、構かまいませんと微笑ほほえんだ。そしてルビーウルフに深々と頭を下げ、アンジュを抱き上げる。


「一人で部屋から出てはいけないよ、アンジュ。どうしても外に出たいなら兄さんたちに付き添そってもらいなさい。──そもそも、どうして出歩いていたんだ？」


「うさぎさんの尻尾しつぽが取れてしまったのです。せっかくお父様が買ってくださったのに……」


　言って、アンジュは白い毛玉のようなものをロベールに差し出した。


「タニアは縫ぬってくれなかったのか？」


「お母様はお裁さい縫ほうが下手っぴです。お母様にお願いしたら尻尾を小さく縫いすぎて、なくなってしまいます」


　ぷくっと頰ほおを膨ふくらましてぬいぐるみを抱え込んだアンジュの言葉にロベールは苦く笑しようする。娘むすめの口から妻の弱点を暴ばく露ろされて、気き恥はずかしいのだろう。


「仕方ないな。あとで直してあげるから、今はおとなしく部屋に戻りなさい」


「わかりました。でも、お父様。アンジュはもう十一歳さいです。立りつ派ぱなレディです。抱っこなんて子こ供ども扱いはやめてください。紳しん士しが見てらっしゃるのに、恥ずかしいです」


　ぬいぐるみを抱いてレディだなんて言われても、微笑ましいだけでまったく説得力がない。ルビーウルフとジェイドが笑いを堪こらえて見守る中、ロベールは名残なごり惜おしそうに娘を腕うでから下ろした。


「そろそろ子こ離ばなれの時期ですね」


「いいえ、まだ早いですよ。末っ子で、女の子ですから。まだまだ手放せません」


　ジェイドの指し摘てきにロベールは顎あごを反そらせて冗じよう談だんっぽい口調で言った。生き真ま面じ目めな彼だが、娘には甘あまいようだ。また子供扱いして！　と憤ふん慨がいするアンジュに手を焼くロベールが可お笑かしくて、ルビーウルフはとうとう声を立てて笑い出してしまった。そんなルビーウルフに、ジェイドが苦笑を向ける。


「それより、ルビーウルフ。その格かつ好こうだと、さてはまた新兵訓練に参加していたな。運動になるから止めはしないが、彼らは素人しろうと同然なんだから、あまり本気で相手をするなよ。せっかくの志し願がん者しやが逃にげ出してしまう」


　ルビーウルフが腰こしに佩はいた模造刀を指差し、ジェイドは言った。


　男物の古着を無造作に着て剣けんを携たずさえたルビーウルフの勇ましい姿すがたは、もはやグラディウス王城の名物だ。彼女が王族らしく正装していることのほうが珍しい。身軽で着飾らない服装を好むのをもったいないと嘆なげいていた女官たちも、葡ワ萄イ酒ン色の短たん髪ぱつと紅こう玉ぎよくの瞳が映はえるのならどんな格好でも良いと今ではすっかり諦あきらめている。ジェイドも妥だ協きようしてくれているのだが、もう少し教養を磨みがくことに専せん念ねんして欲ほしいというのが本音なのだろう。それをわかっているから、ルビーウルフは反はん論ろんすることなく、わかってるよと言って肩かたをすくめるだけに留とどまった。


　ロベールはルビーウルフとジェイドに敬礼を送ってから、アンジュの手を引いて執務室を辞そうとした。それをルビーウルフが呼び止める。


「仕事の話をしてたんじゃないの？　部屋の場所教えてくれたら、代わりに送っていくよ」


「いいえ、もう終わって雑ざつ談だんしていましたから。お気き遣づかい感かん謝しやいたします」


　頭を下げ、晴れやかに笑っているロベールの姿に、ルビーウルフは養父の面おも影かげを重ねた。アンジュを見るロベールの瞳ひとみはモルダや仲間たちを思い出させる。それだけで、アンジュがロベールにどれくらい大切にされているか、手に取るようにわかるというものだ。


　行くよ、と父親に促うながされたアンジュは、どういうわけかその場から動かなかった。俯うつむき、上目遣いの青い眼まな差ざしをルビーウルフたちに向けてくる。ぬいぐるみの頭に顔を半分埋うめるようにして、もじもじと恥ずかしそうに切り出した。


「あの……また、ここに来てもいいですか？　アンジュ、ケーナちゃんと遊びたいです」


　ここに連れてくる間に、アンジュはケーナの砂すな色いろの毛皮に触ふれて大たい層そう気に入ったようだった。穏おだやかな性せい格かくのケーナだから、子供の相手をさせても問題ないだろう。


「いいよ。ケーナは遊んでくれる人が好きだから。迷まい子ごになってもケーナと一いつ緒しよなら安心だし。明日もこの時間にケーナたちを連れてくるから、遊びにおいで」


　言いながら、ルビーウルフはアンジュの頭を撫なでてやる。蜜み柑かん色いろの髪は子供独どく特とくの柔やわらかさで、手に心地ここちいい。アンジュは頰を紅こう潮ちようさせ、嬉うれしそうに笑った。
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　それからというもの、アンジュは毎日のように顔を見せるようになった。ルビーウルフがケーナを連れて訪たずねて行くと、アンジュは執しつ務む室しつのソファに腰こし掛かけて、子供向けの読み物を読みながらおとなしく待っている。時には、ジェイドがその本を読み聞かせしてやっていることもあった。


　道を覚え、迷まようことなく一人で来ることができる場所がアンジュにとって限かぎられているし、ここなら自動的にジェイドがアンジュの護ご衛えい役になるから安心だ。しかし──


　ケーナと遊ぶというのは、どこか口実めいているように感じられた。たしかに毎日、ケーナと球遊びをするアンジュは楽しそうだ。自然とルビーウルフが付き添そうことになるし、ジェイドも時間があれば付き合う。ジェイドにロベールの働きぶりを聞かされる時など、アンジュは本当に嬉しそうだ。父親を褒ほめられることが誇ほこらしいのだろう。場合によってはルビーウルフにも理り解かいできない難むずかしい話をして、二人で話し込こむこともある。


　アンジュの目的は、そこに重点が置かれているのではないかとルビーウルフは察した。


　最初にここへ連れてきた時だって、父親に甘あまえるのを紳しん士しの前だからと恥ずかしがっていた。あの場でロベール以外に紳士と呼べるのはジェイドしかいない。アンジュは彼の目を気にして、レディだなんだと拘こだわっていたのだ。


「考えすぎだろう。アンジュはまだ子こ供どもなんだから、単たん純じゆんにケーナと遊びたいだけだ」


「そんなこと言って、実は嬉しいんじゃないの？」


　アンジュがケーナとじゃれ合うのを眺ながめながら、ルビーウルフはにまにま笑って対座しているジェイドの表ひよう情じようを窺うかがった。


　冬の長いグラディウスは、まだ雪が深く空気は刺さすように冷たい。だからアンジュがケーナと遊ぶのは、いつもこの執務室だ。小一時間ほど遊んで、疲つかれると昼ひる寝ねをしたり茶を飲んだりして休きゆう憩けいしてから、通い慣なれた足取りで帰っていく。


　ちなみにフロストは不在だ。アンジュはフロストにも遊びに参加するよう要求するから、それをうざったく思って、この時間になるとどこかに姿すがたを隠かくしてしまう。


「だって、ケーナだけをアンジュの部屋まで行かせるって言ったら、それは嫌いやだって言うんだ。つまりアンジュはここに来たいんだよ。誰だれかさんに会いたくて」


　ソファに腰掛け、茶を啜すすりながらルビーウルフは言う。しかしジェイドは無関心を装よそおって受け流した。たしかに、十一歳の子供に女として慕したわれても困こまるのはわかる。けれど、そんな淡たん白ぱくな態たい度どでいられるのはルビーウルフにとって心底つまらない。そこで次の一手を考えた。


　アンジュから預あずかっているぬいぐるみをきつく抱だき、上目遣いでジェイドを見つめる。


「アンジュはジェイド様のことが好きですぅ」


　語ご尾びを伸のばして甘ったるく脚きやく色しよくし、アンジュの仕草を真ま似ねてみた。するとジェイドは咳せき払ばらいして横を向く。頰ほおがほんのり赤い。やはり、まんざら嫌でもなさそうだ。その様子が可笑しくて、ルビーウルフはけらけら笑う。


「ほら、照れてる。いいじゃん、アンジュ可愛かわいいし」


「いや、これはアンジュではなくて……」


「何をお話ししているのですか？」


　ジェイドが何か弁べん明めいしようとしたところへ、アンジュが駆かけ寄ってきて訊たずねた。なんでもないよ、と微笑ほほえみながらジェイドが答えると、アンジュは素す直なおに納なつ得とくする。


「アンジュ、こっちにおいで」


　ルビーウルフはアンジュを呼び、隣となりに座すわらせた。遊ぶうちによれてしまったリボンを結び直してやる。無む邪じや気きなアンジュが懐なついてくるのを妹ができたみたいに思って、つい構いたくなってしまうのだ。
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　まだ遊び足りないケーナが布ぬのと木もく毛ようで拵こしらえた球を銜くわえて持ってきて、アンジュやルビーウルフを遊びに誘さそう。そういえば、アンジュが疲つかれを訴うつたえるにしてはまだ早い時間だ。


「もう飽あきたのか？」


「いいえ、楽しいです。ケーナちゃんはすごいですよ。いろんな物を並ならべて、アンジュが持ってきてってお願いした物を見分けて持ってきてくれるのです。飽きたりなんてしません。でも、ルビーウルフ様とジェイド様がとても楽しそうにお話ししてらっしゃるから……」


　アンジュは不安そうな表情になって、ルビーウルフとジェイドの顔を交こう互ごに見やる。きっと、ジェイドをルビーウルフに独ひとり占じめされているように感じて不満なのだろう。


「アンジュはケーナと遊ぶのと、茶を飲んだり話をしたりするの、どっちが目的でここに来るんだ？」


　ルビーウルフの確かく信しんめいた問いに、アンジュはわかりやすく頰を染そめた。その頰に両手を当て、恥はずかしそうに俯いて喋しやべりだす。


「ケーナちゃんと遊ぶのは大好きです。でも……ここに来るとアンジュの大切な方に会えるのです。初めてお会いした時、その方はアンジュの恋こい心ごころのど真ん中を射い抜ぬいたのです。きゃあ言っちゃった！　恥ずかしいです！」


　ルビーウルフの膝ひざからぬいぐるみを引ったくり、アンジュはばたばたと慌あわただしく部屋を出て行った。その後ろ姿を見送ったルビーウルフとジェイドの間に、しばし沈ちん黙もくが落ちる。


「ここに来るとぉ、アンジュの大切な方に会えるのですぅ」


「復ふく唱しようしなくていい……」


　アンジュの言葉を真似てからかうと、ジェイドは心底困った顔で天てん井じようを仰あおぐ。それを笑いながら、ルビーウルフもなんだか複ふく雑ざつな気持ちになった。今はまだ子供のアンジュでも、あと五、六年もすれば淑しゆく女じよと呼ぶに差し支つかえなくなる。そう考えるといっそう複雑になり、その感情の原げん因いんがわからなくてルビーウルフは首を傾かしげて頭を搔かいた。


　アンジュが出て行き、ルビーウルフにもジェイドにも遊んでもらえないと悟さとったケーナは、つまらなそうに球を齧かじって気分を紛まぎらわしていた。
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「あの、シャティナ陛へい下か」


　いつものように訓練を終え、ケーナを連れてジェイドの執務室へ向かう途と中ちゆう。ルビーウルフを呼び止めたのはアンジュの母、タニアだった。


　蜜み柑かん色いろの髪かみを結ゆい上げ、おっとりした眼差しはアンジュと同じ鮮あざやかな青。控ひかえめで思し慮りよ深く、微笑めば少女のように華はなやかな人だ。小こ柄がらで少しばかり幼い顔立ちのせいか、実際の年ねん齢れいよりずいぶん若わかく見える。そしてルビーウルフを元の名である『シャティナ』と呼よぶのは、夫と同じく真ま面じ目めな彼女らしい癖くせだった。


「タニア、『シャティナ』はもうやめてよ。どうしたって馴な染じまないんだ」


「申し訳わけございません。つい……」


「謝あやまらなくていい。慣なれないのはお互たがい様なんだ。少しずつ『ルビーウルフ』に直していってくれたらいいよ。──で、何かあったの？」


　恐きよう縮しゆくそうに頭を下げるタニアに、ルビーウルフは微笑みを向ける。行方ゆくえ不明になっていた姫ひめ君ぎみを十五年間ずっと『シャティナ』と呼んでいた人々に『ルビーウルフ』という名前を押おし付けているのだから、あまり強く拒こばむのも悪い気がした。


「このところ、娘むすめが大変お世話になっているようで……。その、アンジュは何かご迷めい惑わくをお掛けしているのではないかと……」


「そんなことないよ。あたしにもジェイドにも懐なついて、ケーナとも仲良くなったし。フロストは嫌がって逃にげちゃうけど、あいつはもともと構われるのが嫌きらいだから仕方ないね」


　苦く笑しようし、ルビーウルフが肩かたをすくめるとタニアは安あん堵どの表情を浮うかべた。そんなに心配するほどアンジュは素そ行こうの悪い娘ではないのに、過か保ほ護ごなのだろうか。それとも──


「そんなにびくびくしなくてもいいんだよ。もしアンジュが何か悪戯いたずらをしてもタニアやロベールを咎とがめたりしない。子供はやんちゃなくらいがいいからな」


　子供の悪戯をいちいち咎めていては、ルビーウルフは命がいくつあっても足りない。だってジェイドにちょっかいを出して遊んでいるのはルビーウルフ自身だ。調べ物をするために彼が立ちながら本や書類を読んでいる背はい後ごに回って膝ひざ裏うらを蹴けるなどして、よく怒おこられる。何かに集中している時のジェイドはルビーウルフが呼んでも反はん応のうがなかったりするから、それが気に食くわないのだ。


　しかしタニアは慌てた様子で首を横に振った。


「いいえ、違ちがいます。その逆ぎやくなのですわ、陛下。もしもあの子がご迷惑をお掛けするようなことがあれば、厳きびしく叱しかってやってほしいのです」


　これはまた、珍めずらしい注文だ。教育熱心なのかもしれないが、アンジュはそんなに悪さをするような子供でもない。むしろ礼れい儀ぎ正しくて素直で可愛かわいらしい。


　ルビーウルフが首を傾げていると、タニアは一礼して去っていった。


「わかんないな。アンジュは良い子だよね？」


　傍かたわらのケーナに問うと、ケーナは尻尾しつぽを振ふることで同意を示しめした。





　　　　†




　別に、アンジュがジェイドに付きまとっていたって気にならない。ただ、タニアの言葉が胸むねに引っ掛かかっていた。だからルビーウルフは翌よく日じつから訓練を早めに切り上げて、アンジュが来る前から執しつ務む室しつに居い座すわっていたのだが──


「……どうも落ち着かないな」


　本ほん棚だなの前で分ぶ厚あつい本を読みながら、ジェイドは溜ため息混まじりにつぶやいた。


「何が？」


「おとなしく座っていてくれるならいいのだが、油ゆ断だんすると何をされるかわからない」


　ルビーウルフがちょっかいを出すのを、ジェイドは恐おそれているようだった。半はん眼がんでルビーウルフを睥へい睨げいしてくる。そんなに嫌いやだったのかと反省する反面、少しばかりむかっとしてしまう。だって、アンジュが付きまとっていても文もん句くなんて言わないくせに。


「あたしだって、嫌がらせがしたくてちょっかい出してるんじゃないよ。なんかこう、無視されるのが嫌っていうか、反応がないとつまんないっていうか」


「構ってほしいのか？」


「そこまでは言ってない。曲解するな」


　ソファに座ってふんぞり返り、唇くちびるを尖とがらせる。否ひ定ていしたものの、実はその通りだ。ジェイドに構ってもらえないと、どうしても振り向かせたくなってしまう。


　そんなルビーウルフの心中を見み透すかしたように、ジェイドは軽く笑いを漏もらした。翠みどりの瞳ひとみが穏おだやかに細められる。


　どうも最近の彼はルビーウルフの言動を鷹おう揚ような目で見ているようだ。ずっと折り合いが悪かったフロストとも今では互いに不ふ可か侵しんなようで、理解しあっているわけではないけれど、いがみ合うことはなくなっている。以前のようにフロストの目を気にしなくてもよくなったせいか、余よ裕ゆうを手に入れたらしい。


　これ以上踏ふみ込こんだことを話すと、こちらが不利になってしまう。そう悟さとったルビーウルフは、ジェイドがアンジュのためにと用意してあったマフィンを一つ失しつ敬けいした。それを半分に割わって片方を自分の口に入れ、もう半分を足元に寄り添そっているケーナに与あたえる。ミルクと卵たまごの香かおりがふわりと広がり、その中に少し酸さん味みがあった。きっとチーズを加えているのだろう。素そ朴ぼくな味わいに、ルビーウルフの機き嫌げんが少しだけ上じよう昇しようする。


　マフィンでほっこりしたのも束つかの間、何か薄うすい板のような物で頭を軽く叩たたかれた。頭上から差し出されたそれを受け取り、ルビーウルフは眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。それはアンジュがここで待っていた時に、気に入って読んでいた子供向けの読み物だった。美しい装そう丁ていの表紙には鈴すず蘭らん水すい仙せんの精せいらしき女の子と、羊ひつじ飼かいの少年が描えがかれている。いかにも女の子が好みそうな、恋こいのお伽とぎ話ばなしといった感じだ。


「暇ひまそうだから、それでも読んでおくといい。わからない言葉があれば辞書を引け。本棚にあるから」


　読み書きがまだ不十分なルビーウルフにとっては、絵本を読むのだって一苦労だ。つまり、時間を持て余あましているくらいなら勉強をしろとジェイドは言いたいらしい。


　本心は勉強なんて面めん倒どうだと思いつつも、本を放ほうり出す気にはならなかった。十一歳さいのアンジュが読んでいたのに、投げ出してしまうのはなんだか情なさけないように感じたのだ。


　しかし、表紙を開いたとたんに、うっと呻うめいてルビーウルフは嫌な汗あせをかいた。見覚えのある単語が少ししか見当たらない。読み取れる言葉を無理やり繫つなげて読んでみると『青い蝶ちように・たくさんのお菓か子し・持ってきた・空色の・牛』となった。意味がわからない。どんな牛だそれはと八つ当たりをつぶやき、本を閉とじてしまった。それから、ふと思い出すことがあって勢いきおいよく立ち上がり、閉じた本をジェイドに突つき返す。


「こんなの、難しくて読めない。読み聞かせしてよ」


　アンジュがここでルビーウルフとケーナを待っていた時、ジェイドはアンジュに本の読み聞かせをしてやっていた。それを思い出したのだ。


　しかし、ジェイドは呆あきれたように溜め息をこぼした。失望ではないけれど、十一歳の子供より教養のない女王に対して、掛ける言葉もないといった感じだ。


「ルビーウルフ、勉強というのは自分で辞書を捲めくって調べるからこそ身につくんだ。ある程てい度ど読めるようになったら音読して本当に理解しているのか確かめることも必要だが、まず大おお雑ざつ把ぱでもいいから文章を読み取れるように努力してくれ。そうでなければ読み聞かせをしても、ただ『聞いているだけ』になってしまう」


「そんなこと言われたって、辞書に書いてある言葉も読めないんだ。それじゃあいつまで経たっても覚えられない」


　文字を目で追うという習慣を持たなかったルビーウルフにとって、辞書は絵本より難なん解かいな言葉に溢あふれた書物でしかない。だから読めない単語は、誰かに音読して教えてもらうしかないのだ。しかし、厳きびしい師しのもとで育ったジェイドには、十五歳になっても文字が読めない感覚がどういうものなのか理解しがたいのだろう。


　それでもジェイドは失言したことを悟さとり、己おのれを基き準じゆんにものを言ってしまった後こう悔かいを表情に出した。謝罪の言葉を述のべようとした彼に、ルビーウルフは本を押し付けてきつく睨にらむ。


「できる人間が、そうでない奴やつに謝るのって侮ぶ辱じよくだよ。剣けんの試合で、勝ったほうが負けた相手にごめんなさいなんて言ったらすごい嫌味だろ。それだったら、もっと修しゆ行ぎようしろとか激げき励れいされるほうがやる気も出る。それと同じだ」


　謝る機会を奪うばわれたジェイドは閉へい口こうするしかない。険けん悪あくな空気を嗅かぎ取ったケーナは困ったようにきゅうきゅう鼻声を出しながら、金色の目で二人の顔色を窺うかがっていた。何も悪くないのに、いたたまれない思いをしているケーナを気の毒に思ってルビーウルフは表情を和やわらげる。


「ケーナは悪くないよ。ただ、あたしは少し頭を冷やしたいから外で素す振ぶりでもしてこようかな。ケーナはここでアンジュを待って、遊んであげて」


　ケーナの頭をぽんぽんと軽く叩たたくように撫なで、ルビーウルフはジェイドに背を向けた。それから肩かた越ごしに振り返り、皮肉めいた笑いを彼に送る。


「邪じや魔ま者は消えるから、アンジュと仲良くね。でも、歳としの差だけは忘わすれるなよ。もしアンジュに妙みような真ま似ねしたら、一生軽けい蔑べつするから」


「待て、何の話だ」


　ドアに向かって歩き出したルビーウルフの腕うでを摑つかんで、ジェイドは苦い表情に汗を浮うかべていた。頭ず痛つうでもするのか、こうべを垂たれて額ひたいに手を添そえる。


「なぜ、そこでアンジュが出てくる？　何かひどい勘かん違ちがいをしてないか？」


　ルビーウルフは口を噤つぐんだ。言いがかりだと、彼女自身がよくわかっている。ジェイドがアンジュに優やさしいのは、子供に対する慈いつくしみの思いがあるからだ。


　それでも、どういうわけか苛いら々いらしてしまう。アンジュはまだ子供だけど、成長すればきっと綺き麗れいになる。タニアに似にて、しとやかさも身につけるだろう。それに何より、ルビーウルフよりも立りつ派ぱな素養がある。そんなアンジュがジェイドのそばにいると、妙に落ち着かない気分になるのだ。


　それがアンジュに対する劣れつ等とう感だとしたら、みっともないにも程ほどがある。子供相手に卑ひ屈くつになっている姿なんて、誰だれにも見せたくない。


　ジェイドの手を振り払はらい、足早に立ち去ろうとした。けれどジェイドも諦あきらめなかった。もう一度ルビーウルフの腕を捕つかまえ、今度は力ちから任まかせに振り向かせる。そして彼女の両肩に手を添え、厳きびしい顔つきで見下ろした。紅あかと翠みどりの眼まな差ざしが、ぶつかってせめぎ合う。


　それは一いつ瞬しゆんのことだったのか、長い間だったのか、ルビーウルフにはわからない。ただ、睨み合いは先に視線を外したら負けだ。意地とか自じ尊そん心しんではなく、ほぼ本能でこの勝負から退ひきたくなかった。負けを認みとめることは、自然界なら捕とって食われてもいいという諦てい念ねんを示しめす。


　負ける気などないルビーウルフに対し、ジェイドは意を決したように口を開いた。


「品ひん格かくを疑うたがわれるような真似をしたなら、それは素直に謝あやまるし、改める。だが、妙な勘違いをされたままでは俺おれも納なつ得とくいかないな。──この際さいだからはっきり言うぞ。俺は他の誰でもなく……」


　ルビーウルフの肩を摑んでいるジェイドの手に力がこもった、その時。


「お待ちなさい！」


　ドアが勢いよく押おし開けられ、甲かん高だかい怒ど声せいが響ひびいた。声の主──アンジュは愛らしい目をきつく吊つり上げ、ふっくらした唇くちびるを怒いかりに戦慄おののかせていた。抱だかれたうさぎのぬいぐるみは首を絞しめ上げられ、今にも縫ぬい目がはち切れて綿わたが飛び出そうになっている。


　嫉しつ妬との匂においを撒まき散らしながら、アンジュはルビーウルフとジェイドに歩み寄った。そして二人の間に割って入り、腕をうんと伸のばしてジェイドに指を突きつける。


「なんですの、あなた！　アンジュのルビーウルフ様に何をなさるおつもり　前々から怪あやしいとは思っていましたが……やっぱりそういう目でルビーウルフ様を見ていたのですね！　汚けがらわしいです不ふ潔けつです！　男同士なのに！」


　ジェイドに怒いかりをぶつけ、アンジュは肩で息をする。しかし、そんなアンジュの沸ふつ騰とう具合とは裏うら腹はらに、ルビーウルフとジェイドは二人揃そろって眉み間けんに皺しわを寄せていた。まさかと思い、ルビーウルフは落ち着いた声こわ音ねでアンジュに問う。


「アンジュ、今なんて言った？」


「ジェイド様は男色家だったのです。男同士でべたべたするなんて理ことわりに反します。だから近寄っちゃだめです。ルビーウルフ様をそっちの世界に引き込もうだなんて、アンジュが許ゆるしませむぎゅぅ」


　言葉の最後が妙みような鳴き声みたいになったのは、ルビーウルフが背はい後ごからアンジュの両りよう頰ほおをつねったからだ。痛いたさにじたばた暴あばれ、拘こう束そくを逃のがれたアンジュは非ひ難なんがましい目をルビーウルフに向ける。


「何をなさるのですかルビーウルフ様。アンジュはただ、愛するルビーウルフ様をお守りしようと」


「女だから。あたし」


　アンジュの言葉を遮さえぎって、はっきりと告げた。抗こう議ぎしようと口を開いたまま固まってしまったアンジュの頭と顎あごを摑み、かくんと元に戻もどしてやる。


　言動や服ふく装そうのためか、昔から男に間違われることは何度かあった。しかし、間違われた挙あげ句くに惚ほれられたなんて初めてだ。アンジュが懐なついているのは、てっきりジェイドだと思っていたのに。


　そして、そのジェイドはというと、ルビーウルフに背を向けて肩を震ふるわせていた。必死に笑いを堪こらえている。自分が男色家と言われたことは聞こえていなかったのか、それともそんなことに腹を立てる余よ裕ゆうすらなくなるほど可お笑かしいのか。たぶん後者だなと悟さとってルビーウルフは舌した打うちした。あとで一発殴なぐってやると心に誓ちかう。


　硬こう直ちよくを脱だつしたアンジュは、その場にへなへなと座すわり込んでしまった。ぬいぐるみを胸むねに抱かかえ、鼻をぐずぐず鳴らして泣き出す。そして涙なみだまみれの青い瞳ひとみで、ぎりっとルビーウルフを睨にらみ上げた。


「迷まい子ごになったアンジュを助けてくれた貴き公こう子しだと思っていたのに、詐さ欺ぎです！　なんたる非道！　女王陛へい下かに罰ばつしてもらうがいいです！」


　子こ供どもらしく愛らしかった彼女はどこへ行ったのか。素直ないい子だと思ったが、どうも己おのれの感情に素直すぎるようだ。簡かん単たんに言うと自じ己こ中心。タニアが心配していたのはこれだったんだなと今さらながらに理解し、たしかにこれはえらい迷めい惑わくだと苦く笑しようするしかない。アンジュの兄たちが妹を隠かくしたがっていたのも、可愛かわいい妹を人目に触ふれさせたくないというよりアンジュのわがままっぷりを知られたくなかったからだろう。


　ルビーウルフは腰こしをかがめ、座り込んでいるアンジュと目線を近くした。そして唇を割り、白い歯を見せてにたりと笑う。


「悪いけど、あたしは女王陛下とは会えないなぁ。鏡を持ってきてくれたら会えるかもしれないけど」


　その言葉の意味を、アンジュはすぐに解かい釈しやくできなかったらしい。しばし訝いぶかしそうに首を傾かしげ、それからみるみる顔色を失っていった。


「だ、だって、女王陛下のお名前はシャティナ様だとお父様とお母様が……」


「それは昔の名前。今はルビーウルフだよ。狼おおかみに育てられた盗とう賊ぞくだ。ここにいるケーナともう一頭のフロストはね、あたしの母さんの曾ひ孫まごと孫で、狼なんだよ」


　笑えみを含ふくんでルビーウルフが教えると、アンジュはゆっくり首を巡めぐらせた。その視し線せんの先には、傍ぼう観かんを決め込こんだケーナがいる。床ゆかに伏ふせて苦く笑しようを浮うかべているが、その表情の変化はルビーウルフにしかわからない。アンジュから見れば、わずかに細められた金色の目は恐おそろしかったことだろう。びくりと身を震わせてすくみ上がる。


「あまり子供をいじめるな。男に間ま違ちがえられたことは、その、災さい難なんというか……。ともかく、アンジュだって悪気があったわけではないのだし」


　ジェイドがルビーウルフを窘たしなめたけれど、目め尻じりに浮いた涙が失笑の名残なごりを感じさせてますます腹はら立だたしい。


「男に間違えられたことで怒おこってんじゃないよ。その後の態度が良くないだろ。それからジェイド、お前笑いすぎ。あとで殴るから」


　暴ぼう力りよくを予告したルビーウルフにジェイドは肩をすくめて、それは嫌いやだなと苦笑まじりに答えた。そしてアンジュに手を差し伸べる。


「アンジュも反省しているよな？　素直に謝あやまればルビーウルフは許してくれるよ。さぁ、立って」


　差し出された手とジェイドの顔を、アンジュは交こう互ごに見つめ──失っていた顔色が精せい彩さいを取り戻した。むしろ以前よりも生き生きとした光が瞳に宿っている。ジェイドの手を取ったアンジュは頰を染そめてうっとりと微笑ほほえんだ。


「さようなら過か去この恋こい。こんにちは運命の出会い」


「えっ!?」


　アンジュの変わり身の早さに、ジェイドは頰を引きつらせた。まったく反省の色が見えないアンジュの脳のう天てんに、ルビーウルフは無言のまま拳こぶしを振ふり下ろす。きゃんっ、と犬が蹴けられたような悲鳴を上げ、アンジュは頭を抱かかえてうずくまった。


「タニアが言ってたよ。アンジュが迷惑を掛かけるようなら、厳きびしく叱しかってやってくれって」


　ルビーウルフは拳をぐっと握にぎり、にっこり笑ってアンジュを見下ろした。アンジュはわたわたと這はうようにジェイドの背はい後ごに隠れる。


「ひどい、お母様の裏うら切ぎり者！　助けてください、ジェイド様！」


「ルビーウルフ、暴力は良くない。相手は子供なんだから」


　ジェイドがアンジュを庇かばったのを、ルビーウルフは半眼で睨みつけた。


「子供が悪さをしたら、大人がこうやって叱るもんだ。あたしなんか、どれだけモルダの拳げん骨こつ食らったことか」


「それで素直に育てばいいが、アンジュにはそういう習しゆう慣かんはないんだ。ここは俺に任まかせてくれ」


　言うと、ジェイドは片かた膝ひざをつき、アンジュがルビーウルフに殴なぐられた拍ひよう子しに放ほうり出してしまったぬいぐるみを拾い上げた。ぽんぽんと軽く叩たたいて埃ほこりを落とし、そっとアンジュの手に戻してやる。


「アンジュ、気持ちは嬉うれしいが俺にも片恋の相手がいるんだ。できれば、その思いが実を結ぶように祈いのっていて欲ほしい。アンジュにならきっとたくさんの求きゆう婚こん者しやが現あらわれるよ。その中から生しよう涯がいを共にする相手を見つけ出す目を、今は養う時期なんだ。将しよう来らい、その相手を見つけた時には、アンジュの好きな花をお祝いに贈おくらせてくれないか」


　はっきりと断ことわりながらも、アンジュの自じ尊そん心しんを傷きずつけない配はい慮りよも忘れない。ちょっと気取りすぎじゃないのかとルビーウルフは思ったけれど、アンジュは彼の言葉を受け止めて嚙かみ締しめているようだった。黙もくし、うさぎのぬいぐるみを抱きしめている。


「……鈴すず蘭らん水すい仙せん」


　小さくつぶやかれたのは、白い花の名だった。釣つり鐘がね状じようで、花か弁べんの縁ふちには緑の斑はん点てんが行ぎよう儀ぎよく並ならぶ可愛らしい花。雪の塊かたまりとも呼ばれるその花を、アンジュは所しよ望もうした。


　そういえば、この部屋でアンジュが読んでいた本の表紙に描えがかれていたのも鈴蘭水仙だった。ジェイドに読み聞かせしてもらった本だから、とっさに思いついたのだろう。


「鈴蘭水仙がいいです。綺き麗れいなリボンで束ねて、両手一いつ杯ぱいにです。どんな季節にでも、絶ぜつ対たいですよ。噓うそをつく人、アンジュは嫌きらいです」


「わかった。約束だ」


　ジェイドが承しよう諾だくして頭を撫なでてやると、アンジュはようやく笑顔を見せた。そのあどけない表情は年相そう応おうの少女らしく瑞みず々みずしい。けれど、今日はもうケーナと遊ぶ気にもなれないのだろう。気まずそうにお辞じ儀ぎをして、出て行ってしまった。


「お見事」


　ルビーウルフは気のない拍はく手しゆをジェイドに送った。どういうわけか、彼の働きを素直に賞しよう賛さんする気にはなれない。どうもすっきりしないのだ。その原げん因いんは──


「片恋ってほんと？」


　単なる好こう奇き心しんだ。他意はない。しかし、立ち上がったジェイドは肩かたをすくめ、翠みどりの瞳でルビーウルフを見下ろしてくる。
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「アンジュを納なつ得とくさせるための方便だが、気になるのか？」


　綽しやく然ぜんとした態たい度どで言われ、むかっとした。ぷいっと横を向いて唇くちびるを尖とがらせる。


「別にぃ。──あ、そうだ」


　あることを思い出し、ルビーウルフはジェイドに歩み寄る。そして拳を強く握り、ジェイドの腹はらに叩たたき込んだ。


「なんだ、どうした？」


　ジェイドはまったく応こたえていない。鍛きたえた腹ふつ筋きんはびくともしなかった。むしろ、殴ったルビーウルフの拳がびりびりと痛いたんだほど。


「さっき殴るって予告したから。実行」


「なるほど」


　拳の痛みを隠し、しれっとした態度で言うとジェイドは合が点てんがいったように笑った。まだ少しすっきりしない感じがするけれど、ここで納得しておいたほうが身のためだという気がして、深く追つい及きゆうしないでおく。


　二人の傍かたわらでは、ケーナが眠ねむそうに大きな欠伸あくびをしていた。





　　　　†




　その数日後のこと。


　フロストが憔しよう悴すいしきった様子でルビーウルフの部屋に引きこもるようになった。なんでも、アンジュがお気に入りのハンカチを失くして、それを匂においで探さがし当ててやったフロストに付きまとうようになったのだとか。普ふ段だん、他者に対して無関心なフロストが気まぐれを起こしたばっかりに災難なことだ。


　どうも、アンジュは熱しやすく冷めやすい、しかも優やさしくしてくれた相手に対してすぐ熱を上げては付きまとうという困った性せい格かくの持ち主だったようだ。


　自身の経けい験けんからフロストを気の毒に思ったルビーウルフはロベールを呼よびつけ、子供の躾しつけはもっとしっかりね、と苦言を呈ていしておいた。しかし、アンジュのことだから親の言うことなど右から聞いて左へ抜ぬけていきそうな気がする。


　とりあえずアンジュの熱が冷めるまで、もしくは彼女にとって最良の人が現れるまで、誰かが生いけ贄にえにならなければいけないんだろうなと思ってルビーウルフは嘆たん息そくし、ジェイドがアンジュに鈴蘭水仙を贈る日が早く来ることを切に願った。




　５　憂ゆう愁しゆうの魔ま女じよと憂ゆう世せいの弟で子し







「衣食住は提てい供きようするわ。あとは勝手に育ちなさい」


　それが、彼女の最初の言葉だった。





　　　　†




　ジェイドがエリカのもとに引き取られてから、もうすぐ十二年。時間の流れから切り離はなされたように若わかさを保たもつ美び貌ぼうの老魔ま導どう師しは、柳りゆう眉びをきりりと吊つり上げて、相談を持ちかけたジェイドを睥へい睨げいしていた。


「何をふざけたこと言ってるのよ冗じよう談だんじゃないわよ馬ば鹿かじゃないの？」


　息いき継つぎなしで吐はき捨すてて、手にした杖つえでとんとん床ゆかを突つき鳴らす。苛いら立だっている時の、彼女の癖くせだ。


「あなたがいなくなったら、誰だれがこの家の掃そう除じをするの？　洗せん濯たくなんて自分でやりたくないわ、手が荒あれるじゃない」


「老師、弟子と召めし使いを混こん同どうしないでください……」


　反はん論ろん一つするのだって、ジェイドにとっては命いのち懸がけだ。エリカが少し動いただけで、さっと身み構がまえて後こう退たいする。しかし、そんなジェイドの警けい戒かいとは裏うら腹はらに、エリカは不ふ機き嫌げんそうに髪かみを搔かきあげただけだった。


　ジェイドがエリカのもとへ引き取られたのは、彼が三歳さいの頃ころだった。両親を亡なくしたばかりの彼を受け入れてくれる縁えん者じやはおらず、もはや親しん戚せきとも呼よべない細い縁えにしを辿たどってエリカに白羽の矢が立ったのだ。


　山の中にごろんと転がった、巨きよ大だいな岩の邸てい宅たく。その門前で置き去りにされ、夜になるまで待った。白魔女と呼ばれるエリカを恐おそれたジェイドの親類に、そう言いつけられたのだ。エリカと顔を合わせたくなかったのだろう。


　夜になってからドアを叩たたいて、顔を出したエリカに手紙を渡わたした。ジェイドの親類がエリカに宛あてたものだ。それを読んでジェイドの顔を見て、彼女が発した言葉が例の一言。育児放ほう棄き宣せん言げんとも取れる発言だが、彼女は噓うそはつかなかった。六歳になる頃にはエリカに代わって家事をこなし、与あたえられた食材で好きなものを作って食べた。おかげでジェイドももうじき十五歳になる。それは、彼が前々から決意していた巣立ちの時期だった。


「十五になれば騎き士しの試験を受けられるのです、老師」


　そのために、この地を離れることを許ゆるして欲ほしいと請こうたのだ。しかしエリカは、それを快かい諾だくしてはくれなかった。


「騎士になる必要なんてないでしょう。名声が欲しいなら、私の知ち識しきと技ぎ術じゆつを全部見て盗ぬすめばいいことだわ」


「名声になど興きよう味みはありません」


　今度は身構えることなく、挑いどむ気持ちではっきりと告げた。これはもう決めたことなのだ。たとえエリカに止められても、必ず騎士になる。


　けれど、認めてもらいたかった。この厳きびしくて傲ごう慢まんな天才に。


「……あなたがコルコットの名を持っている限かぎり、父親の濡ぬれ衣ぎぬがあなたにも降ふりかかってくるわ。──忘わすれてしまいなさい、復ふく讐しゆうなんて。不幸になるだけよ」


　エリカの言葉に、ジェイドは唇くちびるを嚙かんだ。


　無実の罪つみを着せられて死んだ父の無念を晴らす。そのために、ジェイドは騎士となってグラディウス王おう城じように舞まい戻もどるのだ。しかし、復讐だけが目的ではない。死んだ者のための復讐など所しよ詮せんは自じ己こ満足に過すぎないが、ジェイドは騎士となることで、ただ一人の人を救いたいのだ。


「殿でん下かはいずれ王城に戻られます。その時に、傍そばにいてお救い申し上げたいのです」


　約十二年前──ジェイドの父が賊ぞく臣しん蔓延はびこる王城から連れ出し、行方ゆくえ不明となってしまった王女。彼女はきっと生きているのだと、ジェイドは信じていた。それは単に、父が命懸けで守ろうとした姫ひめ君ぎみが死んでいるなんて信じたくなかっただけかもしれない。けれど、幼おさない頃からジェイドには王女に対する畏い敬けいの念があった。三歳の頃の記き憶おくなんてほとんど残っていないけれど、揺ゆり籠かごの中にいた王女の、あの鮮あざやかな葡ワ萄イ酒ン色の髪かみと紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは忘れることができない。清せい潔けつな産うぶ着ぎに包まれて、まるで宝ほう石せき箱ばこに鎮ちん座ざする本物の宝石だった。


　今はどこでどうしているだろう。彼女も両親を亡くしている身だから、寂さびしい思いをしているかもしれない。不ふ遇ぐうであるのなら、一いつ刻こくも早く救い出したかった。


　エリカはジェイドの瞳を覗のぞき込こんだ。初対面では、背せの高い居い丈たけ高だかな怖こわい人だと思ったけれど、今ではジェイドの背丈も彼女と並ぶほどになって、居丈高な怖い人という印象だけがそのまま残されている。これから、まだジェイドの背は伸のびるだろうが、エリカへの畏い怖ふは未来永えい劫ごう変わらないだろう。


「子こ供どものくせに生意気なこと言うんじゃないわ。──でも、機会くらい与えてやってもいいわね。私と勝負をして、あなたが勝てたら好きなようになさい。困ったことがあれば協力も惜おしまないわ。だけど、もし私が勝ったなら破は門もんよ。弟子じゃなく、本当の召し使いになってもらおうかしら」


　菫すみれ色いろの双そう眸ぼうをすっと細め、赤い唇に艶あでやかな笑えみを浮うかべる。


　エリカは手て加か減げんを知らない。もしジェイドが負けたら、言葉通りに破門を言い渡わたすだろう。そして今まで以上にジェイドを酷こく使しする。むしろそれが目的で、勝負をしようと言っているような気もする。


　だが、これは好機だ。頭ごなしにジェイドの意志を否ひ定ていせず、エリカは可か能のう性せいを与えてくれる。たとえそれが、ジェイドにとって不利な勝負であっても。


「受けて立ちます、老ろう師し」


　顎あごを引き、ジェイドは気を引き締しめて宣せん言げんした。それを受けてエリカは笑みを深める。


「良い心がけだわ。私の弟子なら、それくらいの覇は気きがなくてはね。──それはともかく、『老師』と呼ぶのはやめなさいよ」


　言いながら、エリカは手にした杖つえでジェイドの頰ほおをぐりぐりと小突いた。





　　　　†




　エリカが提てい案あんした勝負は、実に単たん純じゆんなものだった。ジェイドが十五歳になる日の夜明けまでに、彼女の杖を奪うばってみろというのだ。その期間は四日間。


　いくつもの宝石で豪ごう奢しやに飾かざられた杖だ。それ自体には何の力もないけれど、エリカは杖に縋すがって歩く。外見こそ二十四、五の容よう姿しだが、実年ねん齢れいはかなりの高齢なのだということをジェイドは知っている。昔、一度だけ彼女の本来の姿を目にして、思わず『おばあちゃん』と口走ってしまって以来、染しみ付いた強きよう烈れつな記憶からつい老師と呼んでしまうのだ。


　杖を奪い取るくらい、たいしたことではない。普ふ通つうに考えれば甘あまい試験だ。しかし、その相手がエリカでは、ねずみが山やま猫ねこに挑いどむようなもの。それでもジェイドは果か敢かんに立ち向かっていった。


　一度目は、普通に正面から。二度目は背後から。三度目は横合いから……以下略りやく。そのことごとくが失敗に終わり、おまけに毎度毎度、過か剰じような反はん撃げきを食くらう。試験が始まって一日で、ジェイドの体は打だ撲ぼくと擦すり傷で悲鳴をあげていた。


　真っ向勝負では敵かなわない。丸一日費ついやしてそう再さい確かく認にんし、二日目はエリカが油断している隙すきを狙ねらうことにした。


　夕ゆう陽ひが窓まどから差し込む居い間まで、テーブルに道具や塗と料りようを混ぜた蜜みつ蠟ろう入りの小皿をいくつも並べてエリカは爪つめを染そめる作業に勤いそしんでいる。杖をテーブルに立て掛かけ、ジェイドが居間の外から様子を窺うかがっていることには気づいていないようだ。


　姿勢を低くし、背後から忍しのび寄る。足音を極きよく限げんまで抑おさえるために、靴くつ裏うらに木綿もめんを貼はり付ける細工もしている。勝負を決める一いつ瞬しゆん、呼こ吸きゆうすらも止めて一気に杖に飛びかかろうと身を屈かがめた。それとほぼ同時。


　エリカの脚あしがすっと横に伸び、細い足首が杖を引き寄せた。そして、くるりと蹴けり上げられた杖はエリカの手中に収おさまり、彼女は振ふり向きもせずに杖でジェイドの頰を殴おう打だした。


　殴なぐられたジェイドは呻うめいてよろけ、踏ふん張ばろうとしたけれど、靴裏に細工した木綿が床ゆかを滑すべって結局派手に転んでしまった。痛いたいし情なさけないし、踏んだり蹴ったりだ。


　打たれた頰は腫はれて、束ねた長い金きん髪ぱつはぼさぼさになり、それを整える余よ裕ゆうもない。みっともなく床にうずくまっている弟で子しに見向きもしないエリカは杖を膝ひざに乗せて、何事もなかったかのように作業を再さい開かいし──あっ、と悲ひ愴そうな叫さけび声を上げた。そしてゆっくり振り返り、恨うらみがましい眼まな差ざしでジェイドを睨にらみつける。


「ちょっと、せっかく塗ぬったのによれちゃったじゃない。服も汚よごれたわ。白は汚れが目立つのよ。もう着られないわ、これ。まったく、塗料が乾かわくまで待てばいいのに……空気の読めない男は最低よ」


「す、すいません」


　腫れた頰を押おさえながら、反はん射しや的に謝あやまっていた。いつでも挑いどんで来いと言ったのはエリカなのに。


　そんなジェイドの心中を鋭するどく察してか、エリカは爪を塗り直しながら言う。


「あなた、こんなところで油を売っている暇ひまがあるの？　お風ふ呂ろ場ばの掃そう除じは？」


「やりました」


「窓まど拭ふきは？」


「朝一番に」


「今夜の夕飯は何？」


「シチューです。煮に込こみ中です」


　やるべきことをすべて終わらせたうえで、試験に挑んでいるのだ。ジェイドが何か、仕事を怠おこたっていたなら、それを理由に追い払はらうつもりだったエリカは溜ため息をつくしかない。


　塗り直した爪にふぅっと息を吹ふきかけ、両りよう腕うでを頭上に上げて伸びをする。椅い子すの背もたれを覆おおい隠かくす長い白髪がさらりと揺れた。


「じゃあ、今夜はデザートもつけてちょうだい」


　しれっと言い放ったエリカに、ジェイドは非ひ難なんの目を向けた。普ふ段だんは美容のためにと、夕食後のデザートは十日に一度の割合でしか所しよ望もうしないのだ。


「老師、お言葉ですがデザートは三日前にも……」


「甘あまい物が欲ほしいの。女は突とつ然ぜん食べたくなるの。いいから、何か作りなさい」


　有う無むを言わさない命令だ。ジェイドは渋しぶ々しぶ立ち上がりながら、頭の中で食料の在ざい庫ことレシピを素す早ばやく照らし合わせる。卵たまごとミルクが残っているから、プティングならできそうだ。でも、それを使うと明後日には食料がぎりぎりになってしまう。明日のうちに下山して買出しに──


　そこまで考えて、ジェイドはエリカの目もく論ろ見みに気がついた。時間稼かせぎだ。買出しの往おう復ふくは、早朝に発たっても帰ってくるのは夜。エリカは試験の三日目を買出しで潰つぶそうとしているのだ。


　あまりに不利な状じよう況きように追い込まれ、愕がく然ぜんとするしかない。こんな卑ひ怯きような手を使ってまで自分を召めし使いにしたいのかと思って、ジェイドは珍めずらしく反はん抗こう的な眼差しをエリカに向けた。いつもなら恐おそろしくてできないことも、切せつ羽ぱ詰つまった今では自重する余裕すら失ってしまう。


　憤いきどおるジェイドに、エリカはいかにも高こう慢まんそうな微笑ほほえみを向けた。


「あら、何か不満でもあるの？　この程てい度どの逆ぎやつ境きようを乗り越こえられないのに行方ゆくえ不明の王女様を救うだなんて、子供の戯ざれ言ごとでしょう？」


　そう挑ちよう発はつされれば、不公平な勝負に文句を言うことはできない。ジェイドは押し黙だまるしかなかった。無言のまま居間を出て、少しでも時間を短たん縮しゆくするために素早く調理に取り掛かる。人使いの荒あらさは今に始まったことではないから、エリカの気まぐれには慣なれきっていた。


　それでも、こんな作さく為い的なことをして邪じや魔まをするなんてエリカらしくない。いつものエリカなら、力ちから尽ずくでジェイドをねじ伏ふせて完敗を認みとめさせていたはず。そもそも、ジェイドに勝たせる気がないなら勝負をしようなどと言わなかっただろう。彼女は生来の面めん倒どうくさがりだ。


　十二年共にいて、エリカの性せい格かくは完全に把は握あくしているつもりだ。それでも、今回は彼女が何を考えているのかさっぱりわからなかった。


　そんな考え事をしていたためか、少しばかり砂さ糖とうの分量を間ま違ちがえてしまった。しかし作り直しているだけの食料も時間もないし、仕方なしにそのまま食後のデザートとしてプティングをエリカに出したのだが──


「甘いわね」


　やはりというか、彼女の舌したは多すぎた砂糖を感知したらしい。ぼそりとつぶやかれた言葉に、ジェイドはむすっと拗すねたように反論した。


「すいません、考え事をしていたので。お気に召さなければ、残してくださって結けつ構こうです」


　そんな不ふ遜そんな態たい度どを取ってしまうのも、エリカの考えが読めない苛いら々いらからだ。杖つえによる一撃が飛んでくることも覚かく悟ごしての言葉だったが、意外にもエリカは溜ため息をひとつ零こぼしただけ。内心、身み構がまえていたジェイドは思わず拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。


　菫すみれ色いろの双そう眸ぼうをすっと上げて、エリカは対たい座ざしているジェイドに目線を寄越した。


「食べ物の話じゃないわ。甘いものが欲しいと言ったのは私だもの。味はこれでいいわ。私が甘いと言ったのはね、ジェイド。あなたのことよ」


　そんな言葉は、この十二年間で飽あきるほど聞いた。エリカは褒ほめるということをほとんどしない人だから。


　ジェイドが黙もくしていると、エリカは続けて言葉を紡つむぐ。それはいつもより厳しく、いつもより少しばかり落ち着きを欠いた声こわ音ねだった。


「私は杖を奪ってみなさいと言ったけれど、それは別に手て癖くせの悪さを試ためしたいんじゃないわ。そんな弟子、育てた覚えがないもの。私はね、あなたにどれほどの覚かく悟ごがあるのか見せてごらんなさいと言ったのよ」


　苛ついたように、エリカは手にしていた銀のスプーンをテーブルの上に放ほうり出す。からんと硬かたい音がした。


「それなのに、あなたは相変わらず私の顔色を窺うかがってばかりじゃない。このままじゃあ、いつまで経たっても独ひとり立ちなんてできっこないわ。私に逆さからって、それこそ殺すつもりでいらっしゃい」


　言いながら、エリカは立ち上がってドア近くの棚たなに歩み寄った。引き出しを開け、取り出したものをジェイドに投げて渡わたす。それは鞘さやに納おさまった小刀だった。


「使うか使わないかは自分で決めなさい。一度受けた勝負から逃にげることも許さないわよ。もし、期日までに条じよう件けんを満たさなければ、一生この家から出られないと覚悟なさいね。──あなたが飛び込こもうとしている場所は、私なんかよりずっと危き険けんで厳きびしいのよ。女だからと手て加か減げんしていたら、気がついた時には死んでいるかもしれない」


　言い捨すて、エリカは居間から立ち去ってしまった。あとに残されたのは、小刀を握にぎって呆ぼう然ぜんとするジェイドと食べかけのプティング。


　この小刀を抜いて、向かって来いというのか。厳しく、強く、決して敵かなわないように見えるけれど、それでもエリカは女だ。刃は物ものを向けるなんて、できない。


　だが、ジェイドは小刀を手放すこともできなかった。エリカの言葉が正しかったから。


　グラディウスの騎き士し、それも魔ま導どう騎士になるには、厳しい試験を突とつ破ぱしなければいけない。しかしジェイドは父の濡ぬれ衣ぎぬをコルコットの名と共に受け継ついでいる。門前払いを受けるならまだいいが、名乗ったとたんに殺される可か能のう性せいだってあるのだ。魔導師は、決して名を偽いつわれないのだから。


　たとえ相手が誰だれであっても、非ひ情じようにならなければいけないこともある。そうしなければ、守りたいものも守れない。


　ジェイドが守りたいと願うのは、この国の王女。彼女に安あん寧ねいを与あたえられるなら何でもする。敵てきであれば女であろうと斬きる覚悟も──。


　ジェイドは身み震ぶるいした。恐きよう怖ふではなく、失望したのだ。自分自身に。


　たしかに甘かった。無意識に、エリカには怪け我がを負わせないようにと考えて挑いどんでいたのだ。そんな配はい慮りよなど必要ないくらい実力の差があると、わかりきっているのに。


　鞘に納まったままの小刀を握り締しめ、床ゆかに目線を落とした。長い前まえ髪がみが目に掛かかったけれど、払はらう気力すらない。


　エリカはジェイドの邪じや魔まをしていたわけではなかった。むしろ期待してくれていたのだ。弟子として、どれほど実力がついたのか、物もの怖おじしない胆たん力りよくはあるのか、見み極きわめたかったのだろう。


　しかし、その期待を裏うら切ぎってしまった。理り不ふ尽じんだなんだと心の中でエリカを責せめて、彼女の気持ちを考えようともしなかった。


　よくよく考えれば、ジェイドはエリカのことを何も知らない。わかったつもりでいて、実際は表面だけしか知ろうとしなかった。
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　こんな山やま奥おくに一人で住んでいたのも、白い服を好んで着るのも、誰に会うわけでもないのに常つねに隙すきなく美しくあろうとする理由も。


　もちろん、それに理由なんてないかもしれない。ただの個こ人じん的な嗜し好こうで、そうしているだけかもしれない。けれど問題なのは、ジェイドがそれについて、今までまったく疑ぎ問もんを持たなかったことだ。幼おさない頃ころからいた環かん境きように馴な染じんでしまったなんて言い訳わけにもならない。


　魔導のことを教えて欲しいと頼たのみ込んだのはジェイド自身だ。エリカは自分の趣しゆ味みや知識を、決してジェイドに押おし付けようとはしなかった。むしろ彼女は面めん倒どうくさがっていたが、それを説き伏ふせてジェイドは弟で子し入りし、あれこれと質しつ問もん攻ぜめにしていた。


　質問をすると、エリカは必ず答えてくれた。普ふ段だんの居い丈たけ高だかな振ふる舞まいからは想そう像ぞうもできないほど理路整然と回答を述のべ、ジェイドがそれを理解するまで何度でも教えてくれる。


　それなのに、どうしてエリカ自身について何も訊たずねなかったのだろう。ジェイドの何倍も年輪を重ねてきた人なのに。それどころか、彼女は魔導の女め神がみと呼よばれる、生きる伝説なのに。


　エリカが歴史に名を残した功こう績せきはすべて把握しているけれど、彼女が魔導を学んだ経緯いきさつもその他の過去も、ジェイドは知らない。それはジェイドが、自分のことだけしか考えていなかったからだ。騎士になるという目的ばかり追い求め、すぐ傍そばにあった知識より大切なものに見向きもしなかった。


　触ふれずに通り過ぎてしまった十二年間を悔くやんでも意味はない。今から大急ぎで問い質ただしたところで、時間はまったくないに等しい。だって、騎士になるという目的を諦あきらめるつもりはないのだ。二日後には、何があっても王おう城じようへ向かう。


　だから、この勝負は負けるわけにはいかない。せめて勝利することで、エリカに恩おん返がえしをしたかった。
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　翌よく日じつ、ジェイドは山を下りなかった。家事も一いつ切さいしていない。いつもならエリカが起きてくる前に朝食を用意しているのに、それも放ほう棄きした。代わりに、顔を合わせるなり不ぶ躾しつけに言い放つ。


「お手合わせ願います、老ろう師し」


　部屋から出てきたばかりでまだ半分眠ねむそうだったエリカだが、ジェイドの顔をじっと見つめて、それから唇くちびるの端はしを愉ゆ快かいげに上げた。


「すぐに行くわ。準じゆん備びをするから、少し待っていなさい。どんな時でも身だしなみは大切だからね」


　そう言ったエリカの口調は楽しそうに弾はずんでいたけれど、表情は心なしか憂うれいを帯びていた。いつも自信たっぷりに微笑ほほえんでいる彼女でも、そういう顔をするのだと今になって気づく。本当に、何も見えていなかったんだなと自分自身が嫌いやになってしまう。


　自室に戻もどろうとしたエリカの背せに、外でお待ちしていますと告げた。エリカは振り返ることなく、返事もなかったけれど、一いつ瞬しゆんだけ足を止めたことで聞こえていると意思表ひよう示じをした。
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　トライアンに近い国こつ境きよう付近とはいえ、もうじき冬を迎むかえるグラディウスの秋風は身を切るように冷たい。岩の邸てい宅たくを取り囲む木々の葉はほとんどが散り、赤茶けた朽くち葉をジェイドの足が踏ふむと、乾かわいた音を立てて砕くだける。


　空を見上げると、雪雲が北から流れてきていた。北方の地方はすでに雪が降ふり積もっているかもしれない。


　行方ゆくえ知れずの王女は、この冬をどう過すごすのだろう。父の遺い体たいが発見されたのは北にあるレターナの森だから、もしその周辺に身を置いているのなら冬は厳きびしいはず。できることなら、温暖な地で平へい穏おんに暮くらしていて欲しいと願うばかりだ。


　ジェイドが思い描えがいた王女の姿すがたは、赤ん坊ぼうのまま成長することはない。父と共に面会したジェイドが伸のばした指先を、ぎゅっと握った小さな手。その温かさが甦よみがえってくるようで、ジェイドは軽く拳こぶしを握った。そして微かすかに苦く笑しようする。


　ジェイドには、現在の王女の姿は想像することしかできない。王女が生きているのなら、今は十一歳だ。彼女は雪ゆき解どけの季節に生まれたから、まだ十二にはなっていない。しかし十を超こえればそれなりに娘むすめらしく育っていることだろう。王女の母──亡なくなった王おう后こうはとても美しい人だったから、きっと愛らしい少女になっているはずだ。


　本来なら王城で、健すこやかに育っているはずだった。ジェイドも、宰さい相しようの息子むすことして彼女に仕えていたことだろう。夢む想そうしても詮せん無ないことだが、当たり前のように手に入るはずだった未来を奪うばわれた喪そう失しつ感は、いつしかジェイドの心を仇かたき討うちへと向かわせるようになっていた。そして、騎き士しになって王城に舞い戻ることを決意したのだ。


　ジェイドは懐ふところから金細工のロケットを取り出した。大おお粒つぶの翡翠ひすいが飾かざられたもので、中にはジェイドが幼かった頃の肖しよう像ぞう画がが納おさめられている。


　死んだ父は宰相だった。子煩ぼん悩のうで、ジェイドは父の笑っている顔以外は見たことがない。王の信しん頼らいも厚あつく、民たみにも慕したわれていたと聞く。そんな父とジェイドを繫つなぐ唯ゆい一いつの形見が、このロケットだった。


　父を慕っていた騎士が、国に没ぼつ収しゆうされた父の遺い品ひんを持ち出し、王城を追い出されることになったジェイドに渡わたしてくれたものだ。母も亡くし、孤こ児じとなってしまったジェイドを彼はとても気き遣づかってくれた。


　ロケットを首から下げ、飾りを握にぎる。亡き父へ短い祈いのりを捧ささげていると、邸てい宅たくの扉とびらが開かれてエリカが姿を見せた。肩かたにはうさぎの皮を継つぎ合わせた白いケープを羽は織おっている。


　深いスリットから伸のびた脚あしが、吹ふき溜たまった朽くち葉をがさりと蹴けり上げた。地面を覆おおうほどの朽ち葉を、しばらく邪魔くさそうに足でどけていたエリカだったけれど、風に舞う乾いた葉はあとからあとから降ってくる。すぐに諦め、エリカはジェイドに目線を向けた。


「昨日渡したものは？」


「使いません」


　エリカの問いに、ジェイドは即そく答とうした。


　昨晩考え抜ぬき、出した答えだ。刃は物ものは使わない。怖おじ気けづいたのではなく、やはり恩義のある彼女に刃やいばを向ける気にはなれなかった。使うか使わないかの判はん断だんは自分でしろとエリカは言ったのだから、そうさせてもらう。その代わり──


「拳こぶしでいきます」


　右の拳をエリカに向けて突つき出し、ジェイドは宣せん言げんした。それに対し、エリカは呆あきれたように苦笑する。


「斬きり合いでなく、殴なぐり合い？　どちらにしても暴ぼう力りよく的よ？　まぁ、私は構かまわないけれど。──やる気さえあるのならね」


「こちらにも、少なからず考えがありますので」


　言いながら構えを取る。応おうじるように、エリカは片かた足あしを引いた。杖つえを剣けんのように右手だけで構え、唇に艶あでやかな笑えみを描く。


　朽ち葉を蹴立て、ジェイドは駆かけた。迎むかえ撃うつエリカは素す早ばやく身を引き、くるりと杖を翻ひるがえす。杖の先が顔すれすれを横切って、ジェイドは大きく跳とび退すさった。


　思った通り、エリカは首から上を集中的に狙ねらう。それは長年ジェイドを折せつ檻かんしていて身についた癖くせのようにも思えるが、れっきとした理由がある。魔ま導どう師しにとって、もっとも防ぼう御ぎよしなければならないのは顔だ。顎あごを砕くだかれでもしたら、呪じゆ文もんを唱えることができない。エリカはそれをわかっているから、顔ばかりを狙うのだ。


　けれど、もともとジェイドには魔法を使う気などなかった。魔導の女神を相手に呪文を使えば、どんな返り討うちを受けるかわからない。覚かく悟ごとは、向こう見ずになることではないのだから。


　拳を打ち出しては引き、エリカの繰くり出す杖の打撃を避よける。そしてエリカが間合いを詰つめる前に、ジェイドは先手を打って踏み込こんでいく。そのたびに、エリカは後ろへ横へと軽かろやかに身を翻していた。


　純じゆん白ぱくの長ちよう髪はつが風に流れて揺ゆれるけれど、ジェイドはそれに触ふれることもできない。息も上がってきていた。対し、エリカの呼こ吸きゆうは平静そのもの。それどころか綽しやく然ぜんと微笑ほほえんでいる。彼女にとっては、暴あばれる子ねずみを杖の先で弄もてあそぶような感覚なのだろう。けれど、ジェイドだって闇やみ雲くもに拳を打ち出しているのではない。


　あと少し、もう少し後ろに。


　目算し、悟さとられないようにエリカを誘ゆう導どうしていく。エリカの足が右へ動こうとしたのを察し、その足を狙って蹴りを放った。彼女はそれをあっさりと避け、身を反転させて左へ軽く跳とび──


　ジェイドの目論見通り、エリカの体がわずかに均きん衡こうを崩くずす。朽ち葉の下に隠かくされた罠わなに掛かかったのだ。しかし彼女は慌あわてず、体勢を立て直そうと姿勢を低くする。地面に手をついたものの、倒たおれるには至いたらなかった。


　生まれた隙すきを逃のがさず、ジェイドは手を伸ばした。エリカは咄とつ嗟さに、杖を持つ手を背中に回して奪うばわれないよう防ぼう御ぎよする。だが、ジェイドだってエリカが杖を庇かばうことくらいわかっていた。


　振ふりかぶった拳を、エリカの眉み間けんに向けて打ち出した。エリカも、まさかジェイドが女の顔を殴りつけるなんて思っていなかったのかもしれない。一瞬だが、両の瞼まぶたが固く閉とじられた。


　ぱこん、と。あまりに軽い音が響ひびいた。ジェイドは拳を寸止めし、弾はじいた指をエリカの額ひたいに当てたのだ。しかし、筋きん肉にくを萎い縮しゆくさせていたエリカはそんな冗じよう談だんみたいな攻こう撃げきに、せっかく立て直した体勢を再び崩してしまった。ぐらりと仰あお向むけに体が傾かしぐ。


　倒れる寸すん前ぜん、ジェイドは彼女の肩かたを摑つかんで支ささえた。それでエリカは尻しり餅もちをつく程てい度どで済すんだが、緩ゆるんだ手からジェイドはすかさず杖を取り上げていた。


　しばしの沈ちん黙もく。エリカは額を摩さすりながらジェイドを睨にらんだ。


「舐なめた真ま似ねしてくれるじゃないの」


「でも、勝負は勝負ですから。俺おれの勝ちです」


　杖を奪い返されないよう警けい戒かいしつつ、ジェイドはじりじりと後こう退たいする。エリカは溜ため息をひとつ零こぼし、肩を竦すくめた。


「わかったわ。あなたの勝ちでいいから、杖は返してちょうだい」


　言いながら、エリカは立ち上がろうとする。それに手を貸し、ジェイドは杖を返へん却きやくした。


　足にまとわりつく朽ち葉をエリカは杖で搔かき分けた。その下──赤茶けた葉に隠されていた地面には、浅く掘ほられた穴あながあった。この穴にエリカは足をとられたのだ。そして更さらに、杭くいに繫つなぎとめていた麻あさ紐ひもの輪が足首に絡からんでいる。逃げようとすれば締しまる、獣けものを捕とらえるための罠だった。


「いくつ拵こしらえたの、この小細工」


「たしか……二十箇か所しよほど」


　しれっと答えたジェイドに、エリカは面おも白しろくなさそうな目を向けてきた。こんな罠に掛かった自分が許ゆるせないのだろう。


　昨晩、刃物は使わないと決意してから、ジェイドはこっそり外に出て、この罠を作ったのだ。そして朽ち葉をかき集め、穴を隠すように散らした。たとえ風に流されても、葉はいくらでも降ってくるのだし、露あらわになったところで目立つほどの穴でもない。麻紐にも土を被かぶせ、見た目ではわからないよう細工しておいた。


　自分が足をとられないよう気をつけて、穴のどれかにエリカを引っ掛ける算段だったのだが、どうにか上う手まくいった。いや──上手く引っ掛かってくれたのか。


「わかってらしたのでしょう、老ろう師し」


　服についた土を払はらっているエリカに、ジェイドは質ただした。彼女は家から出てきた時、地面を気にしていたのに、何も言わなかったのが妙みように引っ掛かるのだ。


　エリカは口角を上げ、艶あでやかに笑んだ。


「あら、そうでもないわよ。何か仕掛けはあるだろうことはわかっていたけど、まさかこんな、子こ供どもの悪戯いたずらみたいな小細工だとは思わなかったもの。いつも大人ぶって真ま面じ目めくさいあなたが、こんなことをねぇ……。退たい化かしたの？」


　自分で言った冗談に、エリカはくすくす笑った。それから一息つき、ぽつりと零す。


「お腹なかがすいたわね」


　朝食を用意していなかったから、ジェイドも空くう腹ふくだ。互たがいに、小さく腹が鳴ったのを聞き、顔を見み交かわして苦く笑しようする。


「昨日のシチュー、残っているので温めます」


「待ちなさい」


　家の中に戻もどろうとしたジェイドをエリカが呼び止めた。そして地面を指差し、厳しい声音で言う。


「温めるくらい自分でできるわ。あなたは小細工の後始末をなさい。罠を全部撤てつ去きよするまで、戻ってはだめよ」


　それはつまり、朝食抜ぬきの宣せん告こくなんだろうなと思って、ジェイドは重い溜め息をついた。
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　予想に反し、後始末を終えて家に戻ったジェイドを出で迎むかえたのはエリカの手料理だった。こんなことは滅めつ多たにない……というか正直、珍ちん事じだ。居い間まの食しよく卓たくに並ならぶ焼きたてのパンや湯気のたつスープをしげしげと眺ながめ、何か仕掛けでもあるのかとテーブルの下を覗のぞき見たりする。


「何を警けい戒かいしているのよ。私が作ったのだから絶ぜつ品ぴんよ」


「料理できるんですか」


「できるわよ。面めん倒どうだから普ふ段だんやらないだけ。……あなたがここへ来た当初は、ちゃんと作ってあげていたでしょう？　忘わすれたの？」


　そう言われてみれば、その通りだ。当時はまだ炊すい事じなんてできなかったから、エリカの料理を食べていた。そしてジェイドに家事を教え込んだのもエリカだが、ジェイドがそれを習得するにつれてエリカは家事をしなくなっていき、いつの間にか彼女が料理を作れるということを忘れてしまっていた。


「勝利祝いよ。ありがたくお食べなさい」


　促うながされ、ジェイドはエリカの正面に座すわった。こうして顔をつき合わせて食事をするのも、あとわずかだと思うと寂さびしいものがある。


　ふと、ジェイドはエリカの手元を見た。いつもは長く伸のばして綺き麗れいに染そめられている爪つめが、今は短い。料理の際、邪じや魔まになるので切ったのだろう。


　香こう辛しん料りようの効きいたスープと、棗なつめと胡桃くるみを練りこんだパン。時間的には少し遅おそめの昼食だが、ジェイドのためにこれだけのものを作ってくれたのだ。それも、己おのれの美を何より重んじる彼女が爪を切ってまで。


「これで食料の在庫は空っぽよ。明日は買出しに行ってちょうだいね」


「はい。必要なものがあれば紙に書いておいてください」


　一礼し、ジェイドはスープを啜すすった。エリカはテーブルに両りよう肘ひじをつき、手を組み合わせてその上に顎あごを乗せている。食事に手をつける様子はない。それを怪け訝げんに思ったジェイドが食事の手を止めると、エリカは口を開いた。


「よくまぁ、こんなに大きくなったこと。生意気で可愛かわいげなんてないし、ちっとも子供らしくなくて──だけど、どこに出しても恥はずかしくないとは思っているわよ。あなたは器用だし、何に関しても覚えが早かったものね」


　エリカは微笑ほほえんでいた。それでいて、どこか寂しげでもある。エリカなりに、ジェイドを心配してくれているのだろう。けれど、それでも行かなければいけない。父親の遺い志しとか、そういったものを抜きにしても、ジェイドを駆かり立てる使命感がある。それは間ま違ちがいなく、王女への畏い敬けいと思し慕ぼだった。


「……いつ出立するの？」


「買出しから戻れば、すぐにでも」


　ジェイドの答えに、エリカは瞼まぶたを伏ふせた。そして長くゆっくり息をつく。


「不安ではないけど、あまり愉ゆ快かいな気分はしないわね。置いて行かれるのは、本当に……」


　小さなつぶやきだった。うっすら開かれた菫すみれ色いろの瞳ひとみは、どこか遠くを見ている。ジェイドの受け答えを待っているふうでもない。完全な独ひとり言だった。


　流れた沈ちん黙もくに気まずさを覚えたジェイドが言葉を発した。


「ひとつ、お尋たずねしてもいいですか？」


「何かしら」


「どうして、老ろう師しはいつも白い服を着ているのですか？」


　唐とう突とつな質しつ問もんに、エリカは面食らったようだ。いつも泰たい然ぜんと構えている彼女が答えにまごついている様子を見て、ジェイドはしてやったりという気分になる。


　少しばかり逡しゆん巡じゆんして、エリカはふっと微笑んで見せた。


「白は貞てい潔けつの証あかしだからよ」


　今度はジェイドが言葉に困こまる。この傲ごう慢まんな人の口から、そんな殊しゆ勝しような言葉が出てくるなんて。しかしエリカは、きょとんとしたジェイドの顔がいかにも可お笑かしいと言わんばかりに声を立てて笑った。


「冗じよう談だんよ。白は私に一番似に合あう色だから着ているだけ。ただの好みね」


　そう言って、エリカは食事を口に運び始めた。ジェイドは安あん堵どすると同時に、やはりこの人には敵かなわないと再さい確かく認にんする。けれど──


　先ほど見せた、あの寂しげな顔は何だったのだろう。ジェイドの身を案じているのもあるだろうが、それとは別に、もっと遠く懐なつかしいものを眺ながめるような眼まな差ざしだった。


　伝説を作りながら、長い時を生きてきた人だ。今でこそ隠いん遁とん生活をしているが、これまでにいろんな出会いをして、いろんな別れを経けい験けんしてきたことだろう。その中に、特別な思いを寄よせた者との別れがあっても不思議ではない。


「……結局、最後まで直らなかったわね」


「何がですか？」


「あなたが、私を『老師』と呼よぶ癖くせよ」


　眉み間けんに皺しわを寄せてエリカはジェイドをきつく睨にらんだ。ジェイドはパンを千切る手を止め、すいませんと謝あやまって畏い縮しゆくする。それから、気を持ち直して決然と告げた。


「今生の別れではありませんから、どうぞご心配なさらず」


「当たり前ね。簡かん単たんに死なれては、私の名に傷きずがつくわ。もっとも、あなたはなかなかしぶとそうだけど」


　ふんっと顎あごを上げ、エリカは高飛車な笑みを紅あかい唇くちびるに描えがく。


「気をつけて行っておいで、私の愛まな弟で子し。王女様を守っておやりなさい」


　いつもの泰然とした態度で、しかしその声は今までにないほど優やさしかった。はい、と力強く頷うなずき、ジェイドは深々と頭を下げる。


　女め神がみの加か護ごを受け、育ってきた幸運を持っているのだ。だからきっと、自分は死なない。かの王女を見つけ出し、その身を安あん寧ねいへと導みちびくまでは、決して死ねない。だから。


「行って参ります」


　別れの言葉はいらない。





　　　　†




　ジェイドを見送ったエリカは自じ宅たくの居い間まで椅い子すに腰こし掛かけ、暮くれゆく空を窓まど越ごしに眺ながめていた。


　ジェイドが出て行くことは、彼が言い出すより前からわかっていたことだ。そのための準じゆん備びをしていることくらい、一いつ緒しよに暮らしているのだからすぐにわかる。


　父親の知ち己きである者たちに手を貸かしてくれるよう頼たのみ、足場を整えていたのも見み逃のがしてやっていたのだ。だから、本当ならこの巣立ちを喜んでやるべきだろう。


　それでも、エリカは心から祝福してやることはできなかった。笑って送り出したものの、置いて行かれたという感覚が針はりのように体中を苛さいなむ。


　去ってしまう人はまるで、姿を消すことで相手を待たせ、その未練で生きろと言っているようだ。他に心の寄る辺を持たない者が、あとを追ってこないように。それは不器用で、残ざん酷こくな優しさ。


「連れて行って欲ほしかったわ。でも、生きろと言われたなら、仕方ないわね。──待っているわよ、いつまでも」


　エリカは静かに目を閉とじる。


　待ち人と、せめて夢ゆめの中でいいから会いたくて。





　　　　†




　慌あわただしい足音が近づいてきた。もう慣なれてしまって、足音だけで誰だれだかわかる。王おう城じよう内で元気よく全力疾しつ走そうする人物なんてそうそういないのだし。


　ノックもなしに勢いきおいよく扉とびらを押おし開け、その人は現あらわれた。


「ねぇ、ちょっと外に出てみて！」


　葡ワ萄イ酒ン色の髪かみに紅こう玉ぎよくの瞳ひとみ。相変わらず男物の古着を着た少女は、朝も早い時間から晴々しく元気だ。


「ルビーウルフ、すまないが俺はこれから務つとめがあるんだ」


　ここはジェイドの自室だ。ちょうど朝の身み支じ度たくを終えて、仕事場に向かおうとしていた矢先の訪ほう問もん。朝から快かい活かつな笑顔を拝おがめたのは素す直なおに嬉うれしいが、外に出ろというのには喜んで従したがえない。


　ルビーウルフの頰ほおと鼻が、寒さのせいか少し赤くなっていた。雪の中で、何かをしていたのだろう。どうせ彼女のことだから、雪合戦をしようだのなんだの言うに違ちがいない。


「雪合戦しようよ。もうすぐ春だし、今年最後の大勝負だ」


　大正せい解かいだ。だんだん、このやんちゃな女王陛へい下かの言動が読めるようになってきている自分に気がついてジェイドは苦く笑しようする。


　もうじき十六になる女王の名はルビーウルフ。今はそう名乗っているが、生まれた時につけられた名前はシャティナ・レイ・スカーレット・グラディウスだった。この国の、唯ゆい一いつの王族だ。
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　十五年間、盗とう賊ぞくとして生きてきた少女。それを血ち筋すじのために女王として仕立て上げ、窮きゆう屈くつな暮らしをさせている。騎き士しとして傍そばに仕えているものの、それは果たして彼女にとっての平へい穏おんなのだろうかと、ジェイドは時々思い悩なやむことがある。


　そんなことを考えていると、業ごうを煮にやしたルビーウルフがジェイドの手を摑つかみ、強ごう引いんに引っ張ぱった。


「行こうよ。少しだけでいいからさ」


　今のルビーウルフにとって、楽しみといえばこんなことくらいだ。彼女がそれで満足するのならと、最近ではこういった遊びの誘さそいにも少しずつ応おうじるようになっている。忙いそがしいとはいえ、時間はやりくりすればどうにかなるものだ。


　ルビーウルフの笑顔に偽いつわりはない。それなら、今はその明るさを信じるだけだ。そして彼女がいつだって本心から笑っていられるよう努める。──この女王は、他人に守られているような大人しい性せい格かくではないけれど。


　数年前、老師のもとで決意した気持ちは、今でも揺ゆらぐことなくジェイドを支え続けていた。




　６　女王陛へい下かの手て荒あらい看かん護ご







　悪気はなかった。


　いや、悪気がなければ何をしてもいいというわけではないのだが、少なくともこんなことになるなんて思っていなかった。


　ルビーウルフがジェイドを中庭に連れ出し、雪遊びをしたのは昨日の朝のこと。そしてその晩ばん、彼は体の不調を訴うつたえ、熱を出して寝ね込こんでしまった。


　ようするに、単なる風か邪ぜだ。しかし、その原げん因いんはどこにあるのかと問われれば、まず間ま違ちがいなくルビーウルフのせいだろう。だって、油ゆ断だんしているジェイドの服の中に、雪の塊かたまりを入れたりしたのだし。


　そんな悪戯いたずらくらいで熱を出されては困こまったものだが、少しはしゃぎすぎたかな、ともルビーウルフは思う。もうすぐ春を迎むかえ、雪は溶とけていくばかりだから、名残なごり惜おしむあまり幼おさない頃ころのような遊びをしたくなってしまうのだ。雪なんて、また来年になれば嫌いやになるほど降ふり積もるというのに。


　それに、ジェイドはこうしてルビーウルフから会いに行かないと、なかなか構かまってくれなくて……別に構ってもらえなかったからといって、どうということはないのだけど。


　ともかく、ジェイドが風邪を引いた原因はルビーウルフの悪戯だ。なので、その責せき任にんを取ろうと思ったのだが──


「いけません。ルビーウルフ様までお風邪を召めしてしまわれます」


　一晩安静にしていても熱が下がらないジェイドを看かん病びようしているのは女官のアーリアだ。そして彼女の指し示じに従したがって、エルミナとキャスが薬や食事を運ぶ。彼女らに任まかせておけば問題はないのだが、ルビーウルフはどうしても人任せにしたくはなかった。


「だって、あたしのせいなんだよ。責任持って看病するよ。それに、あたしなんかより、あんたたちのほうが忙いそがしいはずだろ？」


「けれど、万一のことがあってはいけませんから。たかが風邪と馬ば鹿かにして、こじらせては大変です」


　先ほどから、こうした押おし問答をジェイドの部屋の前で繰くり返している。アーリアはふくよかな体たい格かくを利用してルビーウルフを通さない。彼女の言葉はルビーウルフを本心から大事に思ってのことだし、こうして仕事の邪じや魔まをして、手を煩わずらわせるのは悪いとも思う。


　しかしルビーウルフも頑がん固こだから、一度決めたことを諦あきらめるのは嫌だった。


　どうやって、この世話焼きの老練者を説き伏ふせようかと考える。そうする間に、アーリアが背せにしている扉とびらが控ひかえめに開けられ、中からエルミナが顔を出した。そして困り顔でアーリアに耳打ちをする。エルミナの話を聞くうちに、アーリアの表情がだんだん渋しぶくなっていくのも気がかりで、ルビーウルフは急せいて問い質ただした。


「何かあったの？　あたしの前では話しづらいこと？」


「いえ、そのようなことはございませんわ。けれど……」


　垂たれ目の目め尻じりに皺しわを寄よせ、困ったようにエルミナが言う。そしてちらりとアーリアに目線を送り、彼女に意見を乞こうた。


　アーリアはルビーウルフの顔をしげしげ眺ながめた。そして、ルビーウルフの背はい後ごに付き従っている狼おおかみたちも交こう互ごに見やる。それから、少し迷まよった後に嘆たん息そくし、言った。


「仕方がありません。ルビーウルフ様にお願いしたほうが、手っ取り早いかもしれませんものね」


　ルビーウルフは首を傾かしげた。手っ取り早いってなんだろう。部屋の中で、ジェイドは安静にしているのではないのか。状じよう況きようがいまいち想そう像ぞうできない。


　そこへ、栗くり色いろ巻まき毛とそばかすの少女、キャスが水を湛たたえた手て桶おけを持って廊ろう下かの向こうからやってきた。アーリアはそれをキャスから受け取ると、ルビーウルフに手て渡わたした。


「期待しています、ルビーウルフ様。どうかジェイド様を説得してください」


　看かん護ごしなければいけない対象を説得。ますます意味がわからない。


　眉まゆ根ねを寄せているルビーウルフの背中を、アーリアが押した。さっきまで、あれほど駄だ目めだ駄目だと言っていたのに。


「どうしてルビーウルフ様に任せるんですか？　駄目ですよ、感う染つっちゃいますよ」


　ルビーウルフと同様に、状況を理解していないキャスが不思議そうに訊たずねた。するとアーリアはどこか含ふくみのある微笑ほほえみを浮うかべる。


「だってね、仕方がないのよキャス。ルビーウルフ様がどうしてもと仰おつしやるんですもの。世話役をお譲ゆずりしないわけにはいかないでしょう？」


　なんだか、すごくわがままを通したみたいな言われようだ。なのにキャスは妙みように納なつ得とくした顔で、そうですねー邪魔しちゃいけませんよねー、なんて言って、くすっと笑った。何か変に勘かん繰ぐられているみたいで、居い心地ごこちが悪い。


　それでも、関門は突とつ破ぱしたのだから良しとしておく。桶の水を零こぼさないように片手で抱かかえ込んで扉を開けようとしたら、エルミナがルビーウルフの後に続こうとした狼たちに待ったをかけた。


「ジェイド様は咳せきをしてらっしゃいますから、フロスト様とケーナ様は外でお待ちくださいね。動物の毛は、喉のどに良くありませんから。──わたしの言葉でも、わかっていただけますかしら？」


　狼たちが小首を傾げている姿に、エルミナは不安を覚えたようだ。伝えようという意思に自信がないと、獣けものはそれを上う手まく受け取ることができない。だからフロストもケーナも、エルミナが何を言っているのか半分ほどしか理り解かいできなかったのだろう。


　それに、彼らがルビーウルフの意思を汲くみ取ってくれたり言葉を交かわしたりできるのは、兄弟同然に育ってきた特とく殊しゆな環かん境きようの賜たま物ものだ。そう簡かん単たんに、普ふ通つうの人間が獣と意思疎そ通つうなんてできはしない。


「フロストとケーナは外で待ってて。咳がひどくなっちゃうから、獣は駄目なんだって」


　ルビーウルフはエルミナと同じ言葉を復ふく唱しようする。それだけでも、狼たちは意味をすぐ理解した。


　ケーナはその場でぺたりと腰こしを下ろし、フロストはふいっと身を翻ひるがえして、興きよう味みが失うせたようにどこかへ行ってしまった。最近の彼は、ジェイドに喧けん嘩かを売ることは少なくなったけれど、それでも仲が良くなったわけではない。今までの威い嚇かくから無む視しへと、姿し勢せいを変えただけのようだ。それも進歩と受け止めて、ルビーウルフは静観することにしている。


「さぁ、お早く」


　アーリアに促うながされ、ルビーウルフは部屋の中へと入った。そして──


「何やってんの」


　ルビーウルフの呼よび掛かけに、ジェイドはこちらを振ふり向いて目を丸くした。


　金きん髪ぱつに翠みどりの瞳ひとみの好青年だが、今は熱のせいか、少し顔が赤くて表情もだるそうだ。それなのに、彼は椅い子すに腰こし掛かけて机つくえに積まれた書類と格かく闘とうしていた。どうやら、仕事場から自室に持ち込んだらしい。


「何を、って……目を通して署しよ名めいするだけのものなら、自分の部屋でもできるからな。ルビーウルフこそ、何をしに来たんだ？　風か邪ぜが感染ってしまうから、早くここから出て行ったほうがいい」


　普段より少し掠かすれた声でそう言って、彼はまた一つ紙の束を手に取る。


「今すぐベッドに入って寝ねろ。じゃないと頭から水ぶっかけるぞ」


　ルビーウルフが低く唸うなるように言うと、ジェイドは再び振り返り、彼女が本当に水の入った桶を抱えていることを視認した。そして恨うらみがましい目をルビーウルフに向ける。


「病人に対する仕打ちにしては、それは最悪な部類に入ると思うのだが」


「病人らしく振ふる舞まわない奴やつに、それは適てき用ようされないね。いいから、さっさとベッドに入れ」




[image: ]


　強い口調で言いつけると、ジェイドは渋々ながら従った。


　エルミナやアーリアが困こまり果てていた理由はこれなのだろう。ジェイドは集中しだすと他のことに意い識しきが向かなくなる傾けい向こうがあるから、彼女らがいくら注意しても聞く耳を持たなかったようだ。それでルビーウルフに、ジェイドを説得してくれと頼たのんだらしい。


　ルビーウルフの場合、説得というより脅おどしに近かったが、それでもジェイドを安静にさせることには成功した。


　騎き士しである彼に宛あてがわれた部屋は決して広いとは言えないものの、整然と片付けられているため、圧あつ迫ぱく感はまるでない。というより、物が少ないのだ。机とベッドと本ほん棚だなと衣い装しよう棚、という程てい度ど。盗とう賊ぞくとして育ってきたルビーウルフにとって、男の部屋というのはどうしようもなく散らかっているという印象しかなかったので、なんだか違い和わ感がある。時々、ジェイドは男の皮を被かぶった女なんじゃないかと思うこともあるほどだ。


　それでもルビーウルフはジェイドの厭いや味みのない男臭くささが好きで、この部屋にもよく遊びに来る。彼の匂においはとても穏おだやかで優やさしいから、傍そばにいると自然に寛くつろいでしまうのだ。そんな自分に気づいた時は驚おどろいたけれど、同時に嬉うれしくもあった。安心できる場所があるというのは喜ばしいことだ。


　ジェイドはベッドで横になり、困ったような目をルビーウルフに向けた。


「言う通り安静にしておくから、そろそろ退たい室しつしてくれないか」


「どうして？　迷めい惑わくか？」


「そうじゃない。風邪を感う染つしたくないと言っただろう？　心配してくれるのはもちろん嬉しいが……」


「でも、お前が風邪を引いたのはあたしのせいだよ」


　ジェイドは続けて反はん論ろんしようとしたが、顔を背そむけて咳せきを繰くり返した。ジェイドが呼こ吸きゆうを整えている隙すきに、ルビーウルフは素す早ばやく彼の額ひたいに触ふれて熱を測る。やはり平素より体温が高いようだ。


　床ゆかに下ろした桶おけには、縁ふちに手て拭ぬぐいが引っ掛けられていた。ルビーウルフはそれを桶の水で軽く濯すすぎ、硬かたく絞しぼってから畳たたみ直してジェイドの額に乗せた。


「どうせお前のことだから、あたしが出て行ったらまたベッドから這はい出すんだろ。ガキじゃあるまいし、病気の時くらい大人しく寝てなよ。見み張はっててやるから」


　ベッドの縁に腰掛け、ちらりとジェイドの顔を見ながら悪戯いたずらっぽく笑ってやった。彼は降こう参さんしたように溜ため息をつく。


「わかった。安静にしていると約束するから、もう少し離はなれてくれないか」


　この言葉に、ルビーウルフはむかっとした。


「なにさ。やっぱり迷惑がってるんじゃないか。それとも、あたしがお前を襲おそうとでも？　病人になんて手ぇ出さないよ」


「病気でなければ襲うのか？」


「喉のどが痛いたい時はあんまり喋しやべっちゃいけないんだよ余よ計けいに痛いためるから」


　かなりわざとらしい話題転てん換かんだったが、ジェイドは何も言わなかった。咳が出たから何も言えなかっただけのようにも思えるけれど。


　最近、どうもこういうことが頻ひん繁ぱんに起こるような気がする。少し前まではルビーウルフの所作一つ一つに何かしらの反はん応のうをしていたのに、今では慣なれてしまったらしく、ちょっとしたことでは動じない。それどころか、冗じよう談だんを真ま面じ目めに、そして冷静に受け止めてしまうので厄やつ介かいだ。想像していたものと違った返答をされると調子が狂くるってしまう。


「そうだ、何か飲み物持ってきてやるよ。温かくて喉に良さそうなの」


　ジェイドの調子に引き込こまれないよう、理由を作って部屋から出た。外で待っていたのはケーナだけで、アーリアたちは他の仕事に移うつったようだ。


「あいつが出歩かないように見張っててね。すぐ戻もどるから」


　ケーナに見張りを頼み、ルビーウルフはジェイドの部屋から一番近い給湯室へ向かった。竈かまどで湯を沸わかしている間に棚を漁あさり、水みず飴あめ入りの瓶びんと籠かごに入っていた檸檬レモンを一つ拝はい借しやくする。沸いた湯を陶とう器きのポットに移し替かえ、絞しぼりたての檸檬の果か汁じゆうと水飴を入れてよくかき混まぜた。


　ポットとカップを盆ぼんに載のせ、冷めないうちに運ぼうと歩調を速め──ふと思うことがあり、ジェイドの部屋のいくらか手前で足を止めた。そして、そろりそろりと足音を殺して慎しん重ちように歩き出す。


　扉とびらの前で昼ひる寝ねをしながら待機していたケーナが、そんなルビーウルフの行動を不思議そうな目で見上げてきた。ルビーウルフは盆を右手で支ささえながら、左手の人差し指を唇くちびるに当て、ケーナに『静かにね』と合図をする。そしてノックも呼びかけもしないまま、勢いきおいよく扉を蹴けり開けた。


　そこで見た光景に、想そう像ぞうはしていたけれど呆あきれてしまう。上着を羽は織おったジェイドが机つくえの前に立って、何かの書類を探さがしているところだった。


　驚いて振り向いたジェイドは一いつ瞬しゆんだけ啞あ然ぜんとして、それから大おお慌あわてでベッドに潜もぐり込んだ。しかし、もう遅おそい。


「大人しく寝てろって言ったよね？　お前は聞き分けのない子こ供どもか？」


「いや、その、少しだけならと思って……すまない、俺おれが悪かった」


　ジェイドは素直に謝あやまった。けれどルビーウルフは約束を破やぶられたことを不服に思って苛いら立だちを抑おさえることができない。手にしている盆を置くために、机の上にあった書類を片手で払はらいのけた。紙の束がいくらか床ゆかに散ったけれど、放置して盆だけを机に載せる。


　檸檬と水飴の溶とかし湯をカップに注ぎ、無言でジェイドに手て渡わたした。唇を引き結んで眦まなじりを吊つり上げたルビーウルフの表情は近寄りがたいほどに怖こわいためか、ジェイドも何も言わずに受け取った。


　どうしてこんなに腹はらが立ってしまうのかと、ルビーウルフは自分でも不思議に思う。アーリアが言ったように、たかが風邪と油ゆ断だんして大変なことになったらと心配する気持ちがあるのは本当だ。しかし、それとは別に、もっと理り不ふ尽じんな……自分でそう認にん識しきしておきながら苛立ちを覚えてしまう何かがあるのだ。


　ふと、床に散った書類に目線を落とす。そのとたんに、ちりりと胸むねが不ふ快かい感を訴うつたえた。


　ジェイドの手を煩わずらわせて、彼の自由を奪うばうもの。けれど、それは本来ならルビーウルフがやるべき仕事で、それをジェイドが代理でやってくれているのだから文もん句くは言えない。でも、これのせいでジェイドがルビーウルフを構かまってくれる時間が減へるのも事実で……それは別に、たいしたことではないけれど。


　散らばった紙を拾い上げ、書面に目を通してみる。単語は少しなら読み取れたものの、それだけでは何が書いてあるのかさっぱりわからない。しかし──


「ねぇ、これって目を通して名前書くだけでいいんだよね？　だったらさ、あたしが代わりにジェイドの名前書いておくよ。見本の通りになら書けるはずだし」


　言いながら、机の上を漁る。すでに署しよ名めい済ずみのものを探し当てたところで、ジェイドが止めに入った。空になったカップを机に置き、ルビーウルフの手から書類を取り上げる。


「後生だからやめてくれ。あんたの字は、少し個こ性せい的というか……」


「汚きたない？」


「そういう表現方法もあるかな」


　ジェイドは控ひかえめに肯こう定ていした。


　自覚はしていたけれど、他人から言われるとやっぱりむかっとしてしまう。子供みたいに唇を尖とがらせ、椅い子すにどっかりと腰こしを下ろした。


「わかったよ。そういうのは全部ジェイドに任まかせる。──でもさ、あんまり頑がん張ばりすぎないでよね。全部お前に押おし付けてるって自覚あるから、居い心地ごこち悪いんだ。それなのに、あたしの悪ふざけが原げん因いんで風か邪ぜまで引いて……。これでも反省してるんだよ」


　ルビーウルフは椅子に座ざしたまま姿勢を正し、まっすぐジェイドの顔を見つめた。


　ジェイドはベッドに腰掛け、どういうわけか苦く笑しようした。それから少し咳をして、掠かすれているけれど穏おだやかな声で言う。


「風邪を引いたのは自じ業ごう自じ得とくだよ。少し前から体調が芳かんばしくなかったんだ。たぶん、寝不足が祟たたったんだろうな。雪の中を引っ張りまわされたのは、きっかけかもしれないが、遅かれ早かれこうなっていたんだと思う。だから気に病やまないでくれ」


　それはルビーウルフを安心させるための方ほう便べんだろう。たとえ本当に前々から体調が悪かったにしても、きっかけを作ったことには変わりない。ルビーウルフに噓うそは通用しないと知っているジェイドだから、真実を言いながらも責せき任にんは全部自分に向くような言い回しをするのだ。彼の性格上、決してルビーウルフは悪くないと言い張るのだろうから、これ以上は平行線になってしまう。


　ルビーウルフは反はん論ろんを諦あきらめた。しかし、不満が消えたわけではない。


「だけど、なんだってそんなに頑張るんだ？　無理して寝込むようなら、余よ計けいに効こう率りつが悪いよ」


「あまり時間をかけたくなかったんだ」


　答えて、ジェイドは先ほどルビーウルフから取り上げて机に戻もどした書類を指し示しめした。


「実を言うと、それは急を要するようなものじゃないんだ。ただ、今まで俺に任されていた仕事をすべてロベールに引き継ついでもらうために必要なものだからな。彼にも急がせてしまって、申し訳ないと思っているよ」


　ロベールとは、この国の新しい宰さい相しようだ。穏やかで真ま面じ目めで誠せい実じつな紳しん士し。ルビーウルフもジェイドも、彼の働きにはずいぶん助けられている。


「急ぐ必要がないなら、ゆっくりやればいいのに。言ってることとやってることがちぐはぐじゃないか」


「ああ、矛む盾じゆんしてる。だが、それでも急ぎたいんだ。騎き士しとして、常つねに女王の傍そばについていたいからな。そのためなら多少の無理は厭いとわない」


「……ふぅん」


　力強くて真しん摯しな眼まな差ざし。それを真っ向から受け、ルビーウルフは言葉に詰つまった。


　そんなふうに思ってくれているなんて、想像していなかった。なんというか……嬉うれしい。でも、それを素直に喜ぶと、構って欲ほしいわがままを自分で認めたことになる。そんなのは嫌いやだ。だからルビーウルフは気のない素振りで、適てき当とうな相あい槌づちを打ったのだが。


　ジェイドはそれをわかっているのかいないのか、反省したように顔を伏ふせ、言う。


「だが、言われてみれば確たしかに急ぐのは良くないな。早く終わらせたいあまり、気づかないうちに手を抜ぬいてしまっていたら大変だ」


　また、そうやって真面目に考える。せっかく良い方向へ向いてきたと思ったのに。


　けれどルビーウルフは本音を言いたくないから、頰ほおを膨ふくらまして、うぅーと唸うなるしかない。それを見たジェイドは不思議そうに首を傾かしげた。


「どうした？　腹はらでも痛いたいのか？」


「いや、そうじゃなくて……あぁ、もう。お前さっさと寝ろ」


　これ以上、拗すねている顔は見せたくない。ルビーウルフは立ち上がり、ベッドに歩み寄った。そしてジェイドの両りよう肩かたを摑つかみ、無理やりベッドに押し付ける。


「手て荒あらだな」


「くそ真面目にはこれくらいが丁ちよう度どいいよ」


　言いながら、ルビーウルフは桶おけの中に浸ひたされていた手て拭ぬぐいを絞しぼって畳たたみ、べちっと叩たたきつけるようにジェイドの額ひたいに乗せた。


「痛い」


「うん。痛いようにわざとやった」


　しれっと言ってやったらジェイドは呆あきれたように黙だまった。それを確認し、ルビーウルフはほっと息をつく。


　彼の言葉に翻ほん弄ろうされると、どうも調子が狂ってしまう。以前はそんなことなどなかったのに。真面目さに冷静さが加わって、どこか焦しよう点てんのずれた会話になってしまうことがあるのだ。


　ジェイドをからかって遊ぶのはルビーウルフの楽しみの一つだ。なのに、最近のジェイドはちょっとやそっとじゃ動じない。もともと適応力に長たけているのか、ルビーウルフの破は天てん荒こうな言動にも慣なれてしまったらしい。


　ルビーウルフにとって、ジェイドは初めての年の近い男友達だ。けれど、こうやって落ちついた態たい度どを取られると、たかが三つ四つという年の差がとても大きなものに感じられてしまう。


　鷹おう揚ように見守られ、それをルビーウルフが受け入れるということは、彼の傍が安心できる場所だという証しよう拠こ。でも、それはなんだか対等じゃない。ジェイドにばかり寄りかかりすぎて、自分が楽をしているようで嫌だ。


　それを言うと彼はきっとこう言うだろう。女王が騎士を頼りにするのは当たり前なことだ、と。


　今だって充じゆう分ぶん頼りにしているし、寄りかかっている。だけど、これ以上はいけないと、そんな気がするのだ。理由はわからないけれど、彼の傍で安心しきってしまったら、自分の中にある得体の知れない感情……今はまだ小さく、ぽつんとした何かが膨れ上がってしまいそうで──怖こわい。


　そう、怖いのだ。大たい言げん壮そう語ごを吐はいて周囲を驚おどろかせて、その言葉を実行して女じよ傑けつとまで呼ばれるルビーウルフが尻しり込ごみしてしまうのは、本当に小さくて形のないもの。それを直視すること。


　けれど、それは嫌けん悪おではない。むしろ魅み惑わく的とも言えるのに、畏い怖ふを感じてしまうのだ。その事実が、よりルビーウルフを困こん惑わくさせる。


「ルビーウルフ？　どうかしたのか？」


　考え事をしていたため、ぼんやりしてしまった。ジェイドの呼び掛けに、意識を自分の内側から外に向ける。


「どうもしない。病人は余計なこと考えないで、ぐーすか寝て養生してればいいんだ」


　ベッドの縁へりに腰こし掛かけて、ジェイドに微笑ほほえみかけた。こんな小さなことで悩なやんでいるなんて悟さとられたくないけれど、ジェイドは繊せん細さいに気配りができる人だから、何か勘かん繰ぐられやしないかと内心では気を張る。しかしジェイドはそれ以上何も追つい及きゆうしなかった。代わりに穏おだやかな微び笑しようを浮うかべ、瞼まぶたを閉じる。


「さっきの飲み物、美お味いしかったよ。ありがとう」


　礼を述べ、ジェイドはそのまま眠ねむってしまった。これでようやくルビーウルフも一安心することができる。


「どういたしまして」


　つぶやき、ルビーウルフは立ち上がって伸のびをした。ジェイドが大人しくなったら、とたんに暇ひまになってしまった。外で待っているケーナを招まねき入れて話し相手になってもらおうかとも考えたが、それでジェイドの咳せきが酷ひどくなってしまっては意味がない。


　手持ち無ぶ沙さ汰たのまま部屋の中をしばし歩き回り、机つくえの前で足を止めた。あまり弄いじり回すと怒おこられるだろうから、書類に手はつけないでおく──つもりだった。


　目に付いた紙を一枚まい、拾い上げてみる。文面の一番下にジェイドの名が署しよ名めいされているから、これは彼の字だろう。流りゆう麗れいな字だ。


　それを見ていると、個こ性せい的な字とか言われた先ほどのやり取りを思い出してしまった。これでも一いち応おう、頑がん張ばって練習しているのに。


　書面から机に目線を移した。そこにあるのはインク壺つぼと、その台座のペン立てに並んだいくつものペン。


　ちら、とジェイドのほうを窺うかがい見てみたけれど、彼はすっかり寝入っているようでルビーウルフの行動に気づく様子もない。


　それならばと意い気き込ごんで、ルビーウルフは椅い子すに掛けてペンに手を伸ばした。





　　　　†




　ふと目を覚ましたら、傍そばにルビーウルフの姿すがたはなかった。部屋から出て行ったのだろうかと思ったのだが、気配はある。というか、何かガリガリという音がした。首を巡めぐらせて音のするほうへ目を向けると、予想した通りの姿。葡ワ萄イ酒ン色の短たん髪ぱつの、小こ柄がらな少女──ルビーウルフがいた。


　ジェイドの身長に合わせた椅子はルビーウルフには高めで、つま先が床ゆかにつかないためか、足をぶらぶらと揺ゆすっている。そして机もルビーウルフの身長には高すぎるから、彼女が何かものを書くには少々難なん儀ぎだろう。事実、彼女は机に頰ほおをくっつけるような、無理な体勢でペンを握にぎって──


　ルビーウルフが何をしているのか悟った瞬しゆん間かん、ジェイドは毛もう布ふを払はらいのけてベッドから這はい出した。


「な、何をしているんだ？」


「あれ、もう起きたのか？　まだ寝てればいいのに」


　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが瞬まばたき、潤うるんだ輝かがやきを放つ。振ふり返ったルビーウルフは、まったく悪気のない顔だった。それもそのはず、彼女は未使用の紙に字の練習をしていただけ。代わりに名前を書く云うん々ぬんの会話が頭を過よぎって焦あせってしまったけれど、取り越こし苦労だったようだ。しかし──


　そこらにある文書や書物の文字を真ま似ねて書いたらしいルビーウルフの字は、やっぱりどうしようもなく個性的だった。ペン先にべったりとインクをつけすぎているために文字同士が滲にじんでくっついていたり、そもそも書き方を間ま違ちがっていたり。おまけに力を込めすぎて紙面が毛羽立っている。ついでに言うとペンの持ち方も変だ。まるでスプーンで紅こう茶ちやでも搔かき回すように、親指と人差し指だけでペンを挟はさんでいる。あれで辛かろうじて何かを書けるというのだから逆ぎやくにすごいなと感心し、ひどい感想かもしれないが子こ供どもの落書きみたいな筆ひつ跡せきに思わず苦く笑しようしてしまった。


　とたん、ルビーウルフは腕うでで抱かかえ込むようにして、さっと紙を隠かくした。ふて腐くされた顔でジェイドを見上げ、珍めずらしく自信なさげな声をあげる。


「ま、まだ成長の余地はある、と思う」


「そうだな。まだまだ修しゆ行ぎようが足りないな」


　ジェイドは思ったことを正直に述のべた。ルビーウルフは下手な慰なぐさめを言われると余計に機き嫌げんを損そこねるのだと、よくわかっている。


「それより、まだ寝てなよ。あたしのことは気にしないでいいからさ」


　ジェイドを心配する素そ振ぶりで、ルビーウルフは話題を変えようとした。しかし、まだ乾かわいていないインクの上に覆おおいかぶさったりしたら服が汚よごれてしまうのに。


「おかげさまで、ずいぶん良くなった。熱も引いたし、喉のどの具合もましになったな。──それはそうと、いつまでもそんな体勢でいるとインクで服が汚れるぞ」


　ジェイドが苦笑して注意すると、ルビーウルフは渋しぶ々しぶながら紙を隠していた腕をどかした。そして自分の筆跡をまじまじと眺ながめて不思議そうに首を傾かしげる。


「何がいけないのかなぁ」


「自覚がないのか？」


　姿勢からペンの持ち方まで見事なまでに間違いだらけなのに。顔を机にくっつけるようにして書いていたせいで頰にはインクがついてしまっているし、普ふ段だんからこれでは上達も難むずかしいだろう。


「たしか、勉強はアーリアやエルミナに教わっているんだったな。彼女たちはこれでいいと言ったのか？」


　ジェイドが呆あきれていると、ルビーウルフはむっとしたらしい。子供っぽく唇くちびるを突つき出して、完全に拗すねてしまった。


「教わるけど、その通りにやると逆に書きにくいっていうか……。ペンの持ち方とか、自分の持ちやすいようにやったほうがいいような気がするから」


「正しい姿勢と正しいペンの持ち方を習得すれば、すぐに上達する。基き本ほんが間違っていたら、どうにもならないんだ」


　それはルビーウルフもわかっていたらしく、彼女は言葉に詰つまる。しばらく反論の言葉を思案していたようだが、ふと何かを思いついたように晴れやかに笑って口を開いた。


「だったら、ジェイドが教えてよ。そしたら言われた通りにやる」


　それは一見、ルビーウルフが妥だ協きようしたようにも取れる言葉だ。しかし、そこに含ふくまれる彼女の利をジェイドは悟さとった。


　ルビーウルフはジェイドに構かまってもらいたいのか、よくじゃれついてくる。それを指し摘てきすると彼女は否ひ定ていして機嫌を損ねてしまうから、ジェイドも決して言わないけれど、今の要求だって聞きようによっては一いつ緒しよにいたいと言っているようなものだ。


　ルビーウルフにとって、ジェイドは単なる友人や仲間といった感覚なのだろう。しかし、こうして時間を共有することを喜んだり望んだりするのは、彼女の中でその感覚に変化が起き始めているということなのでは、と思う。もちろん、それはジェイドにとって都合の良いように解かい釈しやくした場合だが。


　本当のところは、寂さびしさを紛まぎらわすためなのだろう。彼女は盗とう賊ぞくとして、たくさんの仲間に囲まれて育った。そんな自由な環かん境きようから、急に女王として振る舞わなければならないなんて、窮きゆう屈くつでたまらないはず。その精せい神しん的てきな負ふ担たんを発散するため、ジェイドをからかって遊ぶのだ。


　この国のため、多くのことを我が慢まんしてくれている彼女のほんの少しのわがままだ。無下にするのは忍しのびない。


「わかった。では、まず姿勢を正そう。それからインクはあまりつけすぎないように。そして──」


　ジェイドの言葉に、ルビーウルフは大人しく従したがった。姿勢を正し、ペンの持ち方も改めた。


　しかし、慣れない持ち方をしているせいか、書いている最中にぽろりぽろりとペンを落とすわ集中しだすとだんだん前のめりになって姿勢が悪くなるわ、あまり改かい善ぜんされたとは言えない。というか、一向に良くならない。


「……裁さい縫ほうはできるんだから器用なはず、だよな？」


　一いつ瞬しゆん、ルビーウルフは先天的に不器用なのではと疑うたがってしまったが、彼女は料理も裁縫も一人前にこなすのをジェイドは知っている。つまり、これはただ単に慣れていないから上う手まくいかないだけなのだろう。しかし、自分は当たり前にできることを別の誰だれかが難なん儀ぎそうにしているというのは、もどかしくてたまらない。


　しばらくは根気よく何度も教えていたジェイドだったが、ルビーウルフが無意識にペンの持ち方を改善前に戻もどしてしまい、もう見ていられなくなった。背はい後ごから彼女を抱かかえ込むようにして、右手を重ねる。


「そんな変な持ち方をしていたら、腕うでが疲つかれてしまうぞ。それから、左腕の肘ひじを机つくえにつけてはだめだ。もっと背筋を伸のばして……まぁ、これは椅い子すの高さが合わないから仕方ないかもしれないが」


　今度からはルビーウルフの身長に合わせた机と椅子で練習しなければ、とジェイドが考えていると、ルビーウルフがわずかに身をよじった。


「あぁ、すまない。苦しかったか」


「そんなことないけど……」


　ジェイドは謝あやまり、すぐに彼女から離はなれる。すると彼女はほっとしたような、でもどこか残念そうな、曖あい昧まいな声こわ音ねを発した。そして彼女自身もそれに違い和わ感を覚えたらしく、その違和感の正体を考えるように首を傾げていた。しかし答えは見つからないようで、ふっと溜ため息をつく。


「今日はもういいや。なんか、疲れた」


　ルビーウルフは俯うつむき気味になって気だるそうな声をあげた。たしかに、今日はこれ以上やっても疲れるだけだろう。日数をかけて、徐じよ々じよに慣らしていけば自然に身に付くはずだ。こういうことは根気が大事なのだから。


　ふと見ると、ルビーウルフの手がインクで汚よごれていた。熱冷ましのために使っていた水と手て拭ぬぐいで、ジェイドはその汚れを拭ふき取ってやり──そういえば、ルビーウルフは頰ほおもインクで汚していたなと思い出して、手拭いを彼女の顔へと持っていった。だが、汚れを拭き取る前に、ジェイドはその異変に気がついた。


　ルビーウルフの頰が赤く染そまっている。いつもは精せい彩さいを放っている紅こう玉ぎよくの眼まな差ざしが、今はどこか物もの憂うげに潤うるんでいた。


　まさか、先ほど後ろから抱だきかかえたのを恥はずかしく思ったのか。しかし、ルビーウルフが今さらそんなことくらいで羞しゆう恥ちを覚えるはずもない。……たぶん。


　困こん惑わくしたままジェイドが顔を覗のぞきこむと、ルビーウルフはふいっと顔を背そむけた。そして──けふけふっと控ひかえめな咳せきをした。


「……ルビーウルフ、こっちを向け」


　彼女の様子がおかしい理由を悟さとって、ジェイドはすぐさま冷静さを取り戻した。ルビーウルフの頰を両手で挟はさみ、こちらを向かせる。


「なんか、だるいんだけど」


「そうだろうな。熱があるんだから」


　どうも、懸け念ねんしていた通りジェイドの風か邪ぜが感う染つってしまったようだ。両手に伝わるルビーウルフの体温は、明らかに平熱ではない。やはり彼女に看かん護ごしてもらうのは断ことわったほうが良かったと後こう悔かいしたけれど、こうなってはもう遅おそい。


「俺おれのベッドで、しばらく休んでおけ。俺は誰かを呼んでくるよ」


　言い置き、ジェイドは部屋の外に出た。すると、そこで待機していたケーナがさっと立ち上がって部屋の中を気にする素そ振ぶりを見せる。きっと、ルビーウルフの体調が良くないことを知って心配しているのだろう。


「いいよ、一人で自分の部屋に戻れるから」


　ふわふわした足取りで、ルビーウルフは出て行こうとする。あまり人の世話になるのを好まない性せい格かくなのはわかっているけれど、今は少しでも体を休めたほうがいい。


　ジェイドはルビーウルフを押おし止とどめながら、ケーナに言葉をかけた。


「ケーナ、すまないが誰か──アーリアかエルミナを呼んできてくれ。キャスでもいい」


　ジェイドの言葉を受け、ケーナは一声吠ほえるとすぐさま駆かけ出していった。


「ケーナは素す直なおで聞き分けがいいな。誰かとは大おお違ちがいだ」


「悪かったね、素直じゃなくて」


　憮ぶ然ぜんとしているルビーウルフを部屋の中へ押し戻し、ベッドで横になるよう促うながした。彼女もこれ以上は我がを通す元気がないのか、大人しくベッドに転がり込んだ。


「さっきまでと立場が逆転だな」


　ジェイドが笑えみを含ふくみながら言うと、ルビーウルフは悔くやしそうに唸うなった。しかし反はん論ろんする気力もないらしい。枕まくらを抱きかかえ、だるそうに溜ため息を吐つく。それから、ぽつりとつぶやいた。


「やっぱ、好きだなぁ」


「え？」


「なんか居い心地ごこちがいいんだよね、ここ。ジェイドの匂においがするから、好きだなぁと思って」


　ぼんやりとした口調でそんなことを言われると、なんだか気恥ずかしい。


　ジェイドが返答に困こまっていると、ルビーウルフはくすっと笑った。どうやら、またからかわれてしまったらしい。だが、そんな冗じよう談だんを言う元気があるなら心配は無用だろう。


「体調が戻ったら、またしっかりと勉強をするんだぞ」


「えー」


「今度からは俺が教えるから」


　ものすごく嫌いやそうな声をあげたルビーウルフだったが、ジェイドが教きよう師し役を申し出たとたん押おし黙だまった。そして、身を反転させてジェイドに背を向けてしまう。
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　表情こそ窺うかがえないが、彼女は喜んでいると思う。自うぬ惚ぼれでもいい。そう信じたい。


　それからルビーウルフは完全に寝た振りを決め込んで、ジェイドが何を言っても答えなかった。


　しばらくそんな状じよう態たいが続き、ようやくケーナが戻ってきた。彼女が連れてきたのはアーリアとフロスト。フロストもケーナと同じく、獣けものの感覚でルビーウルフの不調を察したようだ。


　アーリアは自分が余よ計けいなお節せつ介かいを焼いたためにルビーウルフまで風邪を引いてしまったと詫わびていたけれど、ルビーウルフは笑いながらそれを否ひ定ていした。それからアーリアに、そのことは秘ひ密みつにね、と囁ささやいていた。


　何が秘密なのかジェイドは知らないけれど、アーリアも安あん堵どしたように笑っていたので悪いことではないだろう。なら、それで充じゆう分ぶんだ。


　アーリアと狼おおかみたちに付き添そわれて自室へと戻るルビーウルフは思いのほかしっかりと歩いていたから、ジェイドはそのまま部屋に留とどまった。ジェイドも、まだ体調が完全とはいえないのだ。それでもルビーウルフのおかげで久ひさ々びさにゆっくり眠ねむることができたし、明日にはすっかり良くなっているはず。


　ルビーウルフも回かい復ふく力の高さは普ふ通つうの人間の比ひではないから、明日か明後日にはけろっと元気になっていることだろう。


　部屋の中、独ひとりでベッドに腰こし掛かけて、ジェイドは一枚の紙切れを飽あきることなく眺ながめていた。ルビーウルフの、あの個こ性せい豊ゆたかな字が筆記された紙だ。


　ああやって笑ったり、むきになったり、拗すねてみたり、そういうところはまだまだ子こ供どもじみているけれど、ジェイドをからかう時は大人っぽく微笑ほほえむようになった。


　もうじき雪ゆき解どけの季節。彼女が十六歳さいになる春だ。一つ齢としを重ねたくらいで大した変化はないかもしれないが、もう子供ではない。


　それに、ルビーウルフはこの国にとって唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざい。背負うものがどんなに大きくても泰たい然ぜんと構えている彼女は、やはり年ねん齢れいには相応ふさわしくない胆たん力りよくの持ち主だ。


　女王だから守るのではない。ルビーウルフがこの国に必要な存在であると同時に、ジェイドにとってもかけがえのない人なのだ。けれど、その真意はまだ彼女には言わないでおく。だって──


「獣は自由であるべき、だよな」


　ジェイドは小さく独ひとり言をつぶやいてベッドに横たわり、もう一眠りしようと瞼まぶたを閉とじた。




　７　琥こ珀はく色いろの夢ゆめは醒さめない







「では、好き勝手に命じます。あなた、一生その命を賭かけてわたくしを守りなさい。わたくしのために五体満足でいなさい。自由などなくてよ。永えい遠えんに囚しゆう人じんですわよ。わたくしのためだけに働く、わたくしだけの騎き士しが欲ほしいわ。口答えは一いつ切さい許ゆるしません」


　ミレリーナがそう言うと、刑けい場じように引き立てられた盗ぬす人びとの少年は鋭するどい眼まな差ざしを戸と惑まどったように揺ゆるがせた。少年だけではない。立ち会った執しつ行こう人にんたちも、王女の突とつ然ぜんの言葉に愕がく然ぜんとしていた。


　それでもいい。奇き異い視しされることなど気にならない。いいや、むしろ畏い怖ふを与あたえることで力を誇こ示じしたかった。


「哀あわれな野の良ら犬いぬでも助けたつもりか」


　命いのち乞ごいなどするものかと、少年の瞳ひとみが語っている。砕くだいた黒こく曜よう石せきのような、鋭い黒。静せい寂じやくの夜に似にた黒。


　一目で気に入った。彼自身が言う通り、野良犬を拾ってきて飼かいたいと親にせがむ子供なのだ。今のミレリーナがやっていることは。


　その親が、何も言わないだろうということを知っているからこんなことも平気でできる。


「そうですね。わたくし、犬は大好きです。綺き麗れいなリボンをつけて可愛かわいいお洋服を着せて──でも、困こまったわ。あなたには似合いそうじゃありませんものね。……それとも、着ます？　可愛いお洋服」


　助けるんじゃない。欲しい、と言ったのだ。我わが身を守る番犬が欲しい、と。


　だから、その番犬は凶きよう暴ぼうであればあるほど良い。人を咬かんだことがあると噂うわさされる犬に誰だれも近ちか寄よらないのと同じように、彼の存在そのものが、生い立ちが、主人であるミレリーナの武ぶ器きとなる。


　しばし啞あ然ぜんとして、少年は小さく笑った。そしてミレリーナの足元でひざまずく。


　ミレリーナは満足そうに微笑み、右手を彼の前に差し出した。


「わたくしの名はミレリーナ・フィリス・トライアン。わたくしが述のべた条じよう件けんを守り抜ぬく覚かく悟ごがあるのなら、示しめしなさい。──もっとも、拒きよ絶ぜつなど認みとめませんけど」


「私の名はロヴィン・リューグ。すべての運命を、この手に委ゆだねる」


　ロヴィンと名乗った少年はミレリーナの手を取ると、その甲こうに口づける。


　そうして忠ちゆう誠せいは誓ちかわれた。





　　　　†




　ロヴィンに与えられた部屋はミレリーナの部屋に付ふ属ぞくする控ひかえの間だった。普ふ通つう、そこは王女の世話をする女官が寝ね泊とまりする場所だ。男を入れるなんて考えられない。年とし頃ごろというにはまだ幼おさなすぎるミレリーナだが、それでも女だというのに。


「番犬は常つねに主人の膝ひざ元もとで控えているべきです。離はなれていては意味がないでしょう？」


　さも当然というように、ミレリーナはロヴィンを自室へと招しようじ入れた。


　汚よごれて穴あなが開いていた一いつ張ちよう羅らも、煉れん瓦が色いろの仕着せに着き替がえさせられた。トライアンの魔ま導どう騎士を示しめす制せい服ふくだ。


　ロヴィンはまだ十四歳さい。正式に騎士として認められるのは十五からだと思っていたが、それを言うとミレリーナはくすりと笑って肩かたをすくめた。


「あなた、グラディウスの出身ですわね。あの国は、騎士となれる年齢は十五からだと聞いたことがあります。けれど、ここはトライアンですわよ。我が国では年齢の制限などありません。剣けんを振ふるえて、その中で魔導の扱あつかいに突とつ出しゆつした者が選ばれるのです。ただ、制限はなくとも子供が騎士になることは普通でしたらあり得ません。どうしたって未み熟じゆくですもの」


　未熟、という言葉にロヴィンは唇くちびるを嚙かんだ。


　ミレリーナが言った通り、ロヴィンはグラディウスの出身だ。魔導を扱えるということは、貴き族ぞくの出であることもミレリーナは気づいているはず。それがどうしてトライアンで盗ぬすみなどしていたかと言えば、答えは簡かん単たん。落ちこぼれの役立たずと見なされたからだ。


　代々、魔導師を輩はい出しゆつしてきたリューグ家。だが、グラディウスは今、傾かたむきゆく国だ。神国でありながら神具と王を失った国。騎士が仕えるべき王族は、あの国にはもういない。


　今は形ばかりの魔導騎士部隊が存そん在ざいするが、その枠わくは限られている。ロヴィンはその試験を受けることすらできないと魔導の師しに爪つま弾はじきされたのだ。そのような腕うで前まえで試験を受ければリューグ家の恥はじになる、と。


　落ちこぼれはいらない。いっそ、こんな息子むすこはいなかったことにならないだろうか。


　落らく胆たんした父のつぶやき。兄たちの嘲ちよう笑しよう。母の嘆なげき。


　そういったものから逃のがれたかった。だから家を、国を出た。家族が望む通り、消えてやった。


　当てもないままトライアンの王都シューバに流れ着いたロヴィンを受け入れてくれたのは、同年代の少年たちだった。


　貴族の出身であるロヴィンから見れば、安物の服を着た市し井せいの若者たち。けれど、その時のロヴィンは薄うす汚よごれて擦すり切れた服と靴くつしか持たず、飢うえて瘦やせていた。彼らのほうが、はるかに上等な暮くらしをしていた。


　どこから来たのかと声を掛かけてきた少年が、ロヴィンの腹はらの音を聞いてパンを盗んできてくれた。少年は金を持っていなかったわけではない。盗みそのものを楽しんでいたのだ。


　お前もやってみろと彼は言った。それで腹が満たせるなら素す晴ばらしいことだとロヴィンは思った。飢えているところへ食べ物を与あたえられたものだから、つい警けい戒かい心しんを解といてしまったのだ。魔導が扱えることを話したら、少年はロヴィンを仲間たちに引き合わせてくれた。


　落ちこぼれと言われた魔導の腕を、仲間たちは歓かん喜きして受け入れてくれた。それが嬉うれしくて、彼らの言うことは何でも聞いた。酒に酔よって支し離り滅めつ裂れつになっている言葉でも何でも。お前さえいれば王おう城じようにだって忍しのびこめるぞと囃はやし立てられれば、その気になって実行した。


　だが当然、そんな行き過すぎた遊ゆう戯ぎは許ゆるされるものではない。警けい備び兵へいに見つかり、警けい鐘しようが鳴り響ひびき、追われる少年たちはロヴィンを殴なぐり倒たおして逃にげた。警備兵がロヴィンに気を取られている隙すきに、自分たちだけ逃げおおせたのだ。


　結局、利用されていただけ。友達でも仲間でもなかった。要よう領りようが悪くて逃げられなかったロヴィンは、やはりどこまでいっても未熟な落ちこぼれだったのだ。


「未熟であることが、そんなに嫌いやですか？」


　ロヴィンの表情を見て取ったミレリーナが琥こ珀はく色いろの瞳で覗のぞき込こみながら言った。砂さ糖とう菓が子しに似にた甘あまい微び香こうが彼女の髪かみや衣服から香かおった気がした。


　聞くまでもないことを聞かれ、ロヴィンは返答に困る。するとミレリーナは明るく笑った。


「未熟と完熟なら、どちらがお好き？　わたくしなら未熟のほうがいいわ。だって、熟しきってしまったら、その先がないでしょう？　もう腐くさっていくしかないなんて、嫌じゃありませんか。だったら、一生未熟のままでいたほうがいいに決まっています」


　ロヴィンは目を丸くした。そんなこと、今まで考えたこともなかったからだ。ミレリーナは十歳さいだと言っていたが、その頃ころのロヴィンは兄たちに追いつきたくて必死だった。大人になればきっと実力がつくだろうと思い、早く大人になりたいと考えていたものだ。


「わたくしも、あなたも、子こ供どもです。だからこそ、わたくしにはあなたが必要なの」


　それがどういう意味なのか、その時にはわからなかった。ミレリーナもそれ以上は何も語らず、ただ微笑ほほえむだけ。


　しかし、その笑顔はどこか硬かたかった。ぎこちないという意味ではない。彼女の微笑みは完かん璧ぺきだ。完璧だからこそ、作り物くさい。素顔を見せまいとして、鎧よろいを着るかのように笑っている印象だ。ミレリーナの微笑みは人を寄よせ付けない。


　どうしてそんな笑い方をするのか。それがわかった時、彼女の言葉の意味も同時にわかった気がした。


　他の騎き士したちに紹しよう介かいされた時、彼らはロヴィンに対して明らかに侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けてきた。


　そんなもの、ロヴィンはどうとも思わない。それが正しい反応だとわかっているから。


　不思議だったのは、彼らがミレリーナに対して物言いたげな視し線せんを向けるだけで、実じつ際さいには何も言わなかったことだ。


　騎士たちだけではない。世話役の女官も城じよう内ないですれ違ちがう高官たちも、汚けがらわしいものを見る目でロヴィンを一いち瞥べつするだけだ。ミレリーナの顔色を窺うかがうように、揃そろって口を閉とざしている。


　王女とはいえ、ミレリーナはまだ子供だ。盗ぬす人びとを騎士として仕えさせるなどという戯たわむれを、なぜ誰だれも咎とがめないのか。彼女の父である王は、娘むすめの行動を把は握あくしていないのか。


　その疑念が解かい消しようされたのは、王の姿を見た時だ。


　無気力な眼差しをした男だった。何かの病なのか、床とこに臥ふして顔色も優すぐれない。倦けん怠たい感を身に纏まとい、見み舞まいに訪おとずれたミレリーナに何ら言葉をかけるでもなく、重い溜ため息をつくばかり。王に付き添そっている王おう后こうも、つられたように暗く沈しずんでいた。


「お父様は、ここを離はなれるべきなのです」


　自室に戻もどったミレリーナがぽつりとつぶやいた。


　神国であるトライアンは、〈裁さばきの天てん秤びん〉と呼よばれる神具を所有する。それを扱あつかえるのは王家の血と名を継つぐ者だけ。


　それを、王は拒きよ絶ぜつしているのだという。そして、その厭いとう気持ちを神具は感知し、制せい裁さいを与あたえる。


　ミレリーナが話してくれたことは、同じく神国であるグラディウスの出身であるロヴィンも初耳だった。神の子の血を継ぐと言われている王が神具を拒絶しているなど、あってはならないこと。だから誰も口外しないのだ。


「どこか静かな所で心穏おだやかに過すごすことができれば、きっとお父様もお元気になられるわ。お母様の心労もなくなるでしょう。でも……」


　王であることに疲つかれてしまったのなら、その座ざを明け渡わたしてしまえばいい。あの調子では、王の心身が持つのもあと数年が限げん界かいだろう。だが、その重じゆう責せきはすべて次期王へ──王の息子むすこへ丸投げされることになる。


　トライアンの王子──ミレリーナの兄ベルンハルトは二は十た歳ち前後の若わか者もので、彼もまた変わり者だった。誰もがロヴィンに軽蔑の眼差しを向ける中、彼だけは人ひと懐なつっこい笑みで挨あい拶さつに来てくれたのだ。それも、手作りのケーキを携たずさえて。


「ミレリーナをよろしく頼たのむね。この子が君を選んだのには、きっと何か意味があるんだ。種明かしをされると大人だってびっくりするくらい、大きな意味がね。私はミレリーナを信じているから、君も信じるよ」


　オレンジの香かおりがするケーキを切り分けながら、ベルンハルトはそう言った。


　神国の王子がケーキを作って持ってくることにも驚おどろいたが、こうもあっさり受け入れられたことが何より信じられなかった。いくら妹を信用していようと、得体の知れない罪ざい人にんまで信じるだなんて無む防ぼう備びにもほどがある。


　もしや、ミレリーナの機き嫌げんを取るために都合の良いことを言っているのではないか。そんなことを考えたロヴィンだったが、すぐにベルンハルトの笑顔は本物だとわかった。あまり甘あまいものは好きでないロヴィンだったが、ミレリーナの手前、ケーキの味を褒ほめたら彼は心底ほっとしたように照れ笑いを浮うかべたのだ。


　作り物めいたミレリーナの微笑みとは違う、人の温かみがある笑顔だった。


　しかし、彼のような人が次期王だと思うと確かに不安だった。あまりに純じゆん朴ぼくすぎて、すべてを委ゆだねると潰つぶれてしまいそうな気がする。ミレリーナもそれを案じているのだ。兄が父王のようになるのは嫌いやだ、と。


　ミレリーナに付き従したがうようになってから幾いく日にちかすると、ロヴィンは城じよう内ないの様々な事じ情じようを把は握あくできるようになった。グラディウスに比べると格かく段だんに豊ゆたかな国であったが、その要かなめたる王家は誰だれもが脆もろそうだった。


　王は、じきに使いものにならなくなるだろう。そしてベルンハルトは頼たより甲が斐いがあるとは言い難がたい。そんな中、必死で強くあろうとするミレリーナは特に、今にも折れてしまいそうで危あやうい。しかし、誰もがミレリーナの顔色を窺うかがうのは、ベルンハルトが潰れてしまった時に神具を担になえる者は彼女しか残っていないからだ。ミレリーナもそれをわかっているから、鎧よろいのような笑顔で弱音を隠かくす。


　そんな少女を支ささえていく。それがロヴィンの生きる方法となった。だから、それ以外のことはどうでもいいのだ。ベルンハルトが王の重じゆう圧あつに耐たえられなくても、誰にどんな目で見られようと、知ったことではない。


　ミレリーナさえいれば、生きていけるのだから。





　　　　†




　ひそひそと忍しのぶように言葉が交かわされる。そのたびに視し線せんを感じた。


　なのに、振ふり返ると皆みなが一様に顔を背そむけて口を閉とざす。それはつまり、よくない噂うわさを囁ささやきあっているということだ。


「何事ですの。言いたいことがあるのなら、目を見てはっきりおっしゃい」


　声を潜ひそめて話をしていた女官たちの輪に、ミレリーナは躊躇ためらうことなく割わり込んでいった。陰かげ口ぐちを聞き咎とがめられた女官たちは顔を伏ふせて恐きよう縮しゆくの意を示しめすが、ミレリーナは容よう赦しやしない。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを鋭するどく吊つり上げている。詫わびたくらいで見み逃のがしてやるものかと、態度で語っていた。


「姫ひめ様さまのお耳には、あまり好ましくないお話ですのよ」


　諦あきらめたように、一人の女官が口を開いた。それでも俯うつむいたまま、ミレリーナと目を合わせようとしない。ミレリーナは何も言わないが、黙もくすことで話の先を促うながしていた。行って良い、と許ゆるしが出るまでは、彼女たちは動くことができないのだから。


「実は……この何日かで、持ち物がなくなったという者が出てきているんです。なくなったのは軽食用のお菓か子しやパンといった食べ物が多いのですけど、中にはお金の入った小物入れが盗とられたという被ひ害がいもありまして……」


　そこまで言って、女官は伏せていた顔を一いつ瞬しゆんだけ上げた。その時に見たのはミレリーナの顔ではなく、その後ろに控ひかえる騎き士しの少年──ロヴィンだった。


「なくなったのは食べ物がほとんどなのですね。被害が可愛かわいいものとはいえ、城じよう内ないで窃せつ盗とうとは捨て置けないことではありませんか。それこそ、わたくしに報しらせるべきでしょう。なぜ好ましくないと勝手に決め付けて隠かくすのですか？　わたくしが子こ供どもだから報ほう告こくの必要がないとでも？　それとも、わたくしが知れば悲しい思いをすると、余よ計けいな気でも回しましたか？」


　彼女たちが──いや、噂を囁きあう者たちがロヴィンを疑うたがっていると悟さとったミレリーナは威い圧あつ的な口調で厳きびしい言葉を重ねる。一言二言と加えるたびに女官たちが畏い縮しゆくしていくのを見て、少しばかり胸むねがすっとした。溜ため息を零こぼして一いつ拍ぱく置いてから、下がりなさい、と命じる。その途と端たん、深く礼をしてから女官たちは逃にげるように小走りで去っていった。


「気にしてはいけませんよ。皆、あなたが珍めずらしいだけですわ」


　ミレリーナは諭さとすように言ったが、ロヴィンはそれほど気にしている様子もなく、一礼して承しよう服ふくの意を示した。彼も、こういった噂の対象にされることくらい覚かく悟ごしていたのだろう。良い心こころ掛がけだ。


　しかし、それで問題が解かい決けつされたわけではない。実じつ際さいに金品の紛ふん失しつ事じ件けんが起きているなら、その者を捕とらえて処しよ罰ばつしなければいけない。


　それにしたって、つまらないものばかり狙ねらう犯はん人にんだ。小物入れにしまっておくような金なら、少しよう額がくなはず。それ以外は食べ物ばかりとなると、よほど腹はらが減へっていたのか──王城に仕えているなら、それはありえない。どんな下働きでも、飢うえない程てい度どに賄まかないは出るのだ。食い意地の張った者がいるなら話は別だが、ロヴィンが疑われているのにはいくつか理由がある。


　一つは、彼がミレリーナに仕えるようになってからと紛失事件が起こり始めた時期が重なる、ということ。


　そしてもう一つは、彼の前科だ。擦すり切れた服と靴くつで街中を徘はい徊かいし、飢えを凌しのぐために盗ぬすみをしていた浮ふ浪ろう児じだということはすでに知れ渡わたっている。その頃の手て癖くせの悪さが抜ぬけていないのだと、疑いたくなる気持ちはもっともだ。


　だが、ロヴィンはほとんどミレリーナから離はなれることがない。夜だって、扉とびら一枚まい隔へだてたところに控ひかえさせているのだ。それでどうやって盗みを働くというのか。


　ミレリーナは自分の目を信じている。この目がロヴィンを選んだのだ。だから、彼を疑えば自分の目が曇くもっているのだと自身を貶おとしめることになる。


　迷まよいなどない。信じればいい。ロヴィンを、そして自分を。


　しかし、周囲はそれを許してはくれなかった。


　ミレリーナが盗とう難なんの件を耳にした翌よく朝あさのこと。新しいドレスに合わせて新調した髪かみ飾かざりが届とどけられた。いつもなら、そういった品を部屋まで持ってくるのは女官や下働きの者なのに、その日はどういうわけか魔ま導どう騎士だった。それも、三人連れ立って。


　品を届けた彼らはちらちらとロヴィンを窺うかがい見ていた。きっと、例の噂を耳にして、嫌けん疑ぎをかけられている新入りを見に来たのだろう。どこか怪あやしいところがあれば指し摘てきしてやろうと、目を光らせている。


「良い品ですわね、気に入りました。さっそく御お代だいを工こう房ぼうに届けてください」


　箱を開け、注文通りの品が納おさめられていることを確かく認にんしたミレリーナは試着もせず告げた。贔屓ひいきにしている職しよく人にんの品であることと、何より騎士たちを早く部屋から追い出したかったからだ。


　しかし、彼らは一瞬だけ互たがいに顔を見み交かわし、うちの一人が意を決したように歩み出た。


「恐おそれながら申し上げます、王女殿でん下か。我われらよりも、殿下のすぐ傍そばに控えている者のほうが適てき任にんかと。街の裏うら道みちに詳くわしく、足にも自信がおありと聞き及およんでおります。今から出ても、昼ひる過すぎには戻もどって来られましょう」


　彼らが何を言わんとしているのか悟り、ミレリーナは騎士たちを鋭するどく睨ねめつけた。しかし、彼らも追い詰つめられた表情で引こうとはしなかった。


　見れば、この騎士たちもまだ若わかい。皆、二は十た歳ち前後だろう。歩み出て進言したのは女騎士だった。瑠る璃り色いろの瞳ひとみは切れ長で鋭く、金糸雀カナリア色いろの鮮あざやかな髪かみをきつく束ねている。見習いという修しゆ行ぎよう期間を経へてようやく力を認みとめられた彼らにとって、ロヴィンは許しがたい存そん在ざいといったところか。特に女の騎士は希き少しようだが、同性であるため気安いと、王女や王おう后こうが近衛このえに求めることが多い。この女騎士もミレリーナの近衛に選ばれるなら自分であると自信があったのだろう。手に入るはずだった座ざを盗ぬすつ人とに掠かすめ取られたと、憤いきどおっているようだ。


　しかし、だからといって、こんな試ためすような真ま似ねをするとは。トライアン魔導騎士としての誇ほこりがあるなら、つまらない矜きよう持じにしがみつくことがどれほど無様かわかるだろうに。


　そう言ってやりたかったが、安あん易いに彼らを退しりぞけることはできなかった。


　なぜ彼らが髪飾りを持って来たか──本来、これを届ける役目にある者と示し合わせて、仕事を譲ゆずってもらったのだ。誰もがロヴィンを疑っているから、若い騎士たちの無理な頼たのみを断ことわるはずもない。もしここでミレリーナがロヴィンを使いに出さなければ、ミレリーナ自身もロヴィンを疑っているのだと吹ふい聴ちようして回るつもりだろう。何せ、髪飾り一つとはいえプラージュ産の大おお粒つぶ真しん珠じゆを使っている品だ。その報ほう酬しゆうもかなりの額になる。そんな大金を持たせるには、その信しん頼らいに足る人物でなければいけない。


　安全を第一に考えて、普ふ通つうなら使いの者に複ふく数すうの護ご衛えいをつけるもの。だが、彼らが要求しているのはロヴィン一人で役目を果たすことだ。疑いを晴らしたければやってみせろと暗に言っている。


　突つっ撥ぱねるのは簡単だ。一人で使いに出すなんて非ひ常じよう識しきな要求、聞くまでもない。


　だが、示し合わせてこんなことをするのなら、騎士たちにもそれなりの覚かく悟ごがあるのだろう。ちょっとやそっとでは退ひきそうにない。いくらミレリーナのほうが正しくても、ここで我がを通そうとすればするほどミレリーナもロヴィンを疑っているように見えてしまう。


　この者たちにどう思われようと、痛いたくも痒かゆくもない。しかし、押おし問答する姿をロヴィンに見せたくはなかった。疑ってなんかいないのに、そう思われるのは嫌いやだ。


　ほんの一呼こ吸きゆうの間に、決心した。そもそも悩なやむ必要などないのだ。


「わかりました。彼に頼みましょう。あなたたちは先に下がりなさい」


　ミレリーナの返答に三人は揃そろって絶ぜつ句くした。まさか、二つ返事で承しよう諾だくを得られるとは思っていなかったのだろう。目を白黒させ、ミレリーナを見つめている。


「まだ何か？　下がりなさいと言いましたのよ。聞こえなかったの？」


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている騎士たちに、ミレリーナは重ねて退たい出しゆつを命じた。彼らは悔くやしそうに唇くちびるを引き結び、一礼して背せを向けた。


「そうだわ、待ってちょうだい。あなたたち、騎士になって間もないのでしょう。まだ名前を知りませんもの。教えてくださいな」


　立ち去ろうとした騎士たちを呼び止め、ミレリーナは名乗りを命じた。三人はそれに応おうじ、振ふり返って胸むねに手を当てる。


「フォルト・アプロディール」


「レジス・トゥルビオン」


「グリシーヌ・ベルジュロネット」


　堂々とした振る舞まいで名乗りを上げるが、口調は苦々しい。魔導騎士はすべて名家の出であるため、家の名を口にすることが何よりの誇りなのだ。年とし端はも行かない少女に負かされた直後とあっては、家名を汚けがすようでさぞかし悔しいことだろう。だが、それくらいの報むくいは受けてもらわなければミレリーナの気が済すまない。


「よく覚えておきましょう」


　それだけ言って、ミレリーナは三人に背を向けた。扉とびらを閉しめる音がして、足音が遠ざかっていく。何も聞こえなくなったところで、大きく溜め息をついた。


「困こまった人たちですわね。こんなつまらないことを考えている暇ひまがあるなら、武ぶ芸げいの稽けい古こでもしていればいいのに。──仕方がないから、あなたが行ってくださる？　あまり遠くはないから、昼食に間に合うように帰っていらっしゃい」


　手近にあった紙に工房の名と簡単な地図を書きつけながら、ミレリーナはあることを思い出した。地図の下にレソナンシア菓か子し店てんという店の名を書き加える。


「この工房の近くに、新しいお菓子のお店ができたんですって。そこの焼き菓子がとても美お味いしいって評ひよう判ばんなの。でも、他の人に頼むとお兄様のお耳に入ってしまうかもしれないでしょう？　わたくしがよそのお菓子を欲ほしがったなんて知ったら、がっかりなさるかもしれないわ。だから、こっそり買ってきてちょうだい」


　ロヴィンに紙を渡わたしながら、つい小声で耳打ちしてしまった。他に誰だれもいないのに、少しばかりの後ろめたさがそうさせる。けれど、こっそりお菓子を買ってきてもらうだけでもミレリーナには大変なことだった。常つねに人に見られる立場にいると、秘ひ密みつなど何一つ作れやしないのだ。しかし、ロヴィン一人での使いなら誰に見み咎とがめられるわけでもないし、きっとばれない。


「すぐに戻ってまいります」


　紙と髪飾りの報酬、そして菓子を買う金を受け取ったロヴィンは一礼して出て行った。


　背を向ける直前の横顔に、ミレリーナはいつもと違ちがうものを感じて首を傾かしげた。


　グリシーヌたちがやって来てから出て行くまで、彼は眉まゆ一つ動かさなかった。なのに今、少しだけ、ほんの少しだけ笑ったように見えたのだ。


　まだ日が浅いとはいえ、常に傍そばにいるミレリーナだからこそ見分けることができた表情の変化だ。彼は笑いもしないし怒おこりもしない。皆は彼を気味悪がるけれど、ミレリーナのように笑いたくもない場面で笑っているより、いっそ楽そうだ。


　しかし、それはできない。自分の感情に素す直なおになってしまったら、皆が不安になってしまうから。


　父王は弱すぎた。兄王子は優やさしすぎる。ベルンハルトは父の若わかい頃ころに似にていると、多くの人が言う。もしベルンハルトが王位を継つぎ、数年しか持たなかったらトライアンはどうなるのか。ミレリーナが、妹いもうと姫ひめがいるではないか。あの姫はなかなか気き丈じようそうだ。そうでなくては困る。強くなくては困る。


　耳を塞ふさいでも、指の隙すき間まから忍しのび込こんでくる囁ささやき声。聞こえないとでも思っているのか。それともわざと聞かせているのか。それならば、望むままに振る舞ってやろうではないか。


　力を誇こ示じしたい。皆がそれを望むから。そうすることで、兄に向けられる期待と落らく胆たんを軽けい減げんさせられるなら。


　父が床とこに臥ふすようになってから、ミレリーナに逆さからう者はいない。それはミレリーナをベルンハルトと同列に──いや、それ以上に王位を継ぐものと見ているからだ。


　けれど、ミレリーナは王位など欲しくはない。それは兄であって欲しい。父が倒たおれる以前はベルンハルトが王として望まれ、その教育を受けてきたのだ。そしてミレリーナは、王となったベルンハルトを支ささえていたい。父のようにはさせない。


　だからミレリーナは時々、人々が当とう惑わくしてしまうようなことをする。


　大好きだった祖そ母ぼが亡なくなった時、ミレリーナは涙なみだ一つ零こぼさなかった。あれほど懐なついていたのに、情じようのないこと。まったく子こ供どもらしさがない。冷たい姫君。


　そんな声を聞きながら、手のひらに食い込む爪つめの痛いたみに耐たえていた。


　刑けい場じようによく足を運んでいたのも、人の死に興きよう味みがあるのかと震ふるえ上がらせるためだ。


　穏おだやかに笑っていながら、何をするかわからない少女。そんな王女に王位を継がせるくらいなら、少しくらい頼たよりなくとも優しいベルンハルトに仕えたい。


　事実、ミレリーナに対たい峙じする時、誰もが緊きん張ちようした面おも持もちであるのにベルンハルトと言葉を交かわす時は皆が安あん堵どの表情を浮うかべるのだ。なんとも正直なことだと、面白くなるくらいに。


　気丈であれと望むくせに、実際にそうすると恐おそれ慄おののく。大人の考えることはよくわからないが、ミレリーナはこれですべて丸く収おさまると信じていた。だから、その通りに行動していた。


　しかし、刑場にこもった臭しゆう気きはいつも吐はき気を誘さそった。執しつ行こうの現げん場ばを見ていなくても、その場の空気に中あてられる。


　軽い眩暈めまいに耐えきれず、今日はもう帰ろうと思った時だった。彼を見つけたのは。


　見た瞬しゆん間かん、まず驚おどろいた。彼は苦く痛つうを与あたえられる懲ちよう罰ばつを目の前にして、暴あばれもしなければ泣き喚わめくこともなかったのだ。わずかに伏ふせた目は、まるで眠ねむる前に読書でもしているかのように落ち着いていた。


　漆しつ黒こくの髪かみと黒こく曜よう石せきの瞳ひとみ。それがいっそう、静せい寂じやくの夜を思わせる。


　先日、王おう城じように盗ぬす人びとが忍しのび込んだのだが、その時に捕とらえられたのが彼らしい。まだ若く、みすぼらしい身なりなのに、魔ま導どうの知ち恵えを持っているのだとか。刑場の管理を司つかさどる者たちがそんな話をしているのを聞いて、より興味が湧わいた。


　気がついたら、ミレリーナは刑の執行に待ったをかけていた。


　傍に寄ってみれば、黒い瞳をより暗くしているものは厭えん世せいであるとわかった。自分を取り巻まくものへの対峙の仕方が違うだけで、彼と自分は同類だとミレリーナは感じた。


　自分にない力を持つ者。ミレリーナの目を引いたように、人の目を惹ひきつける静寂と、それに相反して人に蔑さげすまれる罪つみを負う。自身以外を拒きよ絶ぜつしているが、もし忠ちゆう誠せいを誓ちかわせることができるなら、主人のみに依い存ぞんして、決して裏うら切ぎることはないだろう。


　自分よりずっと年上の、大人の騎士ではだめなのだ。彼らはミレリーナを王女としての価か値ちだけで見ているから。


　だから、欲ほつした。ミレリーナをただの人間として見て、その上で忠誠を誓う者を。世を厭いとい、主人以外には盲もう目もくである者を。


　欲ほしかったのは捌はけ口かもしれない。ベルンハルトにさえ見せられない自分の暗い感情も、口を横一文字に引き結んだ彼になら聞かせられるような気がしたのだ。


　それに、罪人を傍に置けば、また人々はミレリーナを奇き異い視しして恐れる。一石二鳥だった。


　ロヴィンはミレリーナの求めに応じ、忠誠を誓った。ミレリーナの目に狂くるいがなければ、彼は裏切ったりしない。今のロヴィンにとって、ミレリーナこそが生きる資し本ほんなのだから。


「早く帰っていらっしゃい」


　ロヴィンが出て行った扉とびらを見つめ、ミレリーナはつぶやく。


　しかし、昼を過すぎても夕ゆう刻こくになっても、彼は戻もどってこなかった。


　彼の帰りを待ちわびていたのはミレリーナだけではない。グリシーヌたちもだ。いや、彼女らは帰りを待っているというより、戻らないまま時が過ぎるのを待っていたというほうが正しいだろう。


「やはり、あの者が一連の……」


「汚けがらわしい賊ぞくめ」


　王城の門が一番よく見える廊ろう下かの窓。そこでじっと外を眺ながめていたミレリーナの耳に、足音と共に声が届とどいてきた。背はい後ごでぴたりと足音が止まる。


「ミレリーナ様、こちらにおいででしたか」


　窓まど硝子ガラスに手をついているミレリーナに、聞き覚えのある声がかけられた。グリシーヌだ。瑠る璃り色いろの瞳が、今朝と違ちがって勝ち誇ほこったように生き生きとしている。


　彼女と共にいるのはフォルトとレジス。先ほどの話し声は彼らのものだったようだ。


　ミレリーナは振ふり返ったが、何も答えなかった。グリシーヌは構かまわずに言葉を続ける。


「なかなか戻られませんね、ロヴィン殿どのは。まさか、よく見知った街で迷まよわれたなどということはありますまい。いったい、どちらで道草を食っておられるのか」


「譬たとえでなく、本当に道草を摘つんで食っているのでは？　ここでの食事は口に合わないのかもしれませんね」


　グリシーヌの尻しり馬うまに乗ってレジスが言うと、フォルトは憚はばかりもせず失しつ笑しようした。


　ミレリーナは振り返ったまま、三人をじっと見つめて口を噤つぐんでいた。しかし、それは言い返すことができない悔くやしさで何も言えないという表情ではない。まだミレリーナは待っているのだ。だから、つまらないことは言うなと目だけで語る。


　ミレリーナが落らく胆たんしているものと思って見に来たのだろうグリシーヌたちは、互たがいに顔を見合わせて肩かたをすくめた。強ごう情じような姫ひめ君ぎみだ、とでも言いたげだ。


　特に彼らと話すことなどない。ミレリーナは再び窓に顔を向けた。諦あきらめて立ち去っていく三人の足音を聞きながら、つぶやく。


「わたくしが、いけなかったのですね」


　窓についた手を強く握にぎり締しめた。
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　地図に記された工こう房ぼうの名はロヴィンも知っているものだった。グリシーヌが言ったように裏うら道みちもよく知っているから、最短距きよ離りの道順を頭に思い描えがくのも容よう易いだ。


　それにしても、ミレリーナにはいつも驚かされる。躊躇ためらうことなく使いに出されるとは思わなかった。彼女が一言拒きよ否ひの言葉を発すれば、騎き士したちを退しりぞけることなど簡かん単たんだったのに。


　彼女はロヴィンのために、拒否しなかったのだ。疑うたがっていないと示しめそうとした。そして、それが押おし付けがましくない。心から信じてくれているのだと感じた。


　かつての仲間たちとは違う。上辺だけの信しん頼らいではない。ロヴィンを利用しようとしていることをはっきり告げているが、うそ臭くさい優やさしさや情なさけで傍そばに置かれるよりよっぽど良い。


　犬が欲しいと言って罪ざい人にんを騎士にした少女が他にどんなことを言い出すのか。純じゆん粋すいに興きよう味みを持った。だから忠ちゆう誠せいを誓ちかった。彼女なら面おも白しろいものを見せてくれると、そう感じた。


　そしてさっそく楽しませてくれた。大人をたじろがせる気き迫はくの持ち主であっても、評ひよう判ばんの菓か子しを欲しがるところはただの子こ供どもだ。直前までの大人ぶった顔とあまりにかけ離はなれていたものだから、つい笑ってしまった。


　きっと、あれが彼女の本当の顔なのだろう。ミレリーナがしゃんと背せ筋すじを伸のばして懸けん命めいに背伸びをしているのは、周囲がそうあって欲しいと望んでいるからだ。近くにいればすぐにわかる。そしてミレリーナは皆みなのため、何より兄のためにその期待に応こたえようとしている。


　つま先で立ち続けてきた少女が、ほんの少し足休めをする瞬間を手助けできる。今まで落ちこぼれとして育ったロヴィンが味わったことのない優ゆう越えつ感だった。たった数日の付き合いなのに、すでに離れがたい。


　ミレリーナがロヴィンを利用するつもりで仕えさせているのと同じように、ロヴィンもまた自分のために彼女の傍にいる。きっと、それでいいのだ。互たがいの益が絡からまりあって、この関係が成り立っているのだから。


　早く仕事を済すませてミレリーナのもとへ帰ろう。そう思い、確かく認にんのためにもう一度だけ地図に目を通す。自分が今いる場所から工房のある区画へ行くには、生活水すい準じゆんが比ひ較かく的低い居きよ住じゆう区くを突つっ切るのが早い。とはいえ、その居住区を避よけて通っても馬車を使えば大して変わらないから、王家や中央区に屋や敷しきを構かまえる貴き族ぞくなどは庶しよ民みん街がいを通ることはない。


　紙を上着のポケットにしまい、民家と民家を隔へだてる柵さくを飛び越こえた。無断で庭を横切って裏通りへ出る。


　王都といえど、庶民街の裏通りは狭せまくて雑ざつ然ぜんとして、人の往おう来らいも少ない。安あん価かな食事と酒を出す宿場の裏には根菜の入った籠かごなどが廃はい材ざいといっしょくたに置かれ、いかにも汚きたならしい様子だ。もしかすると野菜のいくつかは腐くさっているのかもしれない。すえた臭においがする。


　しかし、そんな空気が懐なつかしくもあった。ほんの十数日前まで、ロヴィンはこういった裏道の軒のき下したで雨風を凌しのいでいたのだから。


　鍵かぎが壊こわれていて、雨の時にはよく潜もぐり込んでいた民家の納な屋やの前に差し掛かかる。懐かしさにほんの一瞬だけ目を奪うばわれ──壁かべと壁の隙すき間まから伸のびてきた手に腕うでを捕とらわれた。そのまま力ちから任まかせに引かれ、物もの陰かげに吸すい込まれる。


「ほら見ろ。やっぱりロヴィンだ。いい服着て別人みたいだけどよ」


「まじかよ。幽ゆう霊れいじゃないよな？」


　ロヴィンの襟えり首くびを摑つかみ、壁に押し付けた少年が勝ち誇ほこったように言うと、共にいるもう一人の少年が驚おどろきで見開いた目をロヴィンに向けてきた。


　ロヴィンはこの二人のことをよく知っていた。しばらく前まで、つるんで盗ぬすみをやっていた仲間たちだ。


　襟首を摑む手を振り払はらおうとするが、この二人は仲間たちの中でも最も体たい格かくの良い連中だった。対し、ロヴィンは戯たわむれの腕相撲ずもうなどでは常つねに下位に甘あまんじていた。少しもがいたくらいで逃のがれられるはずもない。事実、先ほどからずっと相手の腕に爪つめを立てているのに、少年は痛いたがる素そ振ぶりも見せていなかった。


「お前、どうやってお咎とがめを免まぬがれたんだ？　捕つかまったんだろう？　ドジこいて、逃にげ遅おくれてよ」


　ロヴィンを捕らえている少年が言葉の後半を強調して言うと、もう一人は喉のどの奥おくで忍び笑った。見捨てて逃げたことをロヴィンが恨うらんでいると思っているのだろう。詫わびるつもりなどないから、要よう領りようの悪いお前が悪いんだと威い圧あつをかけているのだ。


　質しつ問もんに答える気はない。そもそも、首を圧あつ迫ぱくされていて声が出せない。気を失わないように呼こ吸きゆうを確かく保ほするので精せい一いつ杯ぱいだ。少年はそれをわかったうえで力をかけている。ロヴィンが魔ま導どうの力を扱あつかえると知っているから、呪じゆ文もんを唱える隙を与あたえることがどんな結果を招まねくかもよく知っているのだ。


「なぁ、これってもしかして王家の紋もん章しようじゃないか？」


　笑っていた少年がロヴィンの胸むな元もとを指差して言った。煉れん瓦が色いろの生き地じに映はえる金糸の刺し繡しゆうは、まぎれもなくトライアン王家の紋章だ。それに少年たちは目の色を変え、探さぐるような表情でロヴィンの顔を覗のぞき込こんでくる。


「どういうことだ？　まさか、服を盗んできたのか？」


「おい、見ろよ！　こいつ、すげぇ金持ってる！　手紙もあるぞ」


　手が空いていた少年は素早くロヴィンの服をまさぐり、持ち物を物色した。絹きぬに包んだ金は職しよく人にんへの報ほう酬しゆう、手紙はその職人に宛あてた礼と労ねぎらいの言葉だ。


　手紙を開いた少年は、ロヴィンを押おさえていて手が塞ふさがっている仲間に手紙を差し出して見せる。そこに記された差出人の名に、少年たちは驚きで目を見開いた。


「ミレリーナ・フィリス・トライアンって、王女殿でん下かの名前じゃないか！　どういうことだ？」


　少年はロヴィンの襟元を握にぎった手に力をこめ、さらに首を圧迫する。質問しておいて答えられないようにするとは馬ば鹿かかと言いたいが、背中を壁に押し付けられてほとんど宙ちゆう吊づり状じよう態たいの今では文もん句くの一つも言えはしない。呼吸の際に、苦しい声がわずかに漏もれる程てい度どだ。


　それでも、懸けん命めいに抵てい抗こうした。びくともしなくても、手を払はらい除のけようともがく。目は真まっ直すぐ相手を捉とらえ、奪うばったものを返せと視し線せんで訴うつたえた。


　だが、それが逆ぎやくに彼らの興きよう味みをそそってしまったようだ。手紙とロヴィンの顔を見み比くらべ、二人で目を見み交かわす。そして互いに意思が通じたように、同時に薄うすい笑えみを浮うかべた。


　ずっとロヴィンを捕らえていた少年が、おもむろに手を離した。首元で塞せき止められていた血が、どっと頭に流れ込んで一いつ瞬しゆんだけ目の前が白くなる。咳せき込んで膝ひざをつきそうになるのをどうにか堪こらえ、すぐさま呪文を唱えようと口を開いた。しかし、一節唱える隙すら与えることなく、手を離した少年はロヴィンの腹はらを蹴けり上げ、前のめりに倒たおれかけたところにもう一人の蹴りが飛んできた。靴くつの硬かたいかかとが頰ほおを強く打つ。


　たまらず、ロヴィンはその場に倒れ込んだ。最初の一撃げきが鳩尾みぞおちに入り、体の芯しんが痺しびれるように痛む。二打目では口の中を切った。その傷きずは深いらしく、口内に溢あふれてくる血を飲み込むことができずに吐はき出す。地面に散った鮮せん血けつを眺ながめ、顎あごが砕くだけていないだけましだと他人ひと事ごとのように思ってしまった。腹の痛みのせいで、頭がぼうっとしている。


　しかし、痛みから立ち直る間もなく髪かみを摑つかまれて無理やり顔を上げさせられた。にたりと笑った少年たちの顔が霞かすんだ視界に入ってくる。


「危あぶない危ない。こいつにしゃべらせたら、下手すると火の海だの竜たつ巻まきだの出して物ぶつ騒そうだからな」


「でも、どうする？　王女様の手紙を預あずかってるってことは、こいつ王おう城じようで働いてるんだろ？　このまま金だけ取って帰しても、俺おれたちのこと全部話されるんじゃないか？」


「そうだな……。とりあえず、ルネのところに連れていくか」


　耳がきんきんして、話し声も遠い。彼らが何か話し合っているようだったが、よくは聞こえなかった。しかし、彼らのすることなど予想がつく。


　けれど、予想できても抵抗はできなかった。今のロヴィンは自力で立つこともままならないのだ。逃げることなどできるはずもない。


　いや、逃げたところでどうなるというのだ。どこに帰るというのだ。役目を果たせず、金も手紙も失なくしていたら、王城で噂うわさされている通り盗ぬす人びと扱いされてしまう。怪け我がをしていようと、自作自じ演えんと言われて終わるだろう。昔の仲間に出くわして、金を巻まき上げられたなどという話を誰だれが信じるものか。


　あの嫌いや味みな騎き士したちや、軽けい蔑べつの目を向けてくる女官たちにどう見られても構かまわない。しかし、ミレリーナだけは。大人びていて、それでも幼おさなくて、力を欲ほつして罪ざい人にんであるロヴィンを膝元に置いた、自分の非ひ力りきさを理り解かいしているあの少女にだけは落らく胆たんの目を向けてほしくなかった。


　だから、あの場所へはもう帰れない。


　琥こ珀はく色いろの甘あまやかな夢ゆめの中には、もう二度と。
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　明かり取りの天てん窓まどから差し込んでくる日差しから朱あけが失われていく。もうじき日が落ちるのだ。暗くなった室内で、誰かがランプに灯あかりを灯ともした。


　昼食までに戻もどれと言われたのに。さすがのミレリーナも、もう待ってはいないだろう。ミレリーナに見み限かぎられることもつらいが、何より彼女が周囲の者たちに『そら見たことか』と責せめられているだろうと考えると申し訳わけなくて悔くやしかった。


　ロヴィンが少年たちに連れてこられたのは、商店の品を保ほ管かんしておく倉だった。国外から買い付けてきた珍めずらしい磁じ器きや陶とう芸げい品ひんから織おり物ものなどを広く取り扱う店で、本店を中央区に構える大きな商店だ。倉も店の裏うらや郊こう外がいにいくつも持っているが、その中の一つは使われることなく、がらんどうの建物だった。


　以前は、ロヴィンもよくここで仲間たちと飲み食いしていた。少年たちの集会は、いつもこの場所だったのだ。今も、ロヴィンを連れてきた二人の他ほかに、十人前後の若わか者ものが雑ざつ談だんしながら呼よび出した相手を待っていた。


　ここへ連れてこられて、どれほど経たった頃ころだろう。蝶ちよう番つがいが少し錆さびついているためか、扉とびらがきしんだ音を立てて開いた。物が少なく、音や人の声はよく響ひびく。


　落日の太陽を背せ負おい、その若者は靴くつ音おとを高く響かせて倉の中へ踏ふみ込んできた。集つどっていた少年たちが一いつ斉せいに立ち上がり、会え釈しやくする。


　若者は満足そうに一同を眺ながめ回し、最後にロヴィンに目を移うつした。ロヴィンは今、手を背せ中なかに回されて、縄なわで柱に繫つながれている。ミレリーナから与あたえられた騎士のサーベルも奪うばわれ、少年たちの玩具おもちやにされていた。少しでも口を開けばすぐに殴なぐって黙だまらせようと、常つねに誰かがそばに立っている。


　それを見て、若者は大げさに嘆なげきの表情を浮かべた。


「あぁ、ロヴィン。生きてたって聞いたからすっ飛んで来たのに、こいつらと喧けん嘩かでもしたのか？　かわいそうに、ひどい怪我だ」


「すっ飛んできた？　昼に呼び出したのに、今頃やって来て。どうせ女の家にでもいたんだろ」


　若者の言葉を聞いて、少年の誰かが笑みを含ふくんで言った。それに皆みなが忍しのぶように笑い出すと、若者は怒おこるでもなく肩かたをすくめて聞き流した。いつものことだと、ロヴィンは知っている。


「おい、お前ら。ぼけっとしてないで縄をはずしてやれ。これじゃあ落ち着いて話なんかできやしない」


　若者が指し示じを出すと、さすがに少年たちは躊躇ためらいを見せた。しかし、若者が念押おしのように顎あごでしゃくると、一番近くにいた者がナイフを取り出してロヴィンを縛いましめている縄を切り、解といた。しかしナイフを鞘さやに納おさめることなく、すぐ後ろに膝立ちしたままロヴィンの背中に切っ先を突つきつける。妙みような動きをすれば、一突きにされるだろう。


　この少年の行動を、若者は咎とがめない。彼が少年に、視線だけでそう指示したからだ。


　彼の名はルネ。この倉を持つ商店の息子むすこで、若者ばかりの窃せつ盗とう団だんを束ねる頭かしらだ。この倉を自由に使えるのは、親さえ脅おどして言うことを聞かせているから。彼の両親は息子が窃盗団を束ねていると知りながら、発覚すれば商売ができなくなると案じてルネを庇かばっている。


　ルネはすらりとした瘦そう身しんをかがめ、床ゆかに座すわり込んでいるロヴィンと目線を合わせた。顔を寄よせてきたせいで、彼の赤味がかった長い茶ちや髪ぱつがロヴィンの頰ほおをくすぐる。怪我をしたところにちくちくした痛みを与えられ、ロヴィンはわずかに顔をしかめた。それが可お笑かしかったのか、ルネは深い緑色の瞳ひとみを細める。


「本当に、無事で良かったよ。いや、今は無事とも言えないか。傷だらけだもんな」
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　言って、ルネはけらけらと高い声で笑い出した。取り囲む少年たちも、つられて笑う。


　ロヴィンだけが一人、黙もくしたままルネの顔を見み据すえていた。


　彼なのだ。王おう城じように忍び込んだ日、ロヴィンをけしかけたうえに見つかったとたん殴なぐりつけ、兵士がロヴィンに気をとられている隙すきに他の仲間を連れて逃にげたのは。


　そして、この街に流れ着いたロヴィンに初めて声をかけてくれたのも。ルネは自分が恩おん人じんであることを何かにつけて強調し、ロヴィンを逆さからえないようにしていた。だから今も、さも心配していたような素そ振ぶりで再ふたたび仲間に引き入れようとしている。ロヴィンが持つ魔ま導どうの力が惜おしいのだ。


「なんだ、相変わらず付き合いの悪い奴やつだな。少しくらい笑えよ。──もしかして、置いてったことを根に持ってるのか？　あれは確たしかに俺が悪かったよ。お前なら一人でも上う手まく逃げてくれると思ったんだ。まさか、あんなにあっさり捕つかまるなんてな。お前に頼たよりすぎてた俺がいけなかった。助けに行きたかったけど、相手は王家だろ？　どうしようもなかったんだよ。わかってくれよ。それにお前、その服。王家の魔ま導どう騎き士しの制せい服ふくだよな？　どうやって取り入ったんだ？　聞かせてくれよ」


　自分が悪かったと認みとめながらも、信じているからこその策さくだった、助けたかったと主しゆ張ちようする。そして反はん論ろんの隙を与えずに話題を変えた。このやり方で、ルネは少年たちの心を捉とらえるのだ。違い和わ感を覚えても、得意なことや長所を褒ほめちぎられると許ゆるしてしまう。いいように使われているとわかっていながら、居い心地ごこちの良さに浸ひたってしまうのだ。


　しかし、ロヴィンは見つけてしまった。本当の信しん頼らいを。小さくて柔やわらかな手に口づけた時から、この命はミレリーナのものになった。だから、もう他の誰の前でも膝ひざを折ったりはしない。たとえそれで死ぬようなことになっても、もはやミレリーナがロヴィンの帰りを待っていなくても、せめてこの独ひとりよがりな忠ちゆう義ぎを果たしたかった。


　ルネの問いにロヴィンは答えない。どうせ手紙や金のことは少年たちに聞いて知っているだろうし、今さら彼と話し合う気もなかった。


　だが、それで見み逃のがしてもらえるはずもない。ルネの双そう眸ぼうが、すっと細められた。右手を腰こし元もとに滑すべらせたかと思うと、上着の内側からナイフを取り出してロヴィンの眼がん前ぜんに突きつけた。すでに鞘は払はらわれている。


「だんまりはやめようぜ。あの金と手紙、王女様からの預あずかり物だろう？　どんな手品を使ったのか知らないが、使いを頼たのまれるなんてずいぶん気に入られてるんだな。まさか、王女様に俺たちのことを話したんじゃないだろうな？」


　ルネが一番聞きたいのは、それなのだろう。自分たちの罪つみが白日の下もとに曝さらされるのを恐おそれている。彼らが盗みに手を染そめているのは決して生活に困こん窮きゆうしているからではなく、遊びのつもりだからだ。遊びごときで憲けん兵ぺいに捕まってはたまらないと、皆がロヴィンを鋭するどく睨にらみつけている。


「……王城に忍び込んだのは、俺一人ということになっている」


　ロヴィンはつぶやくように小さく言った。それでも、倉の中ではわずかな声でもよく響ひびく。皆がロヴィンの言葉を聞き取り、安あん堵どの表情を浮うかべた。ルネも満足そうに口角を上げた。そこへもう一言、ロヴィンは突き刺さすような言葉を投げつける。


「あの方に、お前たちの名を聞かせたくない。お前たちが刑けい場じように引き立てられ、その姿すがたをあの方の目に触ふれさせることなどあってはいけない。あの方の耳も目も、どんな穢けがれからも守ると誓ちかったのだ。だから、お前たちのことを話したりはしていない。安心しろ」


　ミレリーナに仕えるようになってからも仲間がいたことを誰にも話さなかったのは、彼らを慮おもんぱかってのことではない。すべてはミレリーナのために。それだけがロヴィンの誇ほこりであり、生きる支ささえにしていこうと誓ったから。たとえ短い夢ゆめであっても、ミレリーナの傍そばに仕えることができて幸せだった。真に自分を求めてくれた人が、彼女で良かった。


　ルネたちは呆あつ気けに取られたような表情でロヴィンを見つめた。今までロヴィンがルネに反発したことなどなかったのだ。まさか侮ぶ蔑べつの言葉と共に拒きよ絶ぜつされるなんて思っていなかったのだろう。ルネの表情が一変して険けわしくなり、ナイフの柄つか頭がしらでロヴィンの側そく頭とう部ぶを強く殴りつけた。倒たおれたロヴィンの右手を踏み、ぎりぎりと踵かかとに力を入れる。脳のうが揺ゆさぶられるほどの衝しよう撃げきに、ロヴィンは伏ふしたまま呻うめくことしかできない。


「王女に気に入られたからって調子に乗るなよ。そんなもん、お姫ひめ様さまの気まぐれに決まってる。お前みたいなコソ泥どろにはねずみの這はい回る汚よごれた裏うら通どおりがお似に合あいなんだよ。そんなお前に居場所を作ってやったのは誰だ？　飢うえの凌しのぎ方を教えてやったのは誰だ？　今さら俺から逃げられると思うなよ。王女に可愛かわいがられて暮くらすなんて、させるか。そんなことになるくらいなら、この手で、この場で、殺してやる」


　仲間たちの中で、一番裕ゆう福ふくな暮らしをしているルネ。彼はそれを威い光こうとして少年たちを束ねてきた。特にロヴィンはルネにとって、自分の庇ひ護ごがなければ生きていけなかった弱い存そん在ざいという位置づけだったのだ。そんなロヴィンが自分より華はなやかな世界──王家に召めし抱かかえられ、そのうえ見下されるなんて、耐たえ難がたい屈くつ辱じよくなのだろう。


　ルネはロヴィンの胸むな倉ぐらを摑つかみ、無理やり起こした。その首くび筋すじに刃やいばをあてがう。


　魔導の力を使えば他愛なく倒せるだろう。しかし、ルネだけでなく背後にもナイフを持つ少年がいるのだ。魔法がどのように発動するのか、ロヴィンの傍で見てきた彼らは少なからず理解している。ロヴィンが自身の名を言えば、それを合図に容よう赦しやなく切りつけてくるだろう。今まで逃げ出せずにいたのも、そのためだ。傷だらけの体で十数人を相手にするのは少々難むずかしい。


　それに、ロヴィンはもう生きていたいとは思わない。ミレリーナを失望させてしまっただろう今となっては、生きていても仕方なかった。だから、されるがままに刃を受け入れる。無む駄だに力の入った切っ先が皮ひ膚ふを浅く裂さき、ちくりとした痛いたみが首筋に走った。


　ルネがナイフを振り抜ぬく。固かた唾ずを呑のんで見守っていた少年たちが息を詰つめた。盗みは遊び感覚で平気でやっても、人を殺したことなどないのだ。持ち歩いているナイフも威い嚇かく用で、使ったことなどほとんどない。それが今、一線を越こえようとしている。


　その時だった。錆さびついた蝶ちよう番つがいが泣くように軋きしんだ音を立てた。気を張はり詰めていた全員が、弾はじかれたようにそちらを向く。


　扉とびらを開けたその人は、息を切らして立っていた。すでに日は沈しずみ、暗くら闇やみの中に小さな影かげが曖あい昧まいな輪りん郭かくでぼんやり浮かんでいる。しかし、どんなに暗くてもわかる。所作のたびに振りまく、砂さ糖とう菓が子しに似た甘あまやかな微び香こう。それは間ま違ちがえようもない、主あるじのもの。


　誰かがランプを掲かかげ持った。灯とう火かに少女の姿が照らし出される。それは間違いなく、トライアンの王女ミレリーナだった。


　まさかと思った。その気配を察した時も、姿を見てからも、死の直前に幻まぼろしを見たのだと。しかし今、彼女はここにいる。


「誰だ？」


　ロヴィンの胸倉を摑んだまま、ルネが怪け訝げんそうに言った。それもそのはず、ミレリーナはどういうわけか、いつもの優ゆう美びなドレス姿ではなく召めし使いの子供が着るような簡かん素そな服を着ていたのだ。裾すそや袖そでは煤すすに汚よごれ、白い前まえ掛かけは縫ぬい目がほつれてくたびれている。ゆるやかに波打つ飴あめ色いろの柔やわらかな髪かみも、貴き金きん属ぞくではなく麻あさの紐ひもで束ねていた。洗あらい場か何か、汚れ仕事を任まかされている使用人の衣服だろう。もとの持ち主も小こ柄がらなようだが、それでもミレリーナには大きいらしく、袖をまくって前掛けの腰こし紐ひもを二重に巻まいている。


「その人をお放しなさい」


　ほんの一呼こ吸きゆう置き、乱みだれた息を整えてからミレリーナははっきりとした口調で言った。幼おさない少女が思いがけず強い態たい度どに出たことに、ルネや少年たちは目を丸くしてミレリーナを見つめ──ふっ、とルネが笑った。


「ずいぶん可愛かわいらしいお迎むかえだな。ロヴィンの新しいお友達か？」


　どうやらルネはミレリーナを王城で雇やとわれている召し使いの少女だと思ったようだ。無理もない。こんな薄うす汚れた格好の少女が王女だなんて、誰が気づくものか。


　ルネが刃は物ものを持っているのが見えていないのか、ミレリーナは躊躇ためらうことなく倉の中へ踏み込んでくる。たかだか十歳さいの少女だが、その堂々とした歩みや姿し勢せいには王女として培つちかわれた威い厳げんが宿っている。汚れた衣服なんかで隠かくせないほどだ。少年たちもミレリーナの雰ふん囲い気きに怯ひるみ、一歩退しりぞいて身み構がまえる。


　皆、腰が引けている。ミレリーナに気け圧おされていることもあるが、これ以上は近寄って欲ほしくないのだ。殺しに手を染そめたくないから。互たがいにちらちらと視線で牽けん制せいし、やるなら自分じゃなく、他の誰だれかがやってくれと願っている。しかし、ルネはそれを許ゆるさない。


「日が暮れてから、女の子が一人でこんな場所にやって来ちゃいけないよ、お嬢じようちゃん。お父さんとお母さんが心配してるよ？　そんな悪い子は、どんな目に遭あっても文もん句くを言う権けん利りなんかないんだよ？」


　ミレリーナを見るルネの瞳ひとみに狂きよう気きの色が宿る。ロヴィンを殺そうとした現場を見られたからには、ミレリーナも生きて返さないつもりだ。ルネは取り巻まきの少年たちに目配せし、ミレリーナを始末するよう命じる。


　少年たちは尻しり込ごみする。しかしルネは一いつ喝かつするように、やれ、と低い声こわ音ねで告げた。


　それとほぼ同時。ミレリーナの靴くつ音おとが一ひと際きわ大きく響ひびいた。それで張り詰めていた緊きん張ちようが限げん界かいに達したのか、一人の少年が雄お叫たけびを上げ、ナイフを構かまえてミレリーナに向かっていく。


　意い識しきする間もなく、ロヴィンの体は動いていた。怪け我がの痛いたみも忘わすれていた。だからこその反はん応のう速度だったのだろう。ロヴィンを警けい戒かいしていた少年たちもルネも、その予想外の動きに対応できなかった。彼らの脇わきをすり抜け、ロヴィンはミレリーナに駆かけ寄よる。


　少年が振ふり上げたナイフの切っ先がミレリーナに届とどく直前。ロヴィンは少年の右みぎ腕うでを捕とらえた。ぎりりと骨ほねや筋すじが軋きしむ音がして、少年は呻うめく。しかしロヴィンは構うことなく、ナイフを奪うばって少年の腕を肩かたに担かつぎ、そのまま背せ負おい投げた。少年は床ゆかに頭を強く打ち、気を失う。


「ミレリーナ様、お怪我は？」


「……わたくしは平気です。あなたのほうが酷ひどいわ」


　ロヴィンが小声で問うと、ミレリーナは胸に両手を当てて答えた。動どう悸きが激はげしいようだ。目の前まで刃が迫せまったことと、それをロヴィンが防ぐ様を間近で見て、さしものミレリーナも恐きよう怖ふを覚えたらしい。それでも、自分のことよりロヴィンの怪我を案じてくれる。その心が嬉うれしかった。


「このような場所に、おいでになってはいけません。早くお戻もどりください」


「何を言っているの。あなたも一いつ緒しよに帰るのですよ。──命令です。わたくしを無事に連れ帰りなさい」


　今度は叱しかるように、ミレリーナは言った。ロヴィンは驚おどろきで声も出ない。


　彼女は信じてくれていたのだ。待っていてくれたのだ。そして待ちくたびれて、探さがしに来てくれた。どうやってこの場所を突つき止めたのかは知らないが、本当に何をしでかすかわからない少女だ。一人で外を出歩くことがどれほど危き険けんか知らないのか。そういうところは、世間知らずな姫ひめ君ぎみだ。


　ともかく、ミレリーナを早く安全な場所へ。開け放たれたままの扉から外へ連れ出そうと、彼女の肩かたを摑つかんだ。すると、ミレリーナは琥こ珀はく色いろの瞳を大きく見開く。その視線の先はロヴィンの背はい後ごに向けられていた。それと同時、大おお勢ぜいが息を飲む気配も背後に生まれる。


　ロヴィンはミレリーナを背に庇かばって振り返ったが、その時にはすでにルネがサーベルを抜き放ち、目前に迫っていた。少年たちがロヴィンから奪うばい、遊んでいたサーベルだ。


　咄とつ嗟さにロヴィンは奪い取ったナイフを構える。しかし、こちらは安あん価かなうえに鍔つばもなく、刀身も短い。対し、あちらは王家から与あたえられる業わざ物ものだ。護ご拳けんには名工の彫ほりが刻きざまれ、天てん窓まどから射さす月明かりを浴びて刃が光を宿す。その光だけで空気を切り裂さいてしまいそうだ。


　何か身を守る術じゆつを使ったほうがいい。そう思ったが、もう間に合いそうになかった。いざという時にまごついて、蓄たくわえた魔導の知ち識しきを発はつ揮きできないのがロヴィンの落ちこぼれと言われる所以ゆえんだった。


　ルネがサーベルを振り上げた。ロヴィンは防ふせぎきれないことを覚かく悟ごの上でナイフを頭上に構える。ミレリーナが、ロヴィンの服の裾すそをきつく握にぎり締しめたのが感かん触しよくでわかった。せめてこの身が盾たてになって、ミレリーナを無事に逃がすことができればそれでいい。


　ルネとロヴィンの視線が交わる。その一いつ瞬しゆんで、狩かる者と狩られる者が決まった。しかし、ここで倒たおれるわけにはいかない。たとえ致ち命めい傷しようを負っても、ミレリーナを安全な場所へ連れて逃げるまでは地に膝ひざをつくわけにはいかないのだ。


　この脆もろいナイフでどこまで防げるか。どの道順ならミレリーナを連れて走れるか、頭の中で様々な思考が巡めぐり──硝子ガラスが砕くだける轟ごう音おんに、すべてが搔かき消された。


　ルネの頭上に硝子の破は片へんが降り注ぐ。その破片に交じり、金糸雀カナリア色いろの影かげも降ってきた。


　天窓を突き破ってルネの背後に降り立ったその人は、ルネが呆あつ気けに取られている隙すきに素す早ばやく足払ばらいをかけ、両膝と両手を床につかせて首筋にサーベルの刃は先さきを添そえる。その一連の動作の中で、いつの間にかルネのサーベルを奪い取っていたのだ。


「動くな。王家に仇あだなす者は容よう赦しやなく斬きる」


　女の声。しかし、怒ど気きを孕はらんで重く響く声だ。床についたルネの両手が震ふるえる。


　その間に、扉から何人もの見知った顔が押おし入ってきて少年たちに刃を向けた。全員が揃そろいの制服を着ている。ロヴィンと同じ、魔ま導どう騎き士しを示す煉れん瓦が色いろの制せい服ふく。


　戦意など、すでに失っていた──いや、そもそも死ぬほどの覚かく悟ごなど持っていなかった少年たちは青ざめた顔で両手を挙あげ、命いのち乞ごいをした。中には泣き出す者もいる。


「グリシーヌ、少し離はなれておあげなさい。その方とお話がしたいの」


　ルネに刃を突きつけている女騎士──グリシーヌにミレリーナが命じた。グリシーヌは躊躇ためらいつつも、ミレリーナの強い眼まな差ざしに抗あらがえず、一歩退しりぞいてルネの襟えり首くびを摑み、無理やり引っ張り起こした。尻しり餅もちをついたルネの肩に切っ先を置き、余よ計けいな動きはするなと圧力をかける。


　ミレリーナはロヴィンの手を下に引き、座すわらせた。少年たちに暴ぼう行こうされた傷きずが思い出したように痛いたみ出す。一度座ってしまうと、もう立ち上がれそうになかった。


「休んでいてください。見ているだけで、とても痛そうなんですもの」


　ロヴィンにそう告げ、ミレリーナはルネと対たい峙じした。召めし使いだと思っていた少女が王家の騎士を従したがえる様に、ルネはまだ事態が飲み込こめないのか啞あ然ぜんとした表情でミレリーナを見上げていた。


「このような姿で、ごめんあそばせ。わたくしの名はミレリーナ・フィリス・トライアン。ここにいるロヴィンの主です」


　ミレリーナが名乗ったことで、ルネはようやく彼女が何者であるか悟さとったようだ。何か弁べん明めいをしたいのか、懸けん命めいに口を動かそうとするものの、唇くちびるが震えてしまって言葉にならない。


　ミレリーナは構わず話を続ける。


「まずはお礼を言いましょう。あなたがロヴィンをわたくしに引き合わせてくださったことを。ロヴィンをこの街で生かしてくださったのも、あなたなのでしょう？」


　これには聞いていたロヴィンが驚いた。ルネたちのことはミレリーナにも話していないのだ。どういうことかとミレリーナの顔を見上げていると、彼女がこちらを向いて微笑ほほえんだ。


「王おう城じように忍しのび込むなど、あなた一人で行うなんて思えませんもの。扇せん動どうした者がいたと考えるのが普ふ通つうです。そして、あなたがそこまで従ったのは、あなたを救ってくれた人だから。信しん頼らいしていた人だから。でしょう？」


　はじめからミレリーナは知っていたのだ。隠かくしているつもりだったのは、ロヴィンだけ。そしてそれを問い質たださなかったのは、隠していた理由がミレリーナへの忠ちゆう誠せい心しんによるものだということも彼女が察していたから。


　完全に参った。まだ少し、ロヴィンの中でミレリーナを子供だと侮あなどっていた部分が残っていたが、それも完全に消し飛んでしまった。


　自分より四つも年下の、十歳さいの少女。彼女がこの先、どんな女に成長するのか。近くで……誰よりも近くで見ていたい。


　ミレリーナは再ふたたびルネに向き直った。声こわ音ねが険けわしくなる。


「けれど、あなたはロヴィンの信頼を裏うら切ぎりました。一度捨すてた飼かい犬を再び従わせようなど、虫の良い話です。そして、あなたが捨てた犬をわたくしが拾いました。ですから、彼はすでにわたくしのものですわ。──わたくしのわんちゃんを、ずいぶん可愛かわいがってくださったようね？」


　くす、とミレリーナの笑った声が聞こえた。ロヴィンの座っている位置からでは彼女の表情は見えないが、ルネは喉のどに張り付いたような掠かすれた悲鳴を上げる。ルネの後ろに立っているグリシーヌも身震いしたように見えた。いったい、ミレリーナはどんな顔で笑ったのか。見たいような見たくないような、複ふく雑ざつな心しん境きようだった。


「この倉の持ち主はあなたのご両親ですね。我わがトライアン王家にも出入りのある商店だと、知っていますわよ。以前から付き合いのある商店です。ロヴィンを一度助けてくださったこともありますし、それに免じて今回は見み逃のがしましょう。けれど、もし再びわたくしの大事な犬に手を出したなら、その時は覚悟なさってね。招しよう待たい状じようをお送りしますわ。絞こう首しゆ台だいへの招待状を」


　警けい告こくの言葉を述べ、ミレリーナは倉の出入り口を指差す。行け、ということだ。ルネは慌あわてて立ち上がり、ふらつきながらも走り出て行く。仲間の少年たちも彼に続いて倉を出て行った。


「ミレリーナ様、よろしかったのですか？」


　グリシーヌが問う。不満そうな顔をしているものの、彼女や他の騎士たちもミレリーナの気き迫はくに飲まれていたのだろう。そうでなければ、きっとミレリーナの意思を無視してルネたちを捕とらえていたはずだ。


「良いのです。これだけ脅おどしておけば、もう下へ手たな真ま似ねはできないでしょう。この恐きよう怖ふが彼らへの刑けい罰ばつですわ」


　グリシーヌはまだ不服そうにしていたが、これ以上何を言ってもミレリーナは譲ゆずらないと学んだのだろう。黙だまって刃を納おさめようとして──手にしていたのが自分のサーベルではなかったことを思い出したようだ。くるりと回して逆さか手てに持ち、片膝をついてロヴィンに差し出す。


「あなたの剣だ。もう手放すことがなきよう、精しよう進じんなされよ」


　今朝とは明らかに態度が違ちがう。グリシーヌはロヴィンを騎士として認めたのだ。戸と惑まどいつつもロヴィンがサーベルを受け取ると、彼女はばつが悪そうに俯うつむき、躊躇いがちに切り出した。


「その、いろいろ悪かった。妙みような言いがかりをつけて、このようなことになったのは私たちの責せき任にんだ。本当に申し訳ない。身を挺ていしてミレリーナ様を守ろうとしたあなたは立りつ派ぱな騎士だ」


　グリシーヌが深く頭を下げると、レジスとフォルトもやって来て彼女に並ならんで共に詫わびた。フォルトは見覚えのある包みと封ふう筒とうを持っている。少年たちが置いていったのか、フォルトが取り上げたのか、ミレリーナに使いを頼たのまれた例の手紙と報ほう酬しゆうだった。それらもフォルトによってロヴィンの手に戻もどされた。彼らなりの、信頼の証あかしだろう。


　彼らは黙だまったまま動かない。待っているのだ。ロヴィンの、許ゆるしの言葉を。


　ロヴィンは困こまり果てた。今まで、こんなふうに誰かに詫びられたことなどなかったから。いつでも他人は自分より高い場所から見下ろしていて、同等に扱あつかわれることなんてなかった。だから、こんな時はどんな言葉で返せばいいのか、わからない。


　困こん惑わくするロヴィンの耳に、ミレリーナがそっと唇くちびるを寄せた。明るい声で囁ささやく。


「ただ一言、『我わが友に感かん謝しやを』と。それだけでいいのです。皆みなさんに助けていただいたのですから」


「……我が友に感謝を。──気にしていないから、顔を上げてください。こうなったのは、私の力不足が原げん因いんです」
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　ミレリーナの助言に従い、ロヴィンは述べた。しかし、それだけでは足りないような気がして、自身の言葉も付け加える。


　そう。こんなことになったのはロヴィンに力が足りなかったからだ。王女に仕える騎士が市し井せいの悪たれ小こ僧ぞうたちに捕つかまって暴ぼう行こうを受けるなど情なさけないにもほどがある。グリシーヌたちなら、たとえ一人であってもルネたちをあっけなく退しりぞけられたはずだ。


　もっと力が欲ほしい。ミレリーナのために。


　グリシーヌたちは安あん堵どの表情で顔を上げた。三人以外の、居並ぶ騎士たちも表情を綻ほころばせる。


　今さらながら、他の騎士と言葉を交かわしたのは初めてだということに気がついてロヴィンは居い心地ごこちが悪くなる。


　ふと、手元に置かれた包みと手紙が目に入った。それを手に取り、痛いたみを堪こらえて立ち上がる。ミレリーナが驚おどろいたように目を丸くした。


「どこへ行くのですか？」


「……使いの途と中ちゆうです。まだ、役目を終えていません。ミレリーナ様ご所しよ望もうの品も、買いに行かねばなりません」


　ロヴィンが答えると、グリシーヌが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。


「ミレリーナ様ご所望の品？」


「これじゃないか？　手紙や包みと一いつ緒しよに取り戻したんだが、こんな紙切れが」


「レソナンシア菓か子し店てん？」


　フォルトが差し出した紙を覗のぞき込み、レジスが首を傾かしげてそこに記された店の名を読み上げる。するとミレリーナは慌あわてふためき、飛びつくようにしてフォルトから紙を奪うばい取った。


「何でもありません！　これは、その……本当に、何でもありませんから！」


　焦あせるあまり上う手まい言い訳わけが思いつかないのか、ミレリーナは紙をくしゃくしゃと丸めながら叫さけぶように言った。いつものように綽しやく々しやくとしていれば他愛ないことで済すまされるのに、よほど恥はずかしいことなのか顔まで赤くしている。これでは、いかにも重要な隠かくし事をしていると言っているようなものだ。


「レソナンシア菓子店……。最近、女官たちが話題にしている店ですね。焼き菓子が絶品だとか」


　グリシーヌが店のことを知っていたようだ。思い出したことをつぶやくように言って、ミレリーナがロヴィンに何を頼んだのか悟さとったらしい。ミレリーナの顔を見て、堪えきれなかった笑いを漏もらす。失礼、と言いつつも肩かたの震ふるえは治まらない。


　ミレリーナはロヴィンを鋭するどく睨にらんだ。一言余よ計けいだった、と潤うるんだ目が非ひ難なんしてくる。ばらしたのはミレリーナ自身だったのだが、たしかにロヴィンの言葉がなければ知られることはなかった。素す直なおに頭を下げ──よろめく。


　倒たおれかけたロヴィンを力強い腕うでが両りよう脇わきから支えた。レジスとフォルトだ。


「無理をするな。ふらふらじゃないか」


「しかしお前、歳としのわりに軽いな。もっとしっかり食って、丈じよう夫ぶになれ。そしたら俺おれたちが鍛きたえてやる。覚かく悟ごしろよ」


　レジスが心配そうに言い、フォルトは愉ゆ快かいそうに笑った。しかし、嫌いやな笑いじゃない。人ひと懐なつっこい、後こう輩はいに対する親しみを込めた笑えみだった。


「ミレリーナ様、工こう房ぼうへの使いは私にお任まかせくださいませんか？　レソナンシア菓子店にも、帰りに寄って参りますので」


　グリシーヌがミレリーナの前で膝ひざをつき、胸むねに手を当てて言った。ミレリーナは迷まよっていたが、しばらくすると諦あきらめたように溜ため息をついた。


「今日はもう遅おそいですから、工房のご主人にも迷めい惑わくです。きっと菓子店も閉しまっていますわ。だから、明日になさい。──菓子店のこと、お兄様には秘ひ密みつですよ。グリシーヌだけでなく、皆みなも黙っていてちょうだい」


　人差し指を唇に押おし当て、皆を見み渡わたしてミレリーナは命じた。大人ぶった王女が見せた子こ供どもらしい表ひよう情じように、騎き士したちは一様に表情を緩ゆるませ、快こころよく頷うなずく。


　全員を代表して、グリシーヌが深くこうべを垂たれた。


「かしこまりました、王女殿でん下か。では、そろそろ王城へ戻りましょう。ベルンハルト様もご心配なさっていますよ」


「でしょうね。こんなに大勢の騎士をつけてくださったのですもの。でも、少し多すぎじゃありません？」


「やはりお気づきでしたか」


　ミレリーナの返答にグリシーヌは苦く笑しようした。


「もしや、ベルンハルト様が我われらを護ご衛えいに命じると見み越こしたうえで、お一人で王城を抜ぬけ出されたのですか？　そんな服までお召めしになって。あまりに普ふ段だんと違う格好ですから、見失ってしまうところでした」


「だから、はじめに襲おそわれた時に間に合わなかったのですね……。構かまいませんわ、それはわたくしのせいでもあるのですから。この服は門番の目をごまかすために拝はい借しやくしたの。決してあなたたちを撒まこうなんて考えで着ていたのではありません」


　身の丈たけに合わなくて、ずれてきた服を整えながらミレリーナは言い訳を連ねた。けれど、悪いとは思っていないようだ。むしろ騎士たちを出し抜いたことが楽しくて仕方ないような、生き生きとした表情をしている。


「お兄様にはわかるように、わざと脱だつ走そうの痕こん跡せきを残して出て来ましたのよ。だって、わたくしが護衛を頼たのんでも、ロヴィンを探さがしに行くなんて知ったらあなたたちは快かい諾だくしてくれなかったでしょう？　かと言って一人で出て行くのは、さすがに怖こわいもの。お兄様ならわたくしの行動を止めたりはしなくても、守ってくださると思いましたから。お兄様はこうおっしゃったんじゃなくて？　『ミレリーナが出て行ってしまったようだから、こっそりつけて守ってあげて。よほど危あぶない目に遭あうまでは、好きにさせてあげなさい』って」


「一言の漏もれもなく、その通りです」


　グリシーヌは降こう参さんですと言わんばかりに溜め息をついた。


　二人のやり取りを聞き、ロヴィンはミレリーナがどうやって王城を抜け出してきたのか、そしてグリシーヌたちが助けに来てくれた理由を知った。騎士たちは兄王子の頼みで、無茶をする妹いもうと姫ひめをこっそり護衛していたつもりだったようだが、その護衛がいることもミレリーナは知っていたのだ。倉の中に躊躇ためらいなく踏ふみ込こんできたのも、危険があっても助けてもらえる自信があったからだろう。


「でも、脱走って思っていたより簡かん単たんですのね。またやってみようかしら」


「それはご勘かん弁べん願いたい」


　これはレジスのつぶやきだった。皆が、どっと笑い出す。フォルトとレジス本人も笑い出したものだから、支ささえられているロヴィンは揺ゆさぶられて傷きずに障さわった。わずかに呻うめき声を漏らすと、ミレリーナが心配そうに駆かけ寄よってくる。


「あなたも、ごめんなさいね。わたくしが余計な用事を頼んだばかりに、こんなことになって」


「……どういうことですか？」


　ミレリーナの言葉を解かいせず、ロヴィンは問う。彼女が詫わびることなど、何もないはずなのに。


「わたくしが用事を増ふやしてしまったから、近道をしようとしたのでしょう？　以前の顔見知りが多いこの区画を避よけて通っても、手紙と御お代だいを届とどけるだけならお昼までに間に合ったでしょうに……。他に寄よる所ができたから、少しでも早く帰って来られるように、この界かい隈わいを横切ろうとしたのでしょう？　あなたの帰りが遅おそいから、きっとこの辺りで何かあったに違ちがいないと思ったの」


　やはり、彼女は信じてくれていた。ロヴィンが金を持って逃にげたなんて考えずに、身を案じてくれた。嬉うれしいけれど、それをどうやって表現すればいいのかロヴィンは知らない。だけど何かを言わなくてはいけない気がして、懸けん命めいに考える。


「私の行動を読んだということですか。では、どうしてこの場所を？　それだけでは知り得ないでしょう」


　そんなことが言いたいわけじゃないのに。口から出るのは、いつも本心を覆おおい隠す殻からの上をつるりと滑すべって的外れになってしまう言葉だ。


　上う手まく感情を表せないでいるロヴィンに、ミレリーナは丁てい寧ねいな答えをくれる。


「この辺りで若わか者ものの窃せつ盗とう団だんによる被ひ害がいが多いと報ほう告こくされていましたから、あなたがその中の一人だったと考えるのはそう難しくはありませんわ。十数人の窃盗団の拠きよ点てんとなるにはそれなりの隠れ場所が必要でしょうし、その場所の確かく保ほにはお金だって掛かかるはずです。だとすれば、窃盗団の中には財ざい力りよくのある者がいる──そこまでわかれば、窃盗団を構こう成せいする若者たちと歳としが合がつ致ちする息子むすこを持つ富ふ裕ゆうな家庭で、大おお勢ぜいが身を隠せるような広い場所……倉か何かを所有する商店に的を絞しぼればいいだけのことです。もっとも、それでもたくさんの倉を調べないといけなかったので、あとは地道に巡めぐり歩きましたけど」


　ここへ来た時、ミレリーナが息を切らしていたのはそういうことだったらしい。そこまでして捜さがしてくれた彼女に、何か言いたい。けれど思いつくのは儀ぎ礼れい的な、騎き士しとしての着き飾かざった謝しや辞じばかり。それなら、いっそ感謝の言葉だとかで括くくらないで、言いたいことを──


「強く、なりたいです。力が欲ほしい。ミレリーナ様、あなたを守るために」


　ようやく、自分の心を言えた気がした。胸むねがすっとする。ミレリーナは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「待っています。あなたがわたくしに相応ふさわしい騎士になるまで。わたくしも、あなたに相応しい主あるじとなれるよう精しよう進じんしますわ。だから、傍そばで見ていてくださいね。命令です」


　ロヴィンの頰ほおに触ふれようと、ミレリーナが両手を伸のばす。しかし、指先しか届かない。ミレリーナは照れくさそうに手を引っ込め、肩かたをすくめる。改めて彼女はまだ幼おさないのだと思い知らされた。


　しかし、幼いと言えるのも今のうち。ミレリーナが身を置く環かん境きようは、彼女に心穏おだやかな少女期を過すごさせてはくれない。だからこそ、彼女はこんなにも聡さとい。聡いからこその苦しみもあるはずだ。子供なら知らなくてもいいことだって、彼女は察してしまうから。大人びた笑顔の鎧よろいで心を守らなければいけなくなるほど、他人のことを察してしまうから。


　自分を取り巻まく者たちのために、子供らしさを捨すてた少女。彼女の体はこれから、先に成長しすぎた心に追いつくように育っていく。ようやく心身の均きん衡こうが平行になるのだ。その均衡が崩くずれてしまわないよう、支えていかなければいけない。大切な役目をロヴィンは任まかされたのだ。


「御ぎよ意いのままに」


　レジスとフォレスの手を離はなれ、ロヴィンは片かた膝ひざをついてこうべを垂たれた。


　二度目の、忠ちゆう誠せいの誓ちかい。これでやっと、本当の騎士になれた気がした。





　　　　†




　幸い、怪け我がは数日養生していれば普ふ段だんと変わらず歩けるようになった。まだ傷きず跡あとや痣あざは残っているので擦すれ違ちがう人々が驚おどろいた顔をしてロヴィンを凝ぎよう視しするけれど、以前のように野の良ら犬いぬを追い払はらうような目をすることはなくなった。


　ただし、騎士たちが──特にレジスとフォルトがロヴィンの武ぶ勲くんを誇こ張ちようして触れ回るものだから、今までとは違った意味で注目されるようにはなったが。


　空気が穏やかだ。ミレリーナもあれ以来、少しずつ自然な笑い方をするようになった。騎士たちの前で子供っぽい顔を見せてしまったから、今さら大人びた顔で笑っても演えん技ぎくさいだけと思ったのだろう。彼女にとっては、そのほうが良かったのだ。


　グリシーヌが買ってきてくれた焼き菓が子しも、はしゃいで食べていた。しかし、確かに美お味いしいけれど一度食べればそれで満足、というのがミレリーナの評ひよう価かだった。やはり毎日の午後のお茶にはベルンハルトのケーキが一番だということらしい。


　しかし、心配事が消えたわけではない。例の、王城内での盗とう難なん事じ件けんはいまだに続いていた。相変わらず盗ぬすまれるのは菓子や昼食といった食べ物ばかりなのだが、影かげすら見えない犯はん人にんに誰だれもが気味悪がっていた……のだが。


　その犯人がついにその姿を現あらわしたのは、よく晴れた日の昼前だった。


「猫ねこ、ですか？」


　表の庭で皆が騒さわいでいるので何事かと訊たずねたミレリーナは、その答えを聞いて目を丸くした。


「はい、厨ちゆう房ぼうから腸ちよう詰づめを丸々一本盗んで逃げていったそうで……」


　対応した女官が状じよう況きようを説明している最中だった。木こ陰かげに置かれた長椅い子すの下を擦すり抜ぬけ、猫が一匹ぴき飛び出してきた。灰はい色いろの縞しま模も様よう。口に銜くわえた腸詰をなびかせ、飛ぶような速さで中庭へと駆けていく。


　突とつ然ぜん足元を小さな動物が横切ったことに驚き、女官が悲鳴を上げた。それとほぼ同時に、厨房で雇やとわれている下働きの少年が猫と同じ場所から飛び出して長椅子にぶつかり、転てん倒とうする。その後ろから続々と下働きの召めし使いたちが駆けてきたが、転んだ少年のせいでその場につっかえてしまった。


「あの猫！　今朝も俺の朝食のパンからハムを抜き取って行きやがったんだ！」


　誰かが苛いら立だたしげに叫さけんだ。猫に気をとられて、ミレリーナがいることに気づいていないらしい。転んだ少年も立ち上がり、すぐにまた大おお勢ぜいで猫を追いかけていった。


「わたくしたちも行きましょう」


　ロヴィンの手を引き、ミレリーナは猫と集しゆう団だんのあとを追った。猫くらい放ほうっておけばいいのに、と思うロヴィンだったが、ミレリーナには逆らえない。引かれるままについて行く。


　中庭の隅すみには池があった。池の縁ふちには大きな木もく蓮れんの木が生えていて、春には水みな面もにその満開の花が映うつり込んで美しいだろうと想そう像ぞうできる。


　しかし、今はそこに人が群むらがり、揃そろって木の上を見上げて騒いでいた。先ほどの猫が木に登り、逃げ場を失って枝えだにしがみついていたのだ。


「おどきなさい！　皆さん、下がって！」


　木の下にいる集団を搔かき分け、ミレリーナが前に出た。急に割わり込まれて不満の声を上げた人々は、それが王女であることに気づいて慌あわてて道を開ける。


　ミレリーナが近寄ったことで、猫はさらに興こう奮ふんしたようだ。ふーっ、と威い嚇かくの声を上げる。その拍ひよう子しに銜えていた腸詰が口から零こぼれ、地面に落ちた。耳をぴったりと伏ふせ、尻尾しつぽは瓶びんの中を洗あらうブラシのように膨ふくらみ、背中の毛も逆立っている。


　人はどんどん集まってきていた。より騒がしくなったことで猫はもっと高い所へ逃げようとし、爪つめを引っ掛けながら枝の先まで進んでいく。枝はもう猫の足より細く、今にも落ちてしまいそうだった。


「あまり寄らないで。皆さんが大勢で追いかけるから、怖こわがっているんです。誰か、網あみを持ってきてちょうだい。できるだけ柄えの長いものがいいわ」


　ミレリーナの命令に、庭にわ師しの青年がどこかに駆けていった。庭仕事に使う道具が置いてある倉庫に向かったのだろう。しかし、猫はすでに限げん界かいのようだ。切せつ羽ぱ詰つまった叫び声を上げて、自力で逃げようと後あと退ずさりしはじめ──後ろ脚あしを踏ふみ外した。前脚と片方の後ろ脚の爪をめいっぱい枝に食い込ませ、どうにか踏み止とどまっている。


　庭師が網を持ってくるまで待っていられない。猫はずいぶん高い枝まで登ってしまっているので、落ちれば無事では済すまないだろう。そう思ったロヴィンはとっさに駆け出していた。助走の勢いで、そのまま木に駆け登る。人の重みに耐たえられる太さの枝を選んで足を引っ掛け、一気に猫のいる枝の近くまで登った。


　下で見ていた人々が感かん嘆たんの声を漏らした。入り組んだ路地裏で、時に屋根の上さえ駆け回っていたロヴィンには造ぞう作さないことだったが、ここの人々には曲芸のように見えたのだろう。


「無茶はしないで！　危あぶないわ！」


　ミレリーナが叫んだ。ロヴィンを見上げる目は、まるで自分が高い所から落ちそうになっているみたいに怯おびえている。袖そで口ぐちをぎゅっと握にぎった手は小さく震ふるえていた。


　ロヴィンは猫と同じ枝に足を乗せた。すると、枝は大きくしなる。枝先が揺ゆれ、猫はもう片方の後ろ脚も踏み外した。前脚だけでしがみつき、宙ちゆうぶらりんになる。


　足は動かさないようにして、ロヴィンは腕うでを伸のばした。別の枝を摑つかんで支えにし、前へ前へと体を倒たおす。


　ようやく猫に手が届いた。首根っこを摑んで引っ張るが、助けてやろうというのに猫は枝を抱かかえて離さない。しかも猫の首の皮は柔やわらかくてよく伸びるものだから、指に力が入らない。


　しかし、不安定な体勢のせいで枝を摑んでいる手がもう限界だった。猫と力比べをしている暇ひまはない。息を詰めて一気に引き剝はがし──足元で、みしりと嫌いやな音がした。


　あっ、と人々の声が重なる。ミレリーナが両手で顔を覆おおった。


　折れた枝をロヴィンは力いっぱい蹴けった。猫を引き寄せて抱え込こみ、少しでも衝しよう撃げきを和やわらげるために背を丸める。


　大きな水飛沫しぶきが上がった。枝を蹴ったことで、落下地点が池の上になったのだ。水深が浅ければ怪け我がをしたかもしれないが、幸い足がつくかつかないかの深さがあって無事だった。


　ずぶ濡ぬれになった猫ねこは水を嫌きらってロヴィンの頭にしがみつき、吠ほえるように鳴いている。鋭するどい爪つめが顔に食い込むが、我が慢まんして池の縁まで泳ぎ着いた。ミレリーナが濡れてしまうのも構わずに手を差し伸べてくれる。ありがたくその手を取ったものの、彼女の力でロヴィンを引っ張り上げられるはずもない。


　仕方なく自力で這はい上がろうとした時だった。ミレリーナの背はい後ごから手が伸びてきて、ロヴィンは芝生しばふの上に引きずり上げられた。


「また怪我を増ふやすつもりか」


「いや、しかし上う手まいこと池に飛び込んだもんだ。猫も無事だな」


　レジスとフォルトだった。グリシーヌもいる。騒ぎを聞きつけてやってきたようだ。ロヴィンの頭に乗っていた猫をグリシーヌが抱だき上げる。猫はまだ興奮しているようで、グリシーヌの服や手に爪を立てて鳴き続けていた。痛いたくてグリシーヌが顔をしかめた隙すきに、その手から猫がするりと逃のがれる。


　寄より集まった人々の足の間をすり抜けて、猫は白はく丁ちよう花げが深く茂しげった生いけ垣がきに潜もぐり込んでいった。すかさずミレリーナが追いかけ、四つん這ばいになって生垣に頭を突つっ込む。


「ミレリーナ様、お召めし物が汚よごれてしまいますよ」


　グリシーヌの制せい止しも聞かず、ミレリーナは体の半分を生垣に埋うめる。そして小さく歓かん声せいを上げ、這い出てきた。


「見てごらんなさい。驚おどろかさないように、静かにね」


　小声で言って、ミレリーナは生垣の奥おくを指差す。皆が一いつ斉せいに覗のぞき込んだ。ミレリーナの傍そばにいたロヴィンは押おされ、仕方なしに膝ひざをつく。白丁花の甘あまい匂においが強く香かおった。


　生垣の中は、一言で言ってしまえばゴミ溜ためだった。パンや菓か子しを包んでいたであろう紙とか、細々したものを持ち歩くための袋ふくろとか。その袋からは硬こう貨かが零こぼれ落ちていた。


　これを見て、何だというのか。そう思った時、ゴミの中で何かが動いた。みゃあ、と細い声がする。


　子猫だった。灰はい色いろの縞しま模も様ようは頭と背せ中なかと尻尾しつぽだけで、腹はらや四し肢しは白い。まだ生まれて一月も経たっていないのか、片かた手てに乗ってしまいそうなほど小さかった。


　子猫の傍に落ちている袋をグリシーヌが拾い上げる。すると、先ほどの猫が現れて子猫の前に立ちはだかった。子供を守ろうとしているのだ。


「これは、前に誰かが盗とられたと言っていた小物入れではありませんか？」


　拾った袋から中身を手の上に出し、グリシーヌが言う。硬貨が数枚と、菓子くずのようなものが出てきた。


「きっと、お金と一いつ緒しよに食べ物も入れていたのね。この猫さんは子育て中のようですから、お腹なかが空すいてどうしようもなくて人から盗んでしまったのですわ」


　商人などが乗り入れる馬車にでも紛まぎれ込んで、そのまま居いついてしまったのだろう。子猫の小ささからいって、この庭で生んだに違ちがいない。乳ちちを出すためにはたくさん食べないといけないから、目についたものは手当たり次し第だい盗んで食べていたようだ。ゴミの山がそれを物語っている。ということは、この猫の罪つみをロヴィンは着せられていたわけだ。そう思うと、引ひっ搔かかれた傷が妙みように痛んでくる。


　母猫の後ろに守られている子猫が、まるで状じよう況きようなど無む視ししたように、みゃあぁ、と間ま延のびした声で鳴いた。





　　　　†




　ミレリーナは深く溜ため息をつく。目の前にいる王はすがるような目でミレリーナを見つめていた。


「ですから、無理なものは無理です」


「でも、ミレリーナ。救きゆう貧ひん院いんへの支し援えん金きんは今のままでは少なすぎるよ」


　王位を継ついで二年になるベルンハルトは、なおも食い下がる。仕方なくミレリーナはペンを置き、椅い子すに座すわったまま兄に向き直った。


「この冬は例年より雪が多く、各地で屋根が潰つぶれたり橋が壊こわれたりという被ひ害がいが出ているのはお兄様もご存ぞん知じでしょう？　橋がなければ馬車が通れず、家の建て替かえも食料の運うん搬ぱんもままならないというような村落では多くの人が住む場所に困こまっているのです。雪ゆき解どけ水によって川の水みず嵩かさも増まして、堤つつみが破やぶれたり石の橋さえ崩くずれてしまった場所もあるそうですわ。それをなんとかしなければ、救貧院に保ほ護ごを求めてくる人が今より増ふえますのよ。救貧院には収しゆう容よう人数を確かく認にんするために役人を派は遣けんしていますし、必要最低限の食料は配給されています。お兄様も、もう少し妥だ協きようを覚えてくださらないと困りますわ」


　畳たたみ掛かけるようにミレリーナが言うと、ベルンハルトは反はん論ろんできなくなった。その悲しそうな顔を見ていると、こちらまで心が折れてしまいそうになる。


　二人して黙だまり込む。その重い沈ちん黙もくを破やぶったのは軽かろやかな鈴すずの音だった。


　開け放たれていたままのミレリーナの部屋に、灰色縞模様の猫が駆かけ込んできた。猫は大おお慌あわてで、ミレリーナの傍に控ひかえていたロヴィンに飛びつく。服に穴あなが開かないよう、ロヴィンは強きよう制せい的に抱だっこをさせられるような形で猫を支ささえた。


　そこへ、慌あわただしい足音も近づいてくる。現あらわれたのはグリシーヌだった。グリシーヌはミレリーナとベルンハルトがいるのに気づき、一礼する。そしてロヴィンに抱かれている猫を睨にらみつけた。


「ストリッシャ！　こっちに来なさい！」


　そんなことを言って、猫が従うはずもない。グリシーヌは大おお股またでロヴィンに歩み寄り、その手から猫──ストリッシャを受け取る。爪が服の繊せん維いを傷きずつける、ばりばりという音がした。


　ストリッシャは暴あばれ、青いリボンに通した鈴が首でちりちりと鳴る。手て袋ぶくろをしているグリシーヌの手を咬かみ、後ろ脚あしによる連続蹴げりを彼女の腕に食くらわしていた。


「何があったのです？　ストリッシャはずいぶん怒おこっているようですけど」


　ミレリーナの問いに、ストリッシャを押さえ込んだグリシーヌは弱りきった顔を見せた。


「爪を切ろうとしたんです。家具で爪とぎをしようとするものですから。娘むすめのマキアは大人しく切らせてくれるのですが、母親のほうが頑がん固こで困こまります。こいつらのせいで、私の部屋はもうぼろぼろですよ」


　数年前、王おう城じようで盗とう難なん騒さわぎを起こした猫の親子はそれぞれストリッシャ、マキアという名を付けられて、今はグリシーヌの世話になっていた。しかし長らく野の良ら生活だったストリッシャは気が強く、グリシーヌの生傷は絶たえない。


「お騒さわがせして、失礼しました。──陛へい下か、奥おく方がたが探さがしておられましたよ。陛下の鍋なべを焦こがしてしまったとかで。謝あやまりたいそうです」


　退たい室しつする間ま際ぎわ、グリシーヌが残した言葉にベルンハルトは顔を青くした。


「あぁ、コーラルさん。あれほど一人で料理をしちゃいけないと言ったのに。また野菜を切ろうとして自分の手まで切ってなければいいんだけど」


　冬が終わる前にベルンハルトが娶めとった妻つまは、夫に影えい響きようされてよく料理をするようになった。しかし、お世せ辞じにも器用とは言えない腕うで前まえのせいで、彼女が包ほう丁ちようを持つ時はベルンハルトがついていないと危き険けんなのだ。


　ベルンハルトは慌てて出て行く。気まずい空気から解かい放ほうされ、ミレリーナはほっと息をついた。窓まどの外に目を移うつすと、快晴の空が見えた。


「良いお天気ね。外の空気を吸すいに行きましょうか」


　ロヴィンに微笑ほほえみかけ、ミレリーナは立ち上がった。彼は何も言わず、ミレリーナの一歩後ろについてくる。この数年で馴な染じんだ距きよ離りだ。


　中庭へ出る。池の畔ほとりでは白い木もく蓮れんが満開だった。春の陽ひで輝かがやく水面に大輪の花が映うつり込んで、本物の蓮はすが咲さいているように見える。


「一輪、取ってくださる？」


　そう頼たのむと、ロヴィンは一ひと枝えだ折って丁てい寧ねいに差し出してくれた。


　大輪の花。しかし、咲いているはずなのにいつまでも蕾つぼみのような花。存そん在ざい感とは裏うら腹はらの、控ひかえめな姿すがただ。


　この花のようでなければいけない。兄王を支えるために力を誇こ示じしつつも、前に出すぎてはいけない。それが自分の役目であり、喜びでもあるから。


　グラディウスの女王に手紙を出そう。雪深いあの国の建けん築ちく技ぎ術じゆつを学び、広めることができれば次の冬には家や大切な橋を失う人々が減へるだろう。グラディウスの新しい女王は気心の知れた人だから、頼めば技術者の一人や二人は送ってくれるかもしれない。──もっとも、文字を読むのが苦手な彼女のことだから、取り計らってくれるのは宰さい相しようや傍に仕える騎き士しだろうけれど。


　ミレリーナの判はん断だんは時折、人々に苦く境きようを耐たえよと強しいる。救貧院にも、本当はもっと資し金きんを回すべきだとわかっている。しかし、今年の飢うえを補おぎなうために蓄たくわえを消費してしまったら、翌年は倍の餓が死し者しやを出すのだ。遠い昔から知られている、当たり前の理り屈くつ。けれど、やはり決けつ断だんの瞬しゆん間かんは苦しい。


　木蓮の花を水面に浮うかべた。波は紋もんの中心でゆらゆらと花が揺ゆれる。


「なんだか少し眠ねむくなってきましたわ。ここでお昼ひる寝ねをしようかしら。枕まくらが欲ほしいですね」


　ちらりとロヴィンに目を向けて言う。すると彼は承しよう知ちしたように一礼した。


「部屋から取って参ります」


「違ちがいますよ」


　踵きびすを返したロヴィンを呼よび止める。彼は振ふり返り、少し戸と惑まどった表情を見せた。何が間違っているのか、という顔をしている。


「わからないのですか？　困った人ね。──ここに来て、お座すわりなさい」


　子こ供どもに説教をする母親のように、芝生しばふを指差して命じた。ロヴィンも叱しかられるものと思ったらしく、わずかに身を硬かたくした。しかし大人しく従い、芝生に腰こしを下ろす。


　ミレリーナもロヴィンのすぐ隣となりに座った。そして、身を横たえて彼の膝ひざに頭を預あずける。


　ロヴィンは黙だまって受け入れた。それが彼の役目だから。しかし、もう一つ何かが足りない。


　彼は自分の手をどこに置くべきか迷まよっていた。そして迷った挙あげ句く、芝生の上に置こうとしてしまう。ミレリーナはその手を捕つかまえて、自身の頰ほおに当てた。温かい手だ。きりきりと胸むねを締しめつけていたものが解とけていく気がする。


「良いお天気ね」


「はい、とても」


　呼び掛かけるとロヴィンが答えた。心なしか、その声は微笑んでいるように聞こえた。しかし、横になっているミレリーナには池の水みな面もしか見えない。


　穏おだやかな春風に吹ふかれ、水面に浮かぶ木蓮の花が踊おどるように回っていた。






　あとがき







　こんにちは。もしくは初めまして。淡あわ路みち帆ほ希まれです。


　初めましての皆様。本書は『紅こう牙がのルビーウルフ』シリーズの短編集となっておりまして、ドラゴンマガジンに掲けい載さいされたものが中心です。本書にまとめられているお話には本編の後日談や物語の途中にあたる内容も含ふくまれていますので、どうしてもネタばれがございます。どうぞご承しよう知ちおきくださいませ。


　参さん考こうまでに、本編において各話がどの時系列にあたるのか少々説明させていただきます。





『クローバーに願いを』


　一巻の第五章と第六章の合間のお話です。本編未読の方がいらっしゃると想そう定ていしてあえて内容には触ふれませんが、わけあってルビーウルフは変へん装そうをしています。髪かみも付け毛（エクステのようなもの）をしているので、このお話だけルビーウルフは長ちよう髪はつです。





『名な残ごり雪ゆきは蒼そう穹きゆうに舞まう』


　一巻より二年前、ルビーウルフが十三歳の頃ころのお話です。もともとアニマル色の強い本シリーズの中で、最もアニマルな内容となっております。





『秘密の円舞曲シークレツト・ワルツ』


　一巻と二巻の合間にあたるお話です。冬が始まる前なので、一巻直後に近いですね。


　ここまでの三話分が、一巻発売後、二巻発売前に掲載されたお話です。





『恋こいするうさぎ』


　二巻と三巻の合間にあたるお話です。ここから三話分のドラゴンマガジン掲載時期も二巻発売後、三巻発売前ですので、三巻から登場するリオンとティグルより妹のアンジュのほうが先に世に出ていたことになります。





『憂ゆう愁しゆうの魔ま女じよと憂ゆう世せいの弟で子し』


　一巻より三年ほど前、ジェイドが十五歳になる直前のお話です。ドラゴンマガジン掲載時には書けなかった、四巻と五巻の内容に触れる場面を加か筆ひつ致いたしました。





『女王陛へい下かの手て荒あらい看かん護ご』


　二巻と三巻の合間にあたるお話です。これを書いていた当時、私自身も風か邪ぜを引いていたという思い出が。柚ゆ子ず茶ちやとのど飴あめに助けられました。





『琥こ珀はく色いろの夢ゆめは醒さめない』


　文庫書き下ろしです。一巻より四年ほど前の、ミレリーナとロヴィンのお話。後半に二巻の後日談を含ふくんでいます。





　それぞれの話が本編のどの部分にあたるのか、わからなくなった場合は以上のことを参さん照しようしていただければ幸いです。





　さて、今回はあとがきのページ数をたくさんいただいています。


　最近なんかあったっけ、と思い出してみると、事は冬に遡さかのぼりまして鍋なべの話。


　もはや毎年恒例となっている鍋パーティー。けれど今年は少し違いました。例年なら安い肉と野菜ばかりの鍋なのに、今回は京都北部在住ということで参加できなかった友人がカニを二キログラムも送ってくれるというのです。


　い、行かねば……！　これは這はってでも行かねば……！


　そんなわけでカニに誘ゆう惑わくされた女が六人、集つどうことになったのです。


　私は五分ほど前に最も寄より駅に着き、会場のマンションを目指して歩き始めました。が。


　行けども行けども目的の建たて物ものが見えてこない。こ、これはもしや……。


　はっと気づき、私は携けい帯たい電でん話わで会場の部屋の家主に電話を掛けました。


「あのね、今、○○サイクルっていう自転車屋の前にいるんやけど……」


「わかった落ち着け。とりあえず駅まで戻もどって。てゆーかあんた、ここ来るの何度目だ」


　こうして迷まい子ごは友人のナビにより無事到着。呼び鈴りんを鳴ならしてドアを開けました。そこにいたのは部屋の主と、もう一人だけ。私は三人目です。残りの三人は仕事の都合で、少し遅れてくると連れん絡らくがありました。ところが部屋はすでに鍋の匂においで充じゆう満まんしていたのです。


「なんでもう始めてるの！」


　過か半はん数すうが集まるまで待ちましょうよ。そういえばナビが途中で何度も途と切ぎれてたけど、食ってたのか。


　呆あきれつつ、早く座すわって食べなよー、と言われれば素直に従したがうしかありません。だってカニがなくなる。いや、実際、もう具が少ない。


　先に食べていた二人もそのことに気づいたのでしょう。不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげます。


「なんか、食べるもの少なくない？」


「だねー。買い込こむ量りよう、間違えたんかな？」


　違うよ。君たちが食べちゃったからだよ。


　丁度その時、家主の携帯電話にメールの着信がありました。駅前にいるからもうすぐ着きます、という連絡でした。すかさずメールの相手に家主が電話を掛けます。


「もしもしー？　あのねー、もう具がないんよー。駅前のスーパーで椎しい茸たけと春はる雨さめと白はく菜さいと豆とう腐ふと他に何か美味しそうなのあったら六人分買ってきてー」


「あとジュースもー」


「ジュースは重いんじゃない？」


「大丈夫。あの子、ガッツあるから」


「というわけでよろしくー。あ、ジュースは二リットルのね。みんなで分けるから。じゃあね、待ってるわー」


　一方的な注文を終え、電話は切られました。切れる間際、電話の向こうから何かの叫さけび声が聞こえたのはきっと気のせいです。


　新しい具が来るまでは、残のこっているものをもそもそ食べるしかありません。さっそくカニを……カニが見当たらない。


「あの、失礼ですがカニ様はどちらに？　冷蔵庫？　まさか胃の中……？」


「心配せんでも大丈夫よ。ちゃんと置いてあるから」


　そう言って家主は、なぜかカーテンの隙間に手を突っ込みました。そして、その手に握られていたのは立りつ派ぱなカニの足。


「なんでそんな所からカニが出てくるの！」


「昨日からベランダに出して解かい凍とうしてたんよ。だって二キロよ？　他にも材料あるのに、冷れい蔵ぞう庫こになんて入らんって。それに、冬場やねんから自然の冷蔵庫ってことで」


「でも、今朝、雨降ってたよね？　つまりそのカニは風雨に晒さらされ……」


「大丈夫！」


　押し切られました。細かいことは気にしたら負けなので諦めます。結局、その後もみんな無事なので問題なしです。


　しばし三人で黙もく々もくとカニを貪むさぼりました。カニを食べる時って、どうしてあんな真剣な目つきになるんでしょうね。


　無言で鍋を囲んでいると、呼び鈴が鳴りました。到着したのは先ほどの電話の相手。両手にはぱんぱんに膨ふくれたスーパーの袋を提げ、ぜぇはぁと息を切らしながらの登場です。


「わーい、ありがとー」


「あれ？　でもジュースないよ？」


「うるさい黙だまれ！　そのくらい自分で買いに行きなさい！　てゆーか三人いるんなら誰か手伝いに来いよ！」


『だってその間にカニなくなったら嫌だし』


　満まん場じよう一いつ致ちで見捨てました。ごめんなさい。


　文句言いつつもしっかり買い物してきてくれる、そんなあなたが大好きです。


　その後、残りの二人も集合して、楽しい鍋になりました。ごちそうさまでした。





　まだ紙面に余裕があるようなので、次の話。何か話題は……（記憶巻き戻し中）。


　高校の時の修学旅行にて（巻き戻しすぎ）。


　高校二年生の七月、修学旅行でオーストラリアに行きました。


　現地のテーマパークで水上バイクのショーを見たりしてオーストラリアを満まん喫きつ中ちゆう、私と友人数名が引率の先生に呼び止められてお金を渡されました。


「これで何か飲み物買ってきて。英語の勉強だと思って、ね？」


　先生、それは勉強という名目のパシリでは……？


　しかし、先生には逆らえません。私たちは売店へ行きました。そしてパシリにされた腹いせに、言ってはいけない一言を言ってしまったのです。


　そう。「ラージサイズプリーズ」と。


　現地のラージサイズは半端なく大きいと、話には聞いていました。けれど想像していたのは、日本のＬサイズより少し大きいくらいだろうな、だったのです。ところが。


　なんかバケツみたいなの出てきた。


　小さな子供が砂場遊びをする時に使うバケツのような、あんなサイズのカップ。しかも中身はコーラ。


　やっぱり、世の中、実際自分の目で見てみないと実感できないものってありますよね。


　そのコーラは先生に押し付けて、私たちはそそくさと逃げました。


　先生、その節はすいませんでした。


　その他にも様々な観かん光こう地ちを巡めぐったのですが、鮮せん明めいに覚えているのは牧ぼく場じよう体験。


　牛や馬や羊が放牧されている牧場で半日すごしたのですが、その牧場を経営するご一家には二人の兄弟がいました。まだ小学校低学年くらいで、二人とも金髪に青い目。しかも、教えられなければ女の子かと思うくらい可愛らしかったのです。


　兄弟は日本の女子高生たちのハートを一瞬で鷲わし摑づかみにしました。言葉が通じなくても、一緒に遊んでいるうちにすっかり懐なついてくれて、スーツケースに詰めてお持ち帰りしたい！　と真顔で言い出す人たちもちらほら。


　けれど、別れの時はやってきます。夕方になれば宿泊先のホテルに戻もどらなければなりません。私たちはトラクターに牽けん引いんされた荷車に乗り込み、牧場の丘を下っていきました。


　すると、兄弟が見送りのために走って追いかけて来るではありませんか。


　夕方の草原で、笑顔で手を振りながら走る金髪美少年の兄弟。まるで映画のワンシーンのような、美しい光景に誰もがうっとりと溜ため息いきを零こぼしました。


　しかし、そこは牛がたくさん放牧されている牧場。


　当然、牛たちの『落し物』がそこら中に山を形成しているわけで。


　トラクターを追いかけ、まったく足元を見ていなかった兄がその『落し物』に思いっきりつまずき、勢いに乗って宙返りしてそのままダイブ。坂道で急ブレーキが間に合わなかった弟も、顔面からべちゃりと『落し物』に突っ込みました。


　静まり返る荷車の一同。映画は映画でも、コメディ映画のオチですか。


　幸い、二人とも大自然で育った子供らしくすぐに立ち上がり、笑いあっていました。


　素す敵てきな思い出をありがとう、少年たち。





　長かったあとがき、ようやく終わりです。ここまでお付き合いくださった皆様、ありがとうございます。


　思えば、この短編集に収録されている最初の話はデビューと同時期に発表で、書いたのはそれよりもっと前です。その頃からずっとご指導いただいている担当様、そして編集部の皆様のおかげでこうして一冊の本にまとめることができました。ありがとうございます。


　イラストの椎名優様。連載の挿さし絵えや特集のカラーイラストなど、毎回うっとり見とれております。心が浄じよう化かされます。


　最後に、本書をお手に取ってくださった皆様。短編集はいかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたなら幸いです。


　それでは、また次回（本編の六巻、かな？　たぶん）お会いできることを祈って、今回はこれにて失礼致します。





二〇〇七年四月九日　桜満開の晴れた朝に
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